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序奏「夕ゆう凪なぎのソラ。」



introduction: YUNAGI THE WORLD'S END







　　　　♪





　夕暮れの世界。


　さびれたちいさな遊園地。


　観かん覧らん車しやが廻まわる。


　めぐる。


　やがてくるときを待って、黄昏たそがれる。


　そこは、何ど処こにもなく、其そ処こに存在しているが、やはり、何処にもない。


　ただ、夕暮れがずっとつづいている世界。


　観覧車のゴンドラで、待ち人の少年は、時間のない今日きようを待っていた。


　前に此こ処こへ迷いこんでしまった紳士が置いていった退屈しのぎの古い携ケー帯タイゲームも飽あきてきたところだ。


　そんなとき、丁ちよう度ど、──やってきた。


「ハローハロー、キミは誰だれ？」


　少年が訊たずねる。


　そこに立っていた〝誰か〟は、何も答えない。斜陽の茜あかね色いろに塗りつぶされそうにたよりなく、たゆたっていた。


　夕暮れの世界。ちいさな遊園地。観覧車。ゴンドラは廻る。


　また、迷ってきてしまったんだろうか。


　しかし、これだけ〝存在感〟がないのは稀まれだ。


　幻のように、ぼんやりとしてひどく儚はかなげだ。


「なるほど。そうか、キミは名前がないのか。だから、そんなに不ふ確たしかなんだな？」


　少年は、ゴンドラの向かいに腰を下ろした名前のない存在を見た。それは、生まれたばかりの、まだ、存在にもならない存在だった。


「なんで判わかるのかって？　まあね。此処に居いるとキミみたいな存在に逢あうこともあるんだ。すっごく稀だけどさ」


　もっとも、そのほとんどが生まれたばかりで不安定というよりは、存在が消え入りそうで不安定な場合がほとんどだったが。


　ただ、


「オレも同じようなもんだよ。此処は世界にはない世界だから」


　少年は、ゴンドラの窓の外、世界を染うつす遠い黄昏たそがれ色いろに少しだけ目を向けた。それから、すぐに視し線せんを戻すと、正面にちょこんとちいさくなって座っている存在に微笑ほほえんだ。苦にが笑わらいに見えたかもしれない。でも、思いついた。いいことだ。その存在にとっても、そうだといい。


「キミの存在はとても不安定だから、オレの名前を貸すよ」


　少年がそう言うと、その存在は、意味が理解できなかったのか、首をかしげた。


「キミはまだ、誰だれでもない、何ど処こにもいない存在なんだよ。だから、おそらくだけど、この何処でもない此こ処こに惹ひかれてきてしまった。世界に存在する前に此処にやってきたことに、何か意味があるのかもってね」


　名前は、判わかりやすく存在を示す。それ自体が意味を持つ。大きな意味だ。


　けれど、今の少年には、哀かなしいがほとんど必要ない。


　なら、と少年は思った。


「オレの名前って、自分でいうのもなんだけど、けっこーいい名前だと思うし、それに男とか女とかたぶん、カンケーないしさ」


　しかし、不安定な存在は、首をかしげたままだ。


「今、誰も、オレの名前を呼ばない。だから、もったいないっていうか、残念かなってさ」


　少年は、また少しだけ夕暮れを見た。やけに沁しみる斜陽だ。


「どう？　キミにとっても悪い話じゃないと思うけど……ま、押しつけるつもりはないし、キミに本当の名前が付いたり、いらなくなったら、返してくれればいいから」
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　すると、その存在は、──ゆっくりと、うなずいた。


　少年は、にっこりと微笑ほほえんだ。


「ハローハロー、はじめまして。──キミの名前は？」


　待ち人の少年が、おどけるように訊たずねる。


　たった今、〝その名前〟は、その存在を示すものになり、存在が世界に固定された。


「わたしの名前は──」





〝彼女〟が答える。





「──那ナ由ユ多タソラ」





	
		[image: ]

	




　　　　♪





　ここ数日、景け色しきに大きな変化はない。


　変わらず、退ハ廃イ色イロの天そ井らから雨が降り続けている。それだけだ。


　本格的な長雨の季節になろうとしていた。


　超学園都市の、王オウ子ジ花はな園ぞの学園の生徒たちは誰だれだって、もうすぐやってくる夏休みに想おもいと願ねがいを膨ふくらませていた。けれど、そんな浮かれた気分は、この雨と今後予定されている模も試しと期末テストの憂ゆう鬱うつさの中に、さっさと沈みこんで消えていってしまった。


　その日も、朝から雨だった。


　もう、「今日きようは、雨か。じゃあ、傘かさを持っていかなくちゃ」とか考えるよりも、「どうせ雨だから、傘を持っていくしかないな」というかんじだ。


　花園学園のいろいろな制服が見られるいつもの通学路も、傘の花でにぎわっている。


　気分も重ければ、足どりも重い。早足、大おお股またで歩くと、地面に溜たまった水が跳はねて、自分のローファーやソックスを濡ぬらしてしまう。


　特に、高等部の生徒にしてはやたらと小こ柄がらで、ほかの生徒たちとは違う真っ白い〝制服〟に身を包んでいる、ここでは──咲サヶカ本モトモモという名前の──少女は、雨の跳ねた雫しずくがシミたりしないかと、他ひ人とよりも気にして、気分もよけいに滅入る。


　雨が降っているけど、気温が高い。雨と高温で湿度も高い。濡れた服はちっとも乾かず、肌にぺっとり、べとべとしたまま。


「こんな最悪な気分はいつ以来？」


　ため息とも、ただのひとりごとともつかない言葉にならない言葉を吐いて、少女は、モモは、通学路を歩いている。


　ひとりだ。


　が、モモは、誰かに話しかける。


「雨ぐらい止やませられるんじゃん？」


　すると、


「やれないこともないけど、それはそれで問題があるよ」


　モモにだけ聴きこえる──かわいらしい男の子のような声が鳴った。


「この惑ほ星しには、まだ、存在していない技術だからね。『上』の許可もいるから、どうしてもっていうなら、申しん請せい書しよとか書いてみる？」


　モモの言葉を真ま面じ目めに受けて、真面目に返す声。それは、モモが背負っている巨大なリュックの中からだった。その、うしろから見るとリュックに脚が生えて自立歩行しているような姿も、ほかの生徒たちが気にすることのない朝の風景の一部だ。


　リュックが、完全に少女のファンシーな白地に苺いちご柄がらの傘かさからはみ出して「それ、めっちゃ濡ぬれてるけどだいじょうぶ？」というのは、まあ多少気になるような気にならないような。


「ジョークだっつーの」


　あきれた風ふうにモモが言う。


「え……あっ……！　わ、判わかってたよ？　もちろんだよ？　これは、ジョークだと判っていながらシリアスに返すってゆうジョーク？」


　からかわれていただけとようやく気づいた。ごまかすような口ぶりのかわいらしい声がして、それから、リュックの中ががさごそとなって、何かが中からはい出てきた。


　周囲を歩いているほかの生徒たちに見つからないよう気を配りながら、ひょっこりと顔をのぞかせたのは、大きな黄おう金ごん色いろの瞳ひとみと、大おお袈げ裟さな鈴がついた赫あかい首くび輪わが印象的な、真っ黒の猫だった。


「ダニエルは、まじめだね[image: ][image: ]」


　わざとらしくうなって、モモがさらにからかう。そうすると、黒猫、ダニエルはよけい必死になって返してくる。それがおかしくて、ちょっぴりかわいくて、モモはさらにイジワルをしたくなってしまう。


　が、イジワルの前に、


「よっ！　おはようさんっ！」


　と、背後から声をかけられた。


　半透明のビニール傘の華はなの下から、朝っぱらからテンションの高い笑え顔がおを見上げる。少し目め線せんの上がったところにある顔が傘の下のモモをのぞきこんでいた。


「おはようございます。──今いま谷たにさんっ」


　瞬しゆん時じにほにゃほにゃした猫かぶりな美少女を演じ、モモがあいさつを返した。


　もう、此こ処こへきて三ヶ月がたとうとしている。


　この明あっ軽かるいクラスメイトとはほぼ毎日顔を合わせる。今谷もモモのことが気に入っているようで、クラスメイトの中で一番最初に、モモに気さくに話しかけてきたのも今谷だった。仲良くなったのもそう。


　美少女だけどちょっと特異なキャラクターのモモを、クラスメイトや花はな園ぞの学園に馴な染じませるのに一役も二役もかっている。


　お喋しやべりとゴシップ好きで、いつもテンションが高くて、クラスでも所属する弓きゆう道どう部ぶでもムードメーカーというか。世話好きで人なつっこい。モモとは違うベクトルの愛されキャラ。


　生ひ徒との名前と顔をまったく覚える気のなかったモモでも、今谷のことはちゃんと認にん識しきできてるくらいだから、ダニエルもびっくりだ。


「いやぁ、今日きようも美少女だねぇ、モモちゃんは！」


　真ま面じ目めな顔で何を言うかと思えば、今谷の口は、近所の気のいいおっちゃん並になめらかだった。毎日のように同じことを言う。


　そして、モモも、


「そんなぁ……っ」


　と、いつものように、うれしはずかしなリアクション。ちょっぴりピンクに染まった頰ほおを両手でおおう仕し草ぐさをする。今日きようは、傘かさを持っているから片手だけど。


　いつもとおんなじ、いつもの通学風景。


　変わらないやりとりとたわいもない会話。


　ここから、いつもと同じように、ふたり肩を並べて歩きだす。そのうちに、クラスメイトやらほかのクラス、学年の生徒たちがわらわらとモモの周りに集まってくる。


　けれど、


「私、先に行ってやっときたいことあるんだよねー」


　そう今いま谷たにが言った。早めに行って、すませておく用事があるらしい。が、そのワリにいつも通りの時間に通学路を歩いていたモモよりもうしろからやってきたのは、何な故ぜか？


「おもしろいこと思いついて、そしたら、テンション上がって、昨日きのうの夜眠れなくてさー。それがね、なんてゆうか──いやいやいや、こっから先はナイショ[image: ]」というのが理由。


「そうなんですか？」


　残念そうな表情になるモモ。猫かぶりでも、何ど処こかに本心がふくまれている。見つからないようにリュックにひそんでいるダニエルは、なんとなくそう感じた。


「名残なごりッバイ！」


　謎なぞの科白せりふを残し、少し弾むような駆かけ足あしで今谷はその場から離はなれてく。水たまりをよけ、ちいさくジャンプしたら、その向こうにもうひとつ水たまり。


　結局、パシャンと水面をローファーで打ってしまった。ハイソックスに水しぶきを跳はねさせて、ついでに、周囲の生徒たちにも水しぶきを飛び散らせてる。


「ご、ごめんなさいっ」


　と今谷は、ぺこぺこ周囲に頭をさげる。


　それでも何処か表情は華はなやかで、自分を見ていたモモに気がつくと、はずかしそうに手を振って、また、走りだした。よほど楽しいことを思いついたんだろう。


「でも、今度は、水たまりに突っこまないようにね」


　モモがそっとつぶやいた。すでに距きよ離りがある今谷には届くことのない、ひどく子供っぽいのにやけにオトナびた不思議な響きの声ウイスパーヴオイスで。


　止やまない雨に憂ゆう鬱うつそうな表情で通学路を行く生徒たちにも、聴きこえていない。それを聴いたのはすぐ傍そばにいた、リュックの中から顔をのぞかせたダニエルだけだった。





　　　　♪





　花はな園ぞの学園の生徒たちの波は、上流から下流へと流れるように、初等部、中等部、高等部などに枝分かれして、それぞれの校舎へと入っていく。


　モモ（とダニエル）も、その流れの中にあって、校門をくぐろうかというところだった。


　このところ回数の増えていた花園学園朝の恒こう例れい、生徒会と風紀委員会と生徒指し導どう部ぶによる『あいさつ合がつ戦せん』は、さすがに雨が降っていることもあり、両会も教師の姿もない。うるさすぎる声も聴きこえてこない平へい穏おんな朝の風景だ。


　そのせいか、モモのファンシーな傘かさを打つ雨粒の音がやけに大きく鳴る。


「平和だねぇ、まったく……」


　モモがつぶやく。


　それは、生徒会と風紀委員会や高圧的な生徒指導部の教師がいないという意味だったのかもしれない。でも、ダニエルには──この学園で今起こっていることを何も知らない、すべての人間たちに対する哀れみとも取れるような皮肉に聴こえた。


「気にしすぎかな……」


　ダニエルもつぶやいた。リュックの中でもぞもぞと動いて姿勢を変える。背を丸めてボール球みたくちいさくなった。


　心配なんだ。


　仕事上の成り行きとはいえ、これだけ長い時間接していると、多少の、何かしらの感情が湧わいてきている、この学園の生徒たちのこと。


　そして、それよりも何よりも、自分ダニエルの主人で、パートナーの──モモのこと。


　もともと、その傾向があった。というか、だからこそ、同じ〝死シニ神ガミ〟たちから、「変わり者」とディスられるワケだし。


「モモって、いつも人間に肩入れしすぎるんだよね……」


　それも今回は、この王オウ子ジ町、花園学園に留とどまっている時間が長くなってきている。ダニエルでさえが少しばかり感情移入があるくらいだ。日々、直じかで接しているモモは……。


「あとで、つらくなるのはモモなのに……」


　いつもそう。


　今回は特に……。


　もしかすると、この学園にやってきたときの、『放送室ジャック』や『征服宣言』などなどモモの数々のブッとんだ言動は、あえて、つらくならないためだったのかもしれない。


　──おかしな人物だと生徒たちや関係者に思わせるため。近づかない、近づかせない。


　けど、それもなんだかんだで、もう受け入れられてしまっているんだから。


「やっぱ、モモのお人ひと好よしなところって、隠しきれてないんだよねぇ」


「なんか言った？」


　不意に、モモがダニエルに訊きいた。


　ダニエルの心の声が、口から漏れてしまっていたらしい。でも、


「ううん、なんでもないよ」


　ダニエルは、リュックの中からそう返事をした。


「ふぅん、あっそ……っ」


　納得いかないが、でも、べつに興きよう味みなんかないから、とモモはそれ以上追及することなく、ただ、かわいらしく紅あかい唇を尖とがらせた。


　そんなモモの様よう子すは、いつもと変わらなく思えた。ダニエルは、少し安心した。


　が、平へい穏おんな空気が、一いつ瞬しゆん、








　───リン。








　張りつめた。


「……──ッ!?」


　丁ちよう度ど、校門に差しかかったところだった。


　身を硬くして、モモが足を止める。視し線せんや感覚を鋭するどくして、周囲を探る。あたりには、数百名の生徒たち。


「……なに、今の……」


　確たしかに、感覚に引っかかるモノがあった。


　けれど、ほんの一瞬だけで、モモはそれ以上何もつかむことができなかった。するりと手の中から抜けていった、というより薄うすまった。


　色の付いた水滴を大量の水の中に垂らしてみたところで、何も影えい響きようはないのと同じように。


　周囲の生徒たちに変化は見られない。感じられない。傘かさを差して、立ち止まるモモの横をすり抜けていく。


「……気のせい……？」


　フッ、とモモは強い緊きん張ちようを解いた。あっさりと警けい戒かいするのをやめるほど──気のせいにできるくらい、一瞬だけ感じたモノは、稀き薄はくだった。


　ダニエルも同じく、高めた緊張を一度解く。


　このところ、立てつづけにいろんな事こ件とがあったせいで、モモもダニエルも、少し過敏になっているのかもしれない。


　キキとレスターが、持ち主の〝意志〟を具現化する〝石〟＝〝幻魔ゲルマ〟を持っていたこと。


　此こ処ことは異なる世界からやってきた来訪者。その願ねがいを叶かなえるために、この世界の〝幻魔〟が必要だったようだ。


　今モモたちが捜査している『敵』ではないけれど、味方でもない。いずれはまた……。


　それから生徒たちが何ど処こからか手に入れた『願いを叶える石』のこともある。今のところ、それらはただの〝偽物イミテーシヨン〟で、なんら問題はなさそう。


　だが、イミテーションを生徒たちにバラまいていたのは、同じく学園の生徒。しかも、モモやダニエルの持つ本当の〝幻魔〟との相あい性しようが最悪の〝石〟を手にしていた。それは、モモの能力をひどく抑よく制せいした。


　そのバラまきの主犯格を倒すことはできたが、事件はそれで終わらなかった。


『願いを叶える石』を持っている生徒の割合がまた増えているよう。


　まだ、ほかに誰だれかが？


　黒くろ幕まくがいるのか？


　もし仮に、イミテーションに何かしらの意味があるとしても、その数が多すぎる。生徒ひとりひとりから、取り上げ破は壊かいするにしてもだ。


　それは、また、モモたちが後手を踏まされているという意味にもなりえる。


　これらが、モモとダニエルに、ずっと緊きん張ちよう感かんを持たせていた。完全に気の休まるときはなくなってきている。


　しかし、今のは、





　──気のせいだ。





　モモもダニエルもそう思い、モモは、また校舎に向かって歩きだした。


　そして、校門を通りすぎて数歩ほど進んだころには、さっきの感覚がやはり気のせいだったんだと確かく信しんできるほどに、いつもの学園のはじまりの風景に、モモは溶けこんでいった。


　気のせいか、雨あま脚あしが少し弱まったように感じた。


　そう。気のせいだ。


　そうだ。


　だから、校門からチラリと見えた時と計けい塔とうの文も字じ盤ばんが鏡かがみ写うつしのように、逆になっているのも、まあ、気のせいだろう。


　そこは、いつもの日常。


　繰くり返す日常。


　毎日が同じで、みんな、繰り返しに飽あき飽あきしている日常。


　だから、


　──ちょっとくらい変わっていてもいい。


　いつもの日常だから。


　気づかない。


　いつもの日常、過ぎて。


　気づけない。





　もう、そこは、誰だれかの手の中。





　　　　♪





　微かすかな闇やみ。


　よく見ると巨大な空間。


　ぽっかりと開いた穴。


　よく見ると巨大な闇。


　微かな光。


　呑のみこむ。


　よく見ると巨大な夜。


　分厚い雲が月と星の光を拒絶した。





　雨。





　公園。





　子供たちのための遊具に、子供たちの姿はない。


　代わりに、鉄の骨で組み上げられたジャングルジムに、ふわりと、影かげ。


　よく見ると、本来なら正方形を重ね上げたような形をしているはずのジャングルジムは、ぐにゃりと形を変えている。もこもこの羊ひつじのようなシルエット。


　その上に、ふわりと現れた影。


　頭部だけが羊の人型ラムズヘツドだ。


「おかしな形ですねぇ」


　腕組みでラムズヘッドが小さくうなる。


　すると、ふわふわと、


「知るかよ」


　もういっぴき、ラムズヘッドがいた。変形したジャングルジムの上。


「もしかすると、コレは、『ひつじ』ですかね？」


「コレが、羊ひつじだろうが、犬だろうが、猫だろうが、豚だろうが、牛だろうが、鳥だろうが、知ったことじゃない」


　ラムズヘッドは、ラムズヘッドに言った。


「そうですか。でも、コレひつじですよ。きっと。我われ々われを模もしているのかもしれませんよ」


　正解は見つかっている。ラムズヘッドはラムズヘッドに返した。


「だとしても、こんなことに〝チカラ〟を使ってなんの意味があるんだ」


　ラムズヘッドは、つまらなそうにふわふわと宙をたゆたう。


「いいんですよ、コレはこれで。〝チカラ〟は、しっかりと〝石〟の持ち主の〝意志〟を反映している。イコール──」


　ラムズヘッドは、ふわりと、変形したジャングルジムの上に浮かぶ。


「──今回の実じつ験けんも順じゆん調ちようそのものです。〝チカラ〟も〝意志〟も、あとは、我々が思うほうに向かうはずです」


「そう、なるのか？」


「なるでしょう」


「なら、早くしろ」


「はい、やっています。そう、すでに〝スイッチ〟は押されました」


「なるほど。これも〝マザー〟の導みちびきか……」


　ラムズヘッドとラムズヘッドは、ふわり、ふわふわと浮かび、ゆらり、ゆらゆらと闇やみの中を行き交う。


　まるで、ヒモで繫つながったマリオネットのよう。


「マザーによると、〝アレ〟も動きはじめているらしいな」


「そのようですね。──〝蒼そう空くうのホーリィグレイル〟。我々の中でも特異な存在とされるその〝チカラ〟をようやく見ることができるかもしれません」


　ラムズヘッドは、ふわりふわりと、闇に踊おどる。


「やけに楽しそうだな」


　と、ラムズヘッドが訊たずねる。


「あなたは、楽しくないのですか？」


　と、ラムズヘッドが訊きき返した。


「楽しいさ。でも、まだまだだな……」


「まだまだですか？」


「ああ、まだまだだ」


「なるほど」


　ラムズヘッドが、ぽむっ、と手を、蹄ひづめを打つ。


　ポン、と闇やみがひとつはじけて、また、闇が生まれた。


　そこに、ぼんやりと空間を切り取った映像が流れはじめる。学校のようだ。


　映っているのは、ひとりの女子生徒。


　リボンや上うわ履ばきの色で、高等部の一年生だと判わかる。近くの学園の生徒だ。


「さあ、では、実じつ験けんスタートです」


　ラムズヘッドが、映像に向かっていく。


「……さっき、スイッチは押したとか言ってなかったか？」


　めざとく、ラムズヘッドが矛む盾じゆんを追及した。


「じゃあ、スイッチを。ぽちっと」


　ラムズヘッドが、空間を押す動作をする。


「いい加減なやつだな」


　くっくっくっく。愉ゆ快かいそうにラムズヘッドは笑った。闇に、声が鳴って、反響乱エコーする。


　──ディレイ。


　写して、消える。


　ディレイ。


　写して、繰くり返して、映す。


　ディレイ。


　さっき、少女がひとり、通りすぎていった。


　笑いながら、唄うたいながら。


　透とおり過ぎて逝イった。





　　　　♪





　一年桜さくら組の教室に入って、いつものように、クラスメイトたちとあいさつを交わした。


　モモは、ドカッとリュックを床ゆかに置くと、窓側の一番うしろの席に着く。リュックの中のダニエルは、自分の超情報端末デバイスを開いて、花はな園ぞの学園のホストコンピューターにアクセスしはじめた。学園の状態や校内の様よう子すを把は握あくするためだ。


　いつものようにモモは何気なく窓の外を眺める。雨がしとしと。雨あま脚あしが弱くなっているような気がする。


　いつものように、前の席にはあいかわらず、散ざん切ぎりボブで古い携けい帯たいゲーム機きをやっている那ナ由ユ多タソラが……、


　いない。


　そういえば、いつも、予よ鈴れいギリギリでやってくるんだった。それも、いつもどおりか。


　予鈴が鳴って間もなく、「ホームルームはじめるぞー」と担任の教師が教室に入ってくる。ふと、窓の外から視し線せんを変えれば、いつの間にか、いつも通りに、那ナ由ユ多タソラが席に着いて、手もとのゲーム機きに視線を落としていた。それから、いつものように、学園生活がはじまった。


　そして、いつものように、モモは授業に集中することなく、退屈そうに窓の外を眺めたり、時々、リュックの中のダニエルをからかったりした。


　教師が左手で黒板を鳴らすチョークの音や、生徒の多くが左手でノートに走らせるペンの音。それらがオーケストレーションで奏かなでられる。暇ひまと退屈。窓の外は、雨。あいかわらず。


　それでも気のせいか、雨あま脚あしが弱まってきているようだ。


　午後になると、途切れることなく降っていた雨は、完全にやんで、恐ろしいくらいの蒼あおい空が広がっていた。


「ずわー！　晴れたーっ！」


　やけにテンションの高い声で雄お叫たけんだのは、クラスメイトの今いま谷たにだ。大おお股また開きで両腕を突き上げ、太陽にバンザイしている。


　よほど快晴になったのがうれしかったのか、


「ま・じ・で！　ひっさびさ、外で体育じゃん！」


　言われてもいないのに一番に乗りこんだグラウンドを走りはじめ、さらに、ソフトボールの準備をはじめた。


「モモちゃーん、手伝ってぇ[image: ][image: ]っ！」


　今谷がぶんぶん左手を振って、モモを呼ぶ。


「はーい」


　とモモもてけてけ駆かけてグローブやらバッドが入ったカゴを運ぶのを手伝う。


　ほかの生徒たちも今谷やモモにつづいて、体育の授業の、ソフトボールの用意をする。


　みんなも久々の太陽の下で身体からだを動かすのがうれしいのか、それぞれに笑えみを浮かべている。


「今日きようは、久々に晴れたしな、思いっきり楽しんでやってね」


　と女体育教師のかけ声とほぼ同時に、今谷をはじめとする女子生徒たちがグランドに散っていく。モモは、当然のようにベンチへ。


　が、


「──モモちゃん！　いきなりサボリ!?」


　今谷たちクラスメイトから、これも当然のようにツッコミが入る。


「そりゃそうだよ、モモ……」


　モモの眼鏡めがねから、ダニエルのため息まじりの声が聴きこえた。教室にいるダニエルは、モモの、ハートのワンポイントが付いたアンダーリムの眼鏡型超情報端末メガネドデバイスを通した映像を自分のデバイスで受信している。モモの見ているそのままダニエルが見ている映像だ。だから、モモの表情は見ることができなかったけど、なんだか楽しそうにしている様よう子すは伝わってきた。


　まるで、平和な学園生活を送るごく普通の、女の子のような。


　それが、モモにとっていいことなのか、悪いことなのかは、このときダニエルには判わからなかった。ただ、今は、はしゃいでいる女の子たちの中に混じっているモモは、普通の女の子に見える。それは、本当だ。


　けど、まあ──


「アチョ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」


　奇声とともに放たれたボールが、左打席に入ったクラスメイトの胸もとをえぐるように浮き上がり、キャッチャーをやっていた子のミットを吹っ飛ばし、上空かなたへ消えていった。


「…………あれ？」


　ピッチャーマウンドのモモの球は、ジョシコーセーの投げる球じゃない。体感速度スペースシャトル級だった。


「……やりすぎ……」


　教室のデバイスの前で、ダニエルは、ちいさな身体からだで比重の大きな頭をもたげて、ぐったりとなった。


　そういえば、そうだった。


　普通にしてれば、普通以上に（尋じん常じようじゃないくらい）かわいいのに、モモは全然、普通じゃなかったんだった。


「あれれ？」


　今ひとつ判わかってないのは、モモだけ。


　ザ・天然。


　でも、みんなは、笑っていた。


　目の前でとんでもないことが起きたが、


「まあ、モモちゃん（咲サヶカ本モトさん）だから」


　ということで納得。


　そんなことはいいんだ。


　だって、こんなにも素す敵てきな、蒼あおい空。誰だれかが、雨の憂ゆう鬱うつに負けそうになっているみんなにプレゼントしてくれたような晴天。


　久しぶりの野外での体育、ソフトボールは、みんなを笑え顔がおにした。運動が得意な子も不得意な子もいっしょになって、はしゃぐ。


　気のせいか、みんな、いつもよりもハイテンションだ。頭のネジが一本外はずれてしまったかのよう。異常にハイテンション。


　そんな中でも、時間は、ゆったりと過ぎていく。


　楽しい、楽しい、楽しい、時間。


　ゆるい、ゆるい、ゆるい、時間。


　まるで、夢のような時間。


　それでも、みんな、楽しんでいた。


　心の底から、楽しんでいた。





　──たとえ、それが誰だれかによって演出されていたことだったとしても。





　その時間は、本当に楽しかった。


　噓うそじゃないと思えた。


　たとえ、それが噓だったとしても。





　　　　♪





　時刻は、正午を過ぎていた。


　窓側の一番うしろの席で、モモはあいかわらずぼんやりと外を眺めている。


　外は、晴れている。


　そうか、もう夏だから。


　納得して、黒板をちらりと見た。


　政せい経けいの教師が、右手に持った授業用ノートに視し線せんを落として、


「え……っと、えー……」


　チョークを持った左手を宙に浮かせたまま、うなっていた。次に何を言うべきかド忘れしたらしい。何のためのノートだか。


　視線をズラす。


　黒板の上にある時と計けい。午後二時三十五分。さっきから時間が進んでいないようで、もどかしい。ああ、退屈。


　視線を変える。


　目の前の席に座っている生徒の姿はない。


「休みか……」


　誰だれだっけ？　まあ、いいか。


　ああ、暇ひまだなぁ。


　ああ、退屈。


　なんかおもしろいことないかなぁ。


　困んないくらいで、おもろいことがいいなぁ。


　モモは机にアゴ肘ひじついて、悩ましげなため息でも吐き出しそうな艶つやっぽい表情で、また窓の外を眺める。


　と、


「…………雪か……」


　そうか、もう夏だから。


「……雪ねぇ……」


　夏だもんね。


　いつものことだ。


「……………………雪かぁ……」


　いつものことだから、気にもならない。


　寒いもんなぁ。


　いや、暑いっつの。


「……はい？」


　ようやく、と言っていい。


　ようやく気がついた。


　気のせいじゃない。


　気のせいなんかじゃなかった。


　今け朝さの、微かすかな違和感。


　すぐに消えてしまって、気のせいだと思った。


　違う。


　ぜんぜん違う。


　消えたんじゃない。


　ずっと違和感はつづいていたんだ。


　ただ、周囲の全部が全部、違和感になっていたせいで、気づかなくなっていただけ。


　違和感は違和感の中に埋もれてしまった。


　だって、今は夏。


　あれだけ降っていた雨は止やんで、いきなり、


「…………──雪かよッ……!!」


　思わず、モモは大きな瞳めをさらに大きく見開いて、叫んだ。


　立ち上がったイキオイで、椅い子すに膝ひざ裏うらが当たる。ガギッ、と奇妙な音を立ててうしろに倒れたが、無む造ぞう作さに置いてあったリュックのおかげで床ゆかに叩たたきつけられることはなかった。


「…………雪！」


　教室中のクラスメイトの視し線せんがモモに向けられていたが、かまわずモモは、窓の外を指さして言った。


　しかし、


「まったく、モモちゃんたら」


「ほんと、かわいいのにおもしろいよねぇ、咲サヶカ本モトさんって」


「はいはい。判わかったから、咲サヶカ本モトさん、座って」


　クラスメイトも政せい経けいの教師もおかしそうに笑うだけで、モモの様よう子すを〝いつもの〟と納得して、みんな授業に戻ってしまった。


「……なんで……!?」


　みんな、おかしく思わない。


　おかしく思われたのは、モモのほう。


「……でも、やっぱ雪降ってるし！　今、夏じゃん！　いや、梅つ雨ゆか！　──んなの、どうでもいいわ！」


　違和感だらけだ。


「な、なに、なに？　どうしたの、モモ？」


　リュックの中から、こっそりとダニエルが顔をのぞかせる。


「外、見て……！　てか、何出てきてんの、ダニエルっ!?」


「へえ？」


　ダニエルは、判ってない様子で首をかしげる。


「ほかの子たちに見つかるじゃん！」


　モモは、ダニエルにだけ聴きこえるような小声でツッコむ。


　が、


　ハッと気がついた。


　ものっそい違和感に……！


「あたしがツッコんでるんだけど!?」


「ふぇ？」


　ますます首をかしげるダニエル。


「なに、ふにゃふにゃしてんだよ、かわいくすんな！　逆んなってんぞ！」


　モモは小声で怒ど鳴なった。そのまま、ふにゃってなんだかかわいらしくなってるダニエルをリュックの中に押しこんだ。


「どうなってんの……？」


　モモは椅い子すを直し、腰を下ろすと、じっくりと教室の様子を見渡した。


　今いま谷たにと目が合うと、「なにやってんの、モモちゃん。ちょーおもろいんだけど！」と唇が動いていた。楽しそうに、声を殺して笑う。


「あはは……っ」


　モモは、猫かぶりで照れ笑いを浮かべて見せた。しかし、すでに感覚をそこら中に張はり巡めぐらせて、〝違和感〟の正体をさぐりはじめていた。


　みんな、奇お妙かしい。


　ダニエルも珍お妙かしい。


　モモも今さっきまでそれに気づいていなかった。


「もしかすると……」


　モモは、眼鏡型超情報端末メガネドデバイスをアイセンサーでコントロールし、外部の、自室にあるもうひとつのデバイスにアクセスを試みた。


　だが、反応は途切れないものの、通信は繫つながらないまま、何ど処こかを彷徨さまよっている。


「やっぱり、ダメか……」


　予想通りだった。悪いほうの意味で。


　つまりは、


「ここはもう、敵か、誰だれかの〝領域エリア〟の中に入ってしまってる、ってことか……っ」


　だとしたら、いつだ？


　いつの間に？


　最初の違和感は、あのとき。


　朝、校門のところだ。


　でも、あれは気のせい……。


「気のせいじゃなかったとしたら……」


　デバイスの通信をオフにして、ひとつ息を吐いた。気持ちを落ち着かせる。


　モモは、眼鏡めがねの向こう側の景け色しきに目を向けた。


「……んん……？」


　また、違和感。


　ひとつ。ふたつ。みっつ。よっつ。いつつ。むっつ。ななつ。やっつ。ここのつ……。どんどん、違和感が増えていく。大きくなっていく。


「………………マジでか……!?」


　判わかった。


　もう、最初からそうだったんだ。


　この教室自体。すでに、違和感だらけ。


「みんな、逆になってる……」


　まるで、鏡かがみに映したように、教室の中は真ま逆ぎやくだった。


　黒板に書かれた文字は、右から左へ流れ、文字も逆を向いている。


　教師も生徒も、右利きのはずの者は全員、左にペンを持っている。左利きはその逆。


　教室の位置関係も逆。


　本来なら黒板に向かって、左が窓側で、右が廊下側のはず。だが、モモが座っている窓側が今は、右にある。


　おそらくこの教室だけがそうなっているワケじゃない。学園全体がそうなっているんだ。


　体育のときも──ソフトボールも、普通なら右投げ右打ちの子も、左投げ左打ちだった。


「鏡かがみの中の世界ってか……っ」


　モモもその中にいたから、気づけなかった。それが当たり前だと。いつものことだと思いこんでいた。


「つーか、思いこまされていたってゆうかね」


　それで、気づくのに時間がかかってしまったと仮定してみる。


　ピンときた。


「……こないだの、フェンシング部の野郎と同じタイプの〝幻邪魔モスフエツト〟とかいうやつの仕し業わざか……」


　モモの感覚にも引っかからず、〝幻魔ゲルマ〟も反応しなかった。


　もし、仮に、いや、おそらく、そうだろう。


　すでに、ここが、学園全体がモスフェットとかいうやつによって創つくられた空間だとしたら、この『鏡の世界』状態は、〝敵〟の仕し業わざだ。


　そして、モモの〝幻魔〟は影えい響きようを受けて、かなり能力が低下している。だから、なかなか気付けなかった。


「やっべーな、早いとこ〝石〟の持ち主を見つけないと……」


　モモは、再び感覚を研とぎ澄すませた。


　今は、空間すべてが鏡に写したように、〝違和感〟の塊かたまりになっている。


　違和感の中にある、違和感。


　それがきっと──正解だ。


　それを見つけるんだ。


　右が左に、左が右に。


　上は上のまま、下は下のまま。


　鏡に映る世界。あべこべの世界。


　これに何の意味がある？


　何のため？


　左が右に、右が左に。


「……え……？」


　と、モモは驚おどろいた。


　見つかった。


　見つけてしまった。


　ひどく簡かん単たんに、捜していた『違和感の中の違和感』が見つかってしまったんだ。


　クラスメイトの中に、それは──いた。


「……噓うそ……」


　モモは、ちいさく声を漏らした。





　　　　♪





　違和感を違和感だと意い識しきすると、途と端たんに違和感バリバリだった。


　さっきまでできていたことにも一苦労する。


　ドアを開けるのも逆になっているので、いつもなら意識せずに右手を差し出して、サッとやってスーッと開いていたが。今は、


「ぬあ……っ！」


　右手を出したところにノブも何もなく、コツンと地味に、ドアに手を打ち付けてしまった。あげく、


「ぐほ……っ！」


　ドアにおでこをゴぉぅツンとブツけてしまった。ドアが開くはずだと思いこんで、そのまま踏みこんだ。が、逆になっている。カラぶった。


　いつもなら、ドアなんて小指で突き破るくらい難むずかしくないモモだから、痛くもかゆくもない。しかし、やっぱり此こ処こは〝敵〟の〝幻邪魔モスフエツト〟で創つくられた空間の中。モモの能力はいちじるしく低下している。地味に、おでこがひりひりした。


「でた天然」というツッコミに代わる、無言のクラスメイトの視し線せんもこっぱずかしい。


　いつもなら、猫かぶりの状態で、たいがい〝計算〟だ。けれど、今のは素すでおでこを痛打イタタタ。


「うへぇー……」


　違和感だらけに、モモは眩暈めまいを覚えながら教室の外に出た。


　花はな園ぞの学園は、放ほう課か後ごになっていた。廊下には、これから帰宅する者、部活に行く者、わらわらと生徒たちで溢あふれている。


　その中の誰だれひとりとして、窓の外の、夏の雪に驚おどろかない。当然のように、降りつもった雪を丸めて、投げて遊んでいる生徒もいるくらいだ。


　敵に空間を支配されている状態で、ほとんどデバイスが役に立たないため、モモは、自分の足で学園の中をめぐることにした。


　敵の目的を少しでも把は握あくしていくこと、生徒たちに出ている影えい響きようなどを確かく認にんするためだ。


「……左右が逆なのと、みんなテンション高いくらいだね。影響っていえば。あと、ボクを見ても何にも思ってない」


　堂どう々どうと校内を、モモの傍かたわらを歩くダニエルが言う。


　ダニエルは、さっきモモが『闘とう魂こん注入』したので、ふにゃふにゃしてない。頰ほおがヒリヒリしているくらいで、意識はシャキッとなっている。


「なんの意味があるんだろう、コレ……」


　自分たちが置かれた状況を把握したダニエルもモモと同じく、〝敵〟の真意にたどり着けずに、首をひねる。


　なにしろ、まったく『敵意』が感じられない。


　以前、〝幻邪魔モスフエツト〟を持っていたフェンシング部部長の生み出した空間に取りこまれたときは瞬しゆん間かん的てきに、敵意、殺気をビリビリ感じた。


　それが、ない。


　モモを狙ねらっているワケでもないようだ。


「あたしが、この鏡かがみの世界に取りこまれていることに気づかないうちに、どうとでもきただろうしね」


　敵の狙いは、モモじゃない？


　だとすると、もうひとつの、存在。


「……あっちは……なんともないみたい」


　モモはこっそりとある部へ屋やのドアの隙すき間まから中をのぞきこんでいた。


　そこには、あいかわらず、ふわふわした花はな園ぞの学園の姫こと、キキ・デイジーロックと、花園学園の王子こと、実はキキの執しつ事じの、レスター・ポルファスがいた。


　風紀委員室だ。ふたりの様よう子すに変化はない。モモやダニエルと同じように、〝幻魔ゲルマ〟の抑よく制せいを受けているだろうが、それにも気づいていないらしい。ほかの風紀委員たちと会話をしたりと普通にいつもの学園生活をつづけていた。


　敵の攻こう撃げきを受けている様子はなさそうだ。


「よかった。キキちゃん無事か……。ついでにあの執事も……」


　キキには熱あつい愛まな差ざしを、レスターには冷たい視し線せんを送ってから、モモは、風紀委員室をあとにした。


　一いつ瞬しゆん、モモは、考えた。


　キキとレスターがこのまま気づかない、いや、自分たちがやろうとしていることを忘れて、普通の学生として生きることができるなら、と。


　だが、それをふたりは望んでいない。自分自身や意志を犠ぎ牲せいにしてでもやりとげたいことがある。モモはそれを知ってしまった。だからこそ、ふたりを気にしているし、できることなら、これ以上ふたりと戦うこともしたくない。


　でも、モモは──死シニ神ガミだ。


　それに、やらなきゃならないことがある。


　モモは、心の中でだけ、大きく首を左右に振った。甘い考えは捨てなきゃ……。


　思考を今目の前にある問題に集中させる。


「……気づいてない……気づかない……気づかせないか……」


　歩きながらつぶやく。


「ますます判わからないね……」


　ダニエルが言うが、モモは答えなかった。


　沈ちん黙もくしたまま歩くその足どりには迷いがない。目的地があるようだ。


　ダニエルもそれ以上は何も口にすることなく、モモのあとにつづいた。


　モモが向かっていたのは、いつもたまり場にしている校舎の屋おく上じようだった。


　ガチャン、といつものように立ち入り禁止の札ふだを無視して屋上に出る。誰だれもいない。いるとしたら、あの散ざん切ぎりボブのクラスメイトくらいだが、今日きようは、姿がない。


　敵の空間の中にいるせいか、朝から──那ナ由ユ多タソラの姿がなかったことを何とも思っていなかった。


　たまたま休みだったんだろうか。巻きこまれなかったのは、彼女にとって幸いだったかもしれない。


　モモは、心の何ど処こかでいつも那由多ソラの存在を気にしていた。それなのに、敵の空間に取りこまれていたとはいえ、彼女の存在を忘れ去っていた自分が哀かなしかった。


　モモは、『忘れる』ということの意味を知っているつもりだ。


　モモの〝チカラ〟は、『奪うばう』ことだから。


　そのひとから、時間や想おもい出でや、何もかもを奪う。時には、そのひとから、生きる意味さえも奪ってしまう。


　奪ったあとには、代わりに哀しみが生まれる。


　それを抱えて、モモは前へ進みつづけきた。


　──やらなきゃならないことがある。


　──願ねがいを叶かなえるために。


　想いは強い。


　だが、モモは変わってきている。ここへ、花はな園ぞの学園での生活を通して、変わってきている。キキやレスター、クラスメイトやほかの生徒たち、少しずつ感情が流れていた。


　だからこそ、モモの心は、揺れていた。


　モモの心は、震ふるえていた。怯おびえていた。哀しんでいた。怖がっていた。





〝敵〟は、モモの近くにいた人物だ。





　そして、やがて、──此こ処こへやってくる。


　モモが教室を出る前に、


「あとで、ちょっと話したいことがある」


　と伝えておいた。此処にきてほしいと。


　信じたくなかったが、鏡かがみ写うつしの世界の中ということが、逆にそれを証明している。


　可能性としては、キキとレスターもあったが、それもない。そうなると、やはり──


　クラスメイトたち。


　その中で、ただひとり──


　モモは、黒目がちな瞳ひとみが哀かなしい色に変わる。


「……モモ……」


　その横顔が今にも泣きだしそうで、でも、ダニエルは、声を呑のみこんだ。


　ダニエルは、モモから〝敵〟の正体を訊きいてなかった。教えてくれなかった。あえて、モモがそうしているのなら、訊く必要はない。


「ボクはモモの仕え魔パートナーなんだ」


　心から信頼している。信用している。信じている。どんなことがあってもモモを助けるんだ。


　時刻は、黄昏たそがれをとっくに過ぎていた。


　なのに、まだ空は暮れなずんでいる。


　蒼あおと紫むらさきと茜あかね色いろのグラデーション。


　夏の空に、降りつもる純白の雪。


「綺き麗れい……」


　モモはつぶやいた。


　屋おく上じようから見た風景は、世界が燃もえる終わりの景け色しきに見えた。


　ひどく美しかった。


「これが、あなたの望む世界？」


　もう一度、モモがつぶやいた。が、それは、やってきた──その人物に向けられていた。


　屋上の鉄のドアが、ぎぎぎぃぃぃ、と錆さびた雑音を鳴らし、開く。隙すき間まから身体からだを滑すべりこませるようにして、その人物はやってきた。


　そう、それは、よく見知った──


「部活が長引いちゃって、遅くなってごめんね。モモちゃん」


　親しげに、モモの名前を呼ぶ。


　その声、ダニエルもよく知っている。


「そんな……まさか……」


　ダニエルは、大きな黄おう金ごん色いろの瞳ひとみを何度も、まばたきする。


　モモは哀しい色の瞳めで、夕焼けの色を制服に染うつしたその人物を見つめる。


「用って、なに？　告白？　なんちゃって」


　その人物は、やけにハイテンションに言って、楽しそうに笑った。


　けれど、モモは哀しい瞳のまま、


「ううん。訊きたいことがあったの」


　そう言った。


「訊きたいこと？」


　その人物は、まだ楽しそうに訊きき返してくる。


　モモは、薄うす紅べに色いろの唇をゆっくりと開いた。


「あなたが持っている〝石〟。何ど処こで、誰だれから手に入れたの？」


　近づいていた、その人物──今いま谷たには、にっこりと微笑ほほえんだ。





　　　　♪





「どうして、判わかったの？　私がやったって」


　今谷が笑えみを浮かべ、首をかしげた。


「この世界は、というか、花はな園ぞの学園は、あなたが創つくりだした空間に支配されてる。『情報』を書き換えられているんだろうけど、逆になった、鏡かがみに写したようになってる状態」


　学園中の、人、物、全部が鏡写しになっていた。右は左に、左は右に。上下は同じ。


　モモがそれに気づいたのは、実に簡かん単たんなことだった。


　クラスメイトの中で、ひとりだけ、以前と同じままの人物がいたからだ。


「今谷さんて、もともと左利きでしょ？　みんな左右が逆になってるのに、今谷さんだけが、左のままだった」


　理由も簡単だ。


　今谷が創つくりだした空間──鏡の中にいるひとを、そこにある物を、鏡の外から見ていた人物。


　それが、今谷だった。


　すべて逆なのに、たったひとりだけ、いつもと同じ。


「そっか。バレちゃったねー」


　今谷は、かくれんぼをしていて鬼に見つかってしまった子供みたく、バツの悪い苦にが笑わらいを浮かべた。


　だが、すぐに、


「楽しくなかった？」


　そう、満面に笑みを浮かべ、


「おもしろくない？」


　ケタケタと笑う。本当に楽しんでいる表情だった。その逆に、モモの表情はますます曇くもっていった。


「今谷さん。こっちに〝石〟を渡して。学園を元に戻さないと」


　モモは真まっ直すぐに今谷を見る。


「そっかぁ。モモちゃんかぁ」


　としかし、モモの言葉に耳を傾けることなく、今谷は、くすくすと笑いはじめた。その手に、光を吸いこむ闇やみ色いろのちいさな〝石〟がにぎられていた。


「コレをくれたひとたちが言ってたの。いずれそういうことを訊きくヤツが現れる。そんで、そいつが〝敵〟だって。私の『楽しい』を奪うばいにくるんだって。それでこういう鏡かがみの世界を考えたんだよねぇ。楽しくておもしろかったら、敵だっていっしょに遊んじゃうんじゃないかってさぁ」


　今いま谷たには、ケタケタと笑う。ふざけているように聞こえるが、ふざけているワケじゃない。


「今谷さん、お願ねがい。〝石〟を渡して」


　モモは透すき通りそうに白く花きや車しやな腕を前に出した。今谷がにぎる〝石〟に手を伸ばす。


　が、


「あーげないっ♪」


　その手がするりとかわして、今谷は、スキップでもするみたいに跳はねてあとずさる。


「今谷さん……」


　モモは名前を呼ぶ。


　朝、今谷が言っていた『思いついたこと』というのが、コレだったんだ。こんなでたらめな世界を創つくることが。


「ダメー。だって、これがないと、楽しくなくなっちゃうもん」


　ペロリと舌を出して、あっかんべーをする今谷。すると、


「──……まさか……っ！」


　モモは今谷のその瞳めを見て、愕がく然ぜんとした。


　正気を失っている。


　それを決定づけるように、


「……ダメだ……」


　ダニエルが、漏らした。


　機き能のうが限られている中で、必死にデバイスを操そう作さしてかき集めた情報データ。それは、今谷の『心』と〝石〟の〝意志〟が深く結びついていることを示すモノだった。


「完全に心が侵食されている……っ」


　ため息に混じって言葉がこぼれ落ちた。


「あははは、おっかし。モモちゃんも、そのしゃべる黒猫ちゃんも、ヘンな顔ー」


　お腹なかを抱えて、手を叩たたいて、大おお袈げ裟さに今谷は笑った。心底楽しそうに。


「こんな楽しいことないじゃん。モモちゃんって、〝死シニ神ガミ〟ってゆうんでしょ？　変身できるんだっけ？　変身、してよ。──遊ぼっ[image: ]」


　今谷が手にした〝石〟が、光を吸いこんだ。


　フェンシング部部長のときとは違い形が変わらない。そのままの石だ。しかし、形は関係なかった。


　問題は、石それにインプットされた〝意志〟と、それに影えい響きようを受けてしまった彼女の心だ。


「ねえ、遊ぼうよ。モモちゃん」


　狂喜に今いま谷たにが笑う。


　ゆらりとゆれて、……違う。


　揺れたのはモモの視界だ。身体からだが強い衝しよう撃げきに吹っ飛ばされていた。


「──モモッ!!」


　ダニエルが悲鳴のような叫び声を上げる。


　その瞬しゆん間かんに、モモの身体はその場から、数メートル先にある貯水タンクの壁かべにめりこんでいた。


「ゥグ……っ！」


　衝撃で崩れたコンクリートといっしょに、めりこんだ箇所からモモが、はがれ落ちていく。


「おまえっ！」


　ダニエルが今谷に飛びかかろうとしたが、


「ぐっ！」


　勝手に身体が吹っ飛んで、次の瞬間には、数メートル先の地面を転がって、気を失った。


　今谷は何もしてない。


　いや。


　直接攻こう撃げきを仕掛けているのではなく、支配した空間に故意に歪ひずみを生じさせている。そして、空間が元に戻ろうとする反動で、モモもダニエルも吹き飛ばされた。


「──ゲルマドライブ……っ」


　モモがつぶやく。


　光があたりを包みこみ、まるで白く淡あわい花が咲いたようだった。


　そこには、真っ白い光をまとった──死シニ神ガミが立っていた。


「わぉ、すっご！　てか、モモちゃん、ほんと綺き麗れい[image: ][image: ]っ」


　パチパチ、今谷が拍手する。


　フェンシング部部長のときのように、モモを見下しているワケじゃない。


　楽しんでいるんだ。


　そうだ。


　今谷は、〝石〟の〝意志〟で、その心に溜ためこまれた『欲望』を超大に増幅させられていた。


　しかも、もう止められないほどに暴ぼう走そうしている。楽しいということに貪どん欲よくにチカラを注ぐように。


「──こんな、世界……おもしろくないよ」


　真っ白い死神、モモはゆっくりと今谷に歩みよっていく。


「えー。だって、いつも同じだとつまんないじゃん？　モモちゃんもそう思ってたはずでしょ？」


　今いま谷たにはケロリと言った。


「違う……っ、──グッ！」


　言葉を口にした瞬しゆん間かん、また、モモの身体からだは吹っ飛ばされていた。


　気を失っているダニエルの傍そばに落下して、コンクリートの地面に身体を叩たたきつけられた。


〝幻魔ゲルマ〟のチカラを解放していても、空間は今谷に掌しよう握あくされてしまっている。モモのチカラは、半分以下に押さえこまれていた。


　それでも、本当なら、今谷に十分に対抗できるはずだった。


　今谷には、──敵意も殺意もない。


　モモとじゃれついて、楽しんでいるだけだった。これは、遊びだ。ただ、超大に膨ふくらんだ欲望のせいで自じ我がを失ってしまっているだけ。


　だが、それが最悪なことになりかねない危険性を含んでいた。


　空間を操そう作さして、今谷がモモを何度も何度も何度も、壁かべや地面に叩きつける。


　そのたび、モモの花きや車しやな身体は、ぎしぎしと軋きしんだ。


　それでも、モモが細い指に絡め持った鈍にび色いろのカマを使うことはなかった。反はん撃げきに出ない。


　真っ直ぐに前を、その目を見て、


「今谷さん……」


　名前を呼ぶだけだった。モモの瞳ひとみは哀あい色いろに染まる。


　何度目か、モモの身体が浮き上がり、地面に叩きつけられた。


「……も、モモっ、どうして反撃しないの……」


　ダニエルが意い識しきを取り戻した。身体中に痛みが走るが、すぐに立ち上がる。


「この空間とあの人間のシンクロを少しでも引ひき離はなせれば……！」


　全身真っ黒なのに尖せん端たんが小指の先ほど白くなったしっぽを、赫あかい首くび輪わの大おお袈げ裟さな鈴に触れさせた。りりりん、と唄うたうように鈴が鳴る。


「ゲルマドライブっ」


　と、ダニエルの身体の周囲をめぐるように、扇状にキーボードが広がった。それらを高速で操作し、少しでも今谷の心とこの空間のシンクロを引き離せないかを試みる。


　空間に隙すき間まか何かあれば……そこから情報を書き換えて、鏡かがみ写うつしの空間が、この状態を保てなくなるようにできるかもしれない。


「──ダニエル……ダメっ……」


　としかし、アスファルトから立ち上がり、モモが言った。


「なんで……!?」


　どうして止めるのか。そんなにボロボロにされて、反撃もせずに。だが、ダニエルにはその言葉の意味がすぐに理解できた。


　モモは、反撃できないんじゃなくて、しないんだ。──したくない。


　相手が、今いま谷たにだから。


　そして、


「世界は、変わったほうがいいの」


　今谷が、誰だれかに吹きこまれたような科白せりふを吐く。あのフェンシング部部長も同じようなことを口にしていた。


　今谷は、〝石〟のチカラによって──ただ、『欲望』を超大に増幅させられているだけだった。だからこそ、敵意も殺意もない。


　楽しいこと、楽しいと思えることをやっているだけ。欲望の暴ぼう走そう。


　それを妨さまたげようとする、モモは、敵。排除しなくては、邪じや魔まになる。


　危険なのは、そこからだ。


　だけど、モモは反はん撃げきができないでいる。


　モモの〝チカラ〟は──奪うばうこと。


　今谷を助けるには、『欲望』を奪わなくてはならない。このままでは、おそらく、学園の生徒たちもずっとこの鏡かがみの中の世界に捕らわれることになってしまう。


　助けなくては。


　しかし、


「……この〝石〟なんだ……？　こないだのフェンシング男と違う!?」


　ダニエルが〝幻魔ゲルマ〟の能力を抑よく制せいされながらも、相手の分析を試みた。フェンシング部部長が持っていたモノとまた違った反応がある。


〝石〟の〝意志〟が完全に、今谷の心を乗っ取って支配しているようだった。つまり、


「あの人間の意志はすでになくて……これって！　……──狂鳴現象ハウリング……っ」


　それも、第三者の手によって、〝石〟にそうなるような〝意志〟が仕組まれていたんだ。


　これじゃもう、手遅れだ。


　モモは気づいていたから、反撃できなかった。しなかった。


　今谷の欲望は、〝石〟の〝意志〟に直結している。


「いつもと同じじゃない。って、こんなに楽しいんだねぇ、モモちゃんっ[image: ]」


　狂イった目をしながら、今谷は壊こわれたようにケタケタと笑う。


「この人間の欲望がつきるまで、みんな鏡の中に閉じこめられる……」


　ダニエルは、モモに言った。きっと、モモも判わかっている。だから躊ちゆう躇ちよしている。それでも……。たくさんの『命』を守らなくてはならない。そのためには、ひとつの命を犠ぎ牲せいにしてもだ。それが、死シニ神ガミが死神と呼ばれる理由のひとつ。


「今谷はもう、助けられない……」


　ダニエルが、言った。





　　　　♪





　今谷の欲望がつきるまで、この鏡かがみの世界はつづくだろう。


　しかし、欲望には際限がない。つきることがないのが、欲望。


　だったら、終わらせるためには〝石〟を奪うばえばいい。


　違う。


　これは、そんな単純な問題じゃなかった。


　今いま谷たにの〝欲望〟は、〝石〟の〝意志〟によって超大化され、暴ぼう走そうしている。今谷を動かしているのは、件くだんの欲望だ。


　欲望は、人間が生きることに直接関係している。食欲や睡すい眠みん欲よくや物欲や性欲など。それらが失なくなってしまえば、生きられない。生きる欲望すらも失くしてしまう可能性があるからだ。


　生きるのをやめてしまうことになる。


　これは、今谷だけじゃない。人間すべてにあてはまる。


「クソ……ッ！」


　モモは、今谷に〝石〟を渡したヤツを呪のろいたくなった。


　今谷から〝石〟を奪えば同時に、〝欲望〟も奪うことになる。それは、今谷から生きる欲望もいっしょに奪うという意味だ。


　モモは躊ちゆう躇ちよしていた。


　今のモモは、学園の生徒たちに何らかの感情を持ってしまっている。クラスメイトでいつもいっしょの今谷には特に。


　でも、今谷は今谷じゃなくなった。


　欲望を暴走させられた彼女は、『楽しい』と思えることはなんでもしてしまう。


　たとえば、それが楽しいとさえ思えれば、子供がアリを踏みつぶすのを何とも思わないことがあるように、嬉き々きとして、人の命を奪うだろう。つまんないと思えば、人を消してしまうかもしれない。


　つまり、学園にいるすべての人物の命が危険にさらされることになる。


　しかも、楽しみ＝欲望は際限がない。


　こんなイビツな世界は、あってはいけないんだ。


　なら、奪う？


　奪われる前に、彼女の人生を奪う？


　モモは、決めなければならない。


　選ばなければならない。


　死シニ神ガミとして。


　たったひとりの命と。


　学園にいる全員の命と。


「モモちゃん、残念だなぁ。もっと、遊んでいたかったのに。楽しいことを邪じや魔まするんでしょ？　なら、死んでねっ♪」


　今いま谷たにが空間を歪ひずませる。そして、吸い寄せられるように、


「も、モモ……！」


　モモの身体からだが歪みにとらえられる。とっさにダニエルが駆かけ寄ろうとするが、


「来るなッ！」


　モモが叫んだ。ダニエルまでいっしょに引きずりこまれてしまう。


　モモの身体が光を放つ。光の羽根を広げ、歪みの中に引きずりこまれるのに抵抗する。


　しかし、それでは、何も意味はない。


　イミハナイ。


　イミガナイ。


　モモは、選ばなくてはならない。





　一人ひとりか、





　数千人か。





「今谷さん！」


　名前を叫ぶ。


「なに、モモちゃん？」


　だが、今谷は変わらず狂イった瞳めを輝かがやかせていた。モモが空間の歪みに消えていくのを今か今かと楽しみに待っている。


　彼女の笑え顔がおは、狂喜に支配されていても、いつもの彼女を思い出させる。人なつっこくて、屈くつ託たくのない笑顔。おしゃべり好きで、ゴシップ好きで、弓きゆう道どうが好きで、友達が好きで……。


「なんで……なんで……ッ！」


　モモは、鈍にび色いろのカマを一いつ閃せんさせた。歪みを引き裂いて、そこから飛び出した。


　カマを振り上げる。


　今谷がランランと瞳を輝かせて、モモを見つめる。


「なんでなの……！」


　どうしても、躊ちゆう躇ちよしてしまう。


　彼女の笑顔を奪うばうこと。


　この学園にやってきて、人に長く触れすぎた。モモは、人に触れるのが好きだ。死シニ神ガミになってからは、そんな自分を押しこめようとしてきた。でも、やっぱりモモはモモだ。──名前を変えて、姿を変えても、モモはモモだ。どんな時間、どんな場所、どんな世界でも、モモはモモ。


　それでも、やらなくちゃならない。


　できなくても、やらなくちゃならない。


　彼女の笑え顔がおを奪うばってでも。


「こなくそぉッ！」


　モモが叫ぶ。


　振り下ろした鈍にび色いろのカマが、今いま谷たにの……、


「……あれ？　どうしたの、モモちゃん？　攻こう撃げきしてこないの？」


　身体からだの何ど処こにも触れることなく空くうを切った。今谷は、睫まつ毛げをパタパタさせて、モモを見る。


　まだ、躊ちゆう躇ちよしている。


　奪う以外に、救う方法はないのか？


　ほかに可能性は？


　そんなモノは、無い。


　そう判わかっていても可能性を探ろうとする。これまでも、奪ってきたくせに。なんで今さら、


「何やってんだ……！」


　モモは自分で自分のカマを持った手を殴りつけた。震ふるえている。怖がっている。


「やっぱりモモちゃん、私の邪じや魔まをしようとするんだね。うん。──死んで」


　笑った。今谷は、ひどくキレイに笑った。


「モモちゃん、ありがとうね。バイバイ、好きだったよ」


　今谷が言った。


　その言葉は本当だろう。噓うそじゃない。彼女にそう言いたい欲望があったんだろう。


「モモぉぉ────ッ！」


　ダニエルが喉のどが裂けるほど大声で叫んだ。


　また、空間が歪ひずんで──








　ガシャァァァァァァァァァァァン!!








　あたりに鏡かがみが割れて砕くだけ散ちるような音が鳴なり響ひびいた。


　今谷がやったんじゃない。


　モモは、無事だった。


「じゃあ今のは……？」


　モモとダニエルが音のほうに視し線せんを向ける。


　見れば、音の通りに、空間の一部が割れて、砕くだけていた。空間の破片がアスファルトにぱらぱらと落ちていく。


　ぽっかりと空間に開いた穴から、声がした。


「どうして、殺やらないの？」


　空間の穴から、誰だれかが出てきた。


「な、なんで……っ!?」


　モモが大きく瞳めを見開く。


　そこに立っていたのは、


　散ざん切ぎりボブの小こ柄がらな少女──那ナ由ユ多タソラだった。


「あなたのチカラなら、本気を出せばこんな空間、〝石の適合者エフエクター〟ごと破は壊かいできるはず。このままでは、あなたがやられてしまう。だから、あなたがやれないのなら、自分が代わりに殺やる」


　そして、那由多ソラは、


「──ハイブリッドドライブ」


　とつぶやいた。


　その刹せつ那な、身体からだが青白い光に包まれる。それが空間に干かん渉しようして、びりびりと鳴った。


　音楽。


　８ビットミュージック。


　コンプレッションサウンド。


「〝幻魔ゲルマ〟!?」


　モモとダニエルの幻魔が共鳴していた。


　光が弱まっていくと、少女の手には、鞘さやに収まった『刀カタナ』がにぎられていた。同時に、ほかにも数本のカタナが、腰や背中に現れたガンホルダーのようなベルトに固定されている。


「ソラ！」


　何をするつもりなのか、モモは那由多ソラを止めようとした。だが、少女は、一いつ瞬しゆん、チラリとモモの瞳ひとみを見ただけで、躊ちゆう躇ちよすることなく、


「目標捕捉ロツクオン。その〝石〟および〝意志〟を排除する」


　カタナを抜いた。


　一本だけじゃない。七本のカタナを。両手に一本ずつ、あとのは、空中に浮かべ従える。それらが那由多ソラのコントロールを受けて、自由自在に宙を舞まった。


　次々に、空間を斬きり裂いていく。


「イタっ！」





[image: ]


　カタナが空間を斬きるたびに、今いま谷たにが痛みで顔を歪ゆがめた。この空間は、今谷の欲望そのもの。心そのもの。それを破は壊かいすることは、今谷に痛みとして伝わる。


　でも、モモは、呆ぼう然ぜんと立ちつくすだけで、


「やめて」


　と言うことができなかった。


　那ナ由ユ多タソラが、自分のできないことをやってくれようとしている。


　それに心が軽くなる自分の感情に、負けそうになる。


　那由多ソラが動いた。


　カタナの刃やいばを今谷に向ける。


「あなたも敵なの？　那由多さん！」


　イビツな笑え顔がおで今谷が空間を歪ひずませる。


　だが、那由多ソラの鈍にび色いろの刃がそれを引き裂き、








　スッ、








　乾いた微かすかな音が鳴った。


　今いま谷たにの手のひらの〝石〟がまっぷたつになっていた。その途と端たん、


「あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──」


　今谷が壊こわれてしまったように、悲鳴を上げだした。


「今谷さん！」


　モモが駆かけ寄り、膝ひざから崩れ落ちた彼女の身体からだを抱きとめた。今谷の目の焦しよう点てんが定まらずに、四方八方に動いている。


　今谷から、『欲望』が切きり離はなされた。


〝石〟が破は壊かいされ、鏡かがみが崩れていく。


　雪が消え、むせかえるような湿度の高い空気が喉のどを締しめ付け、空から降る雨が身体を濡ぬらす。


　夕焼けが、漆しつ黒こくの夜へと姿を変え、世界はその姿を取り戻していった。


　那ナ由ユ多タソラは、


「お仕し舞まい」


　ちいさく言った。





　　　　♪





　闇やみの中に闇が浮かんでいる。


　それは、頭部だけが羊の人型ラムズヘツドだ。


「どういうことだ。──蒼そう空くうのホーリィグレイル……裏切ったのか？」


　ラムズヘッドがふわふわと上下に揺れる。


「判わかりません。……確たしかに〝彼女〟に動いてくれるように伝えてあったのですが。まさか、こういう〝動き〟になるとは……」


　もういっぴき、ラムズヘッドがふわりと左右に揺れる。


「ですが。あれは、マザーの勅ちよく命めいを受けているはずですから。何か目的があるのかもしれません。我われ々われは我々の為なすべき事をつづけましょう」


「そうだな」


　ラムズヘッドがくるりと闇を一周する。


　闇が震ふるえて、


「めぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」


　と啼ないた。





　　　　♪





　鏡かがみの外の世界。元通りの学園。


　今いま谷たには、部活終了後に倒れて、救急車で病院へ運ばれた。


　──ということになっている。


　意い識しきはなかった。


　当然だ。生きる欲を失なくしているんだから。








「……那ナ由ユ多タソラ……」


　モモは名前を呼んだ。


　と、


「そう。わたしは、那由多ソラ」


　モモは、夕暮れの消えた星のない真っ暗な空から降る雨に濡ぬれていた。立ちつくしていた。


「どうして……？」


　震ふるえる声で、モモが訊きく。


「わたしはわたしの役目を果たしただけ。褒ほめて」


　散ざん切ぎりボブの少女、那由多ソラが淡たん々たんとした口く調ちようで言った。


「だって、わたしは──あなたのために生まれてきたから」













　　　　Holy Grail - fin.
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独奏「秘密の花園少女。」



solo: Unknown Star's Bolero / momo secret.101







　　　　♪





　名前のない花はないと、誰だれかが言っていた。


　本当だろうかと思いながらも、調しらべるようなことはせず、その花を愛めでた。


　ただ、その美しさに見み惚とれていただけだ。それだけでよかったんだ。








　泣きはらしたのとは違う赫あかい瞳ひとみの少女だった。


　ひとり。


　花々とぬいぐるみたちに囲まれたベッドの上で、ひとりぼっち。


「トウカ……？」


　その名前を口にしてみる。窓の外にいたような気がしたからだ。枕まくらもとに置かれた『ひつじ』のぬいぐるみを手にしながら、少女は半身を起こした。


「……ああ」


　ため息によく似た声が漏れて唇を滑すべり落ちていく。


　少女の瞳に映っているのは、自分とうりふたつの容姿をした、もうひとりの少女じゃなかった。光が反射する窓ガラスに映っていた自分の姿。


「まだ、この目が見えているのに……」


　ひとりごと。


　自分の半分、それ以上の存在。もうひとりの少女の姿は、この部へ屋やにない。


　寂さびしさを紛まぎらわすように、少女は、手にしたひつじのぬいぐるみを、ぎゅっと抱きしめた。


「本当はね。まだトウカに言っていない──」


　秘密があるの。


　ずっと、あの子には伝えてないわ。


　言えない。


　言いたくて、でも、まだ、言えない秘密なの。


　だって、


　あの子も、秘密を持っているけれど。わたしが知らないと思っている。あの子はわたしがそれを知ってしまっていることを知らないの。だから、このまま。もうすこし。


「もうすこし……このままでいいのよ」


　今はまだ。


　じゃないと、わたしは、もうひとりの自分を失ってしまうかもしれない。


　あの子は、わたしの半分。


　それ以上。


　あの子を失ってしまえば、わたしはわたしじゃいられなくなる。


　意味はないわ。


　こんな世界。


　あの子がいればいいの、世界はただ、それだけのために在あればいい。


　トウカさえいればいい。


「ねぇ、あなたたちは知っているでしょう？　わたしの〝お願ねがい〟を」


　少女は、ひつじのぬいぐるみに語りかける。


　いつの間にか、少女の手の中のひつじが二匹になっていた。


　少女が手を伸ばすと、そこにももういっぴき。


　そして、ひつじたちは、ビンのコルクを抜いたような軽い音を立てながら、





　ぽんっ、ぽんっ、ぽんっ、





　と、数が増えていった。


「そうでしょ？　わたしが、トウカを守るの」


　あの子がわたしを守ってくれていると思っているうちに。


「ううん。神さまは──必要ないのよ。だって、願いを叶かなえるのは、わたし自身なんだから」


　わたしたちは、そう、ふたりぼっちなんだから。





　　　　♪





　何ど処こか、近くで、遠くで、


「メェ[image: ][image: ][image: ][image: ]……っ」


　ひつじが啼なくような声が聴きこえた。





　気がした。





	
		[image: ]

	




　　　　♪





　教室のエアコンが効きすぎている。


　朝から稼か働どうするエアコンのせいで、最後の授業のころには、極ごつ寒かんに近い。ほとんどの生徒たちがカーディガンやニットベストなどの上着を羽は織おっていた。黒板にチョークで文字を記している古文の教師も背広姿。おまけに、背広がチョークの粉で汚れないようにと、化学担当のような白衣まで着用している。そりゃ、エアコンの温度も下げる。何がエコだ。クールビズなんてのはもはや古代語だった。


　夏は近い。梅つ雨ゆ明け宣言はまだだが、このところほとんど雨は降ってなかった。担当機き関かんも「梅雨明け宣言したほうがよくね？　いや、まだ早くね？」とか迷っているのかもだ。


　夏が近いということは、夏休みが近い。ということは、残念ながら期末テストも近いということ。テストの文字が頭に浮かぶだけで憂ゆう鬱うつな気分にもなってくるけれど、それさえ終われば、この花はな園ぞの学園も夏休み。


　ジリジリと肌を焼くまぶしい太陽光こう線せん。スイカと海に、かき氷。花火に、お祭り。楽しいことばっかりじゃないか。


　生徒たちの気持ちは、いやでも浮き足だってしまう。これが浮かれずにいられるだろうか。いや、いられない。


「──まったく……」


　ため息によく似たひとりごと。あいかわらず、その小こ柄がらな少女は、授業中窓の外を眺めていた。


　此こ処こでは──咲サヶカ本モトモモという名前の少女は、いつもと同じように振ふる舞まっていたが、何ど処こか違っていた。浮かれるのとは正反対な、物もの憂うげな表情。


　教室の雰囲気もいつもより少し、静かだ。効きすぎのエアコンがさらに冷たい空気を吐き出しているように感じるのも、そのせいかもしれない。


　理由は──


　ひとつだけ席が空あいていた。そこはクラスでも一番明るくにぎやかな女子生徒の席。ちょっとした事故により、先日意い識しき不明で、病院に運びこまれた。それ以来、教室に姿を現していない。たぶん、これからも彼女が教室に戻ってくることはないだろう。


　モモは、それを知っている。判わかっている。だからこそ……、


　哀かなしい。


　悔くやしい。


　歯がゆい。


　彼女は、今いま谷たには、クラスの中でも最初に仲良くなって、よく話しかけてきてくれた。潜せん入にゆう捜査の任務のため、モモはおかしな言動で他人との距きよ離りを置こうとしていた。けれど、今いま谷たには、あっという間にクラスに、それから学校にも溶けこませてしまった。彼女の周囲にはいつも笑え顔がおがあった。


　でも、きっと、そのせいかもしれない。


　彼女は、モモと仲良くしていた。


　だから、〝敵〟に、狙ねらわれてしまったのかもしれない。


　敵は、今谷に『願ねがいが叶かなう石』だと、ひとの〝意志〟に反応する石、〝幻魔ゲルマ〟と似たモノを渡した。それは、持ち主を選ぶ〝幻魔〟とは違う。持ち主を選ぶどころか、持ち主の〝意志〟に強制的に干かん渉しよう、支配する。今谷は、敵の手により、『欲望』を暴ぼう走そうさせられた。今谷や、それを手にしたほかの学園の生徒は、この石のことを新たな幻魔──〝幻邪魔モスフエツト〟と呼んでいた。幻邪魔は、ひとの願いを叶えるんじゃない。ひとに『願い』しか見えなくさせ、心をむしばみ、破滅させる。


　彼女は、楽しいことが好きだった。楽しいことがしたい。笑顔でいたい。誰だれにだってある欲望だ。あたりまえのことだ。それだけだったのに、敵は、幻邪魔は、楽しさのためにならなんでもやるように彼女の欲望を溢あふれさせた。


　それまで、敵の手によってそそのかされたりした生徒たちもいた。が、彼ら彼女らは、暴走する前にモモが手をさしのべ、時には鉄てつ拳けん制せい裁さいで元に戻すことができていた。


　でも、今谷にはそれができなかった。


　欲望を暴走させた彼女は自分を取り戻せなくなった。もう、手遅れの状態だった。


　彼女は『楽しさ』のためなら、その欲望を満たすためなら、なんでもやるようになってしまった。楽しむために、学校全体を危険にさらすことも、生徒たちを巻きこむことも、仲良くしていたモモに攻こう撃げきを加えることも平然とやってしまう。今谷は、もう、モモの知っている今谷じゃなくなった。


　今谷は、世界に対して負の影えい響きようをおよぼす、モモたち死シニ神ガミの『敵』だ。モモは死神として無む慈じ悲ひでも敵を討たなくてはいけない。たとえ、意志を奪うばうこと、欲望を奪うことが、死を招くとしてもだ。これまでそうしてきたように、モモは今谷から、〝意志〟を奪わなくてはならなかった。


　はずだったのに、モモには、それができなかった。迷い、躊ちゆう躇ちよしてしまう。どうしても、今谷を討つことができない。


　死神は人の命を司つかさどる。


　モモは思っていた。なら、奪うだけじゃない。生かすことだってできるはず。だから、死神になった。名前を捨てて、過去を捨てて、自分の望みのために、死神になった。けど、そのためには矛む盾じゆんがある。生かすために、奪わなくてはならない。ふたつの可能性があったとしたら、両方は選べない。奪わずに生かすほうを選べないことがある。どちらか片方だけを選せん択たくしなければならないときだ。判わかっていたこと。そのためにモモはわざとおかしな言動で相手を困らせ、距きよ離りを置こうとした。


　判っていたはずなのに。


　此こ処こに慣なれすぎた。


　想おもい出でもできてしまった。


　モモと同じくらいの歳としの生徒たちに囲まれて、捨てたはずの過去が蘇よみがえってきてしまったんだろう。モモは、今いま谷たにを討てなかった。


　そして、モモの代わりに手を汚して、今谷を討ったのは、


　今、モモの目の前の席に座る散ざん切ぎりボブの不ふ思し議ぎな雰囲気の少女──那ナ由ユ多タソラだった。





　　　　♪





　モモの耳の奥には、最さい期ごの、今谷の断だん末まつ魔まのような悲鳴が消えずに残っていた。


　モモができなかったことをやってくれた那由多ソラに対しては、複雑な感情が渦うず巻まいている。


　今すぐに、何もかも消えて失なくなってしまったらどんなに楽だろうか。


「……──ちがっ……」


　一いつ瞬しゆん、頭の片かた隅すみをよぎった気持ちに、モモはハッとなって思わず、否定の言葉が紅あかく薄うすい唇からこぼれる。頭の中のこと、誰だれにも聴きこえてないはずなのに、ごまかした。


　幸いというか、漏れた声も誰にも届いてなかったらしい。前の席の散切りボブは、微かすかな揺れも見せずに、膝ひざもとの古い携けい帯たいゲーム機きをのぞきこんでいる。


　モモはそれをじっと見つめていた。様々な感情が入り乱れてわき上がってくる。


　那由多ソラは、モモたちと同じ〝幻魔ゲルマ〟の所有者だった。


　暴ぼう走そうした今谷を倒すことができないモモに、那由多ソラは「あなたができないなら、代わりにやる」と言った。モモは、そんなことは望んでいなかった。でも、モモがやらなければならなかった。複雑で煩はん雑ざつ。


　たとえば、那由多ソラに「ありがとう」と言えばいいのか、「なんでそんなことをした」と罵ののしればいいのか。判らない。複雑で煩雑。


　あのとき、モモが迷わずに、今谷を討っていれば、こんな気持ちにならなくてすんだんだろうか。


「でも、モモはどっちにしたって、後悔してたと思う。だって、モモだもん」


　そう言ったのは、モモの仕え魔パートナーの黒猫、ダニエルだった。今も、座席の傍かたわらに置かれた巨大なリュックの中で息を潜ひそめている。


　迷いも、ためらいも、後悔も、必要ない。


　だって、モモは死シニ神ガミだ。


　でも、ダニエルはモモを責めなかった。


　死シニ神ガミ局きよくの上司、赫あかい眼のうさぎの姿をした、ルーシィもモモを責めなかった。今いま谷たにの事件で、モモが何もできなかったと隠さずに報告したのにもかかわらず。そして──


　モモの代わりをした、那ナ由ユ多タソラもだ。


「わたしは、あなたのために生まれてきた。だから、当然のこと」


　そう言っていた。


　その意味は、判わからない。意図も判らない。


　訊きくこともできないでいる。


　今、目の前にいるのに。


　判っているのは、今谷はもう、戻らないってことだ。


　那由多ソラはそこにいて、


　ダニエルも今、傍そばにいる。


　何も言わないで、そっと傍にいてくれる。


　けど、誰だれかが、


「おまえのせいで、今谷はもう、生きながら死ぬことになったんだ。おまえのせいだ」


　と、モモを罵ば倒とうでもしてくれたなら、いっそ楽になれたかもしれない。


　誰からも責められない。


　那由多ソラを責めることもできない。


　気持ちは、ためらいも、迷いも、戸と惑まどいも、後悔も、必要ないのに。複雑で煩はん雑ざつに絡まる。


　気持ちが行ったり来たり。行き止まり迷い道を行ったり来たり。繰くり返して、迷子。誰も手を引いて出口へ導みちびいてくれない。そこはモモの心の中。モモだけが迷いこむ場所。モモを出口へと導くのはモモ自身だけだ。





　キーン、コーン……、





　終業のチャイムが鳴る。


「じゃあ、今日きようやったところはちゃんと復習しておけよ。テストに出るかもしれないからな」


　と古文の教師が意味深に言った。生徒たちの「はーい……」というばらばらの気のない返事で本日最後の授業は締しめられた。


　束そく縛ばくを解かれた生徒たちがそれぞれに伸びをしたり、席を立ったりする中、モモだけがぼんやりと窓の外を眺めたままだった。


「モモ」


　かわいらしい男の子の声がした。


　傍かたわらに置かれたリュックの中のダニエルだ。わざわざ超情報端末デバイスの通信回かい線せんを開いて、アクセスしてきている。たぶん、那ナ由ユ多タソラを意い識しきしてのことだ。〝幻魔ゲルマ〟を持ち、敵か味方かも判わからない。


「帰らないの？」


　ダニエルの声が、モモのハートのワンポイントの付いたアンダーリムの眼鏡型超情報端末メガネドデバイスから聴きこえてくる。


「……まあ……」


　那由多ソラに聴こえないように、ダニエルに対してだけ、モモはこたえた。


　帰るよ。


　那由多ソラに対して複雑な感情のあるモモは今すぐにでも、この席を立ちたかったが、複雑な分、そうもできない気持ちがあった。自分の中で何が正解か不正解か判断するのも難むずかしくなっている。


　モモは唇からこぼれそうになるため息を喉のどの奥に押し戻して、椅い子すを引いて立ち上がった。


　と、


「…………」


　無言で前の席の、那由多ソラも立ち上がった。


「へ……？」


　リュックに手をかけようとしていたモモが動きを止めた。那由多ソラのタイミングは、モモに合わせているように見えた。


　その証拠に、モモが巨大リュックを担かついで、二歩、三歩と進むと、那由多ソラもそのすぐうしろについて、二歩、三歩と進んだ。モモが教室を出ると、那由多ソラも教室を出る。モモが廊下を歩くと、那由多ソラも歩く。モモが生徒玄関で上うわ履ばきから、ワンストラップシューズに履き替えると、那由多ソラもスリッパ履きの上履きから、ハイカットのスニーカーに履き替える。


「な、なに……？」


　振り返ってモモが訊たずねたのは、学園を出て数分が経たったときだった。ようやくだ。


「なんなんだ、おまえ……!?」


　先日姿を見られているので、隠れる必要のないダニエルもリュックの中から顔を出し、黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをパチパチさせながら、那由多ソラに視し線せんを向ける。


　無言でついてくる那由多ソラに、モモもダニエルもちょっとビクビクだ。先日、その驚きよう異い的てきなチカラを見せつけられたことよりも、ただ、無言でついてくるというほうがむしろ、奇妙で珍妙で、不ふ思し議ぎで不可思議。


「人ひと気けが失なくなったところで、襲おそおうってアレか!?」


　とかダニエルは身構えるが、那由多ソラはあいかわらず無言。だいたい、そのつもりなら、こんなに堂どう々どうとうしろからついてこないだろう。不意を狙ねらうはずだ。


　なら、


「なに!?」


　モモはよけいに判わからなくなる。ただでさえ現在、混乱の真っ最中。


　すると、那ナ由ユ多タソラが、


「あなたを守るため」


　そう、短く言った。


「「はい？」」


　モモとダニエルがユニゾンで、訊きき返す。が、那由多ソラは、


「そう」


　と返事なのか、相づちなのか、うなずいた。まったく答えになってない。


「守る？　あたしを？」


　モモが訊く。


「そう」


　那由多ソラは短く言う。


「なんで？」


「そのために此こ処こにいる」


　答えてくれてはいるようだが、やはり、答えになってない。


　モモとダニエルは、おそろいのしぐさで、うーん。と、うなって、首をかしげる。





[image: ]


　那ナ由ユ多タソラは、モモに攻こう撃げきをしかける様よう子すがない。むしろ、「守る」と言っている。


　だからこそ、意味不明すぎるんだけど。


　訊きき方かたが悪いのかもしれない。モモはもう一度、那由多ソラに訊たずねた。


「あたしを守るっていうけど。なんで、あんたがあたしを守らなきゃならないワケ？」


「それが此こ処こにいる理由」


　やっぱり、短い。那由多ソラは言った。訊き方を変えてみてもおんなじだ。


「べつに、あたしにはあんたに守ってもらう理由がないの」


　モモは訊くことをやめて、こうしてついてくるのをやめさせようと考えた。本当は、訊きたいことなら山ほどある。


　最初は何もなかった。これまでも何も行動を起こさなかったんだ。那由多ソラは、ひたすら無口だったり、ひたすら携けい帯たいゲーム機きをプレイしてたりと、ちょっと変わってるけど普通の生徒と同じようだった。


　たしかにモモが転校してきた初日から、ずっとモモの傍そばにいた。席替えをしても、席が前後。モモとダニエルが学園の中での秘密の場所として使っている屋おく上じようにも那由多ソラは最初からいた。けど、何もなかったんだ。今まで。それが突然……どうしたんだ。


　今なんで、ついてくるのか。


　守るってどういうことなのか。


　どうして守る必要があるのか。


　あんたはいったい、なに？


　なんで、〝幻魔ゲルマ〟を持ってるの？


　でも今は、訊けば訊くほど頭の中の混乱が激はげしくなりそうだ。〝幻魔〟による問題を専門としている『死シニ神ガミ』として、職しよく務む怠たい慢まんなのかもだけれど、もともとモモは死神としては、『変わり者』だ。〝幻魔〟を使って世界に敵対する者たちをブッ倒して、宇宙規き模ぼの世界的平和をもたらすんだ！　……なんて考えてない。


　望みはひとつ。ひとつだけ。それは、パートナーのダニエルも知らない秘こ密と。その望みを叶かなえるために、死神になった。だから、非情にもなれる。はずだったのに。


　できなかった。迷まよい。困こん惑わくしている。これ以上迷ったり考えたりしたくない。


　ホントウニソレデイイノ。


　ジブンニウソヲツイタママ。


　ホントウニソレデイイノ。


「いいから！」


　まただ。誰だれも訊いてないし、誰も知らない心の中の声を、モモはヒステリックにかき消した。


　空気をビリビリと震ふるわせるほどの大きな声に、傍かたわらのダニエルがビクンッと姿勢を正した。


「も、モモ……ッ？」


「……とにかく……あたしはやれる。あたしはちゃんと戦えるっ。どうせそうするしかできないんだし。あんたに守られなくてもだいじょうぶっ！」


　それだけ言ってモモは、くるりといきおいよく、那ナ由ユ多タソラに背を向けた。その場に、那由多ソラも、自分の迷いも置いていこうとするみたいに。しかし、


「本当にそう？」


　那由多ソラは、まるで、モモの心の中をのぞきこんだみたいな科白せりふを口にした。


　思わず動きを止めるモモ。動揺を悟られないようにするので精一杯だった。


「あのときあなたは迷っていた。親しくしていた者を討てなかったのが、そう。その証明」


　また、心の中を、モモの動揺を感じ取ったように那由多ソラが言う。


　それは事実だ。でも、


「べつにぃ」


　とかいつもの調ちよう子しで、猫でも化けの皮でも被かぶって、ごまかせばいい。うそぶけばいい。なのに、できない。それほど、モモの中で、今いま谷たにのことも、那由多ソラのことも、学園のことも大きくなりつつあった。


　ダニエルにも、それが判わかった。だから、


「おまえは、なんなんだ。何者だ？」


　モモの代わりに訊たずねた。


　ダニエルは、モモが訊ねないのなら、それでいいと思っていた。パートナーだから。モモを信じているから。けど、今のモモはいつものモモと違う。迷って、戸と惑まどって、困ってる。なら、助けよう。それもパートナーの役割だから。


「ダニエル、いいからっ」


　そう、モモが止めようとしたが、ダニエルは、あえてつづけた。


「敵ならボクが相手になる。これでも超優ゆう秀しゆうな仕つかえ魔まなんだ。おまえの相手くらいならボクで十分だ。味方だというなら、これ以上、モモを困らせるなよ。困らせるつもりなら、やっぱり、ボクが相手になってやる」


　これだけダニエルが攻こう撃げき的てきな態度に出ることはまずない。しかも先日の戦せん闘とうだけでも那由多ソラのチカラが強力で、自分ダニエルじゃ太た刀ち打うちできないのも判わかっている。だいたい、ダニエルの〝幻魔ゲルマ〟のチカラは戦闘よりも補助に特化した能力だ。全部判ってる。けど、


　──モモを困らせるヤツは、ボクが赦ゆるさない。


「ってゆうっ！」


　鼻息を荒くするダニエル。が、


「違う」


　あっさりと、短く、那由多ソラは首を振った。


「どちらでもない」


「どっちでもないって……！　じゃあ、なんなんだよ、おまえはっ！」


　イラ立ってダニエルは、リュックの上でバタバタと暴あばれた。


「騒さわがしいっつの」


　黙だまっていたモモだったが、リュックに手をのばし、ダニエルを捕まえると、胸もとに抱きかかえた。落ちつかせようとする。


「ふぐーっ」


　それでもダニエルの鼻息は荒々しい。


　モモの黒目がちな瞳ひとみと、ダニエルの黄おう金ごん色いろの瞳が、那ナ由ユ多タソラに向く。


　と、


「わたしは、那由多ソラ」


　判わかりきったことを、言った。もしかすると、そのつづきがあるのかと、ちょっと待ってみたが、


「…………」


「…………？」


「…………」


「…………??」


「…………」


「…………？？？」


　妙な沈ちん黙もくが繰くり返されるのみ。


　終わり？


「それだけ？」


　ダニエルが問う。


「それだけ」


　那由多ソラは、こくん、と、うなずいた。


　拍子抜けだ。ダニエルのイキオイがカラ廻まわっただけだった。


「なんだよ、話になんないじゃないかっ！」


　またイラ立って、モモの腕の中でバタバタするダニエル。


「いいよ、もう」


　としかし、モモが言った。


「え？」


　身動きを止めて、ダニエルが顔を上げる。モモの表情は、無表情にもあきらめているようにも見えた。


「勝手にすればいい。あたしは、あたし。あんたが敵でも味方でも、あたしの邪じや魔まをするんなら、──ブッとばす！」


　自分は戦える。という意思表示のつもりだった。


　けれども、


「そう」


　やはり、返ってきたのは、短い言葉だけだった。


　これ以上は、意味のないことだと、モモもダニエルも思った。


「いこっ」


　モモは、ダニエルを胸に抱きしめたまま、那ナ由ユ多タソラに背を向けて歩きだした。


　ついてきても、ついてこなくても、いい。どうでもいい。


　那由多ソラは、しばらく、離はなれていくモモの背中（巨大なリュックから脚が生えて自じ立りつ歩行しているよう）を見つめていたが、やがて、ポツリとつぶやいた。


「……戦いはまた起こる……。そして、あなたは負けることになる。それでも、戦うの？」


　誰だれにも届かない声が、蒸し暑い夏色の風に溶けて、消えた。





　そして、事件が起こった。





　また、誰かが犠ぎ牲せいになる。








　──やがて、新トウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学園は、休校に陥おちいる。


　カラっぽになった学園に押し寄せたのは、生徒たちではなく、学園に関係のないオトナやマスコミたちだった。





　　　　♪





　──事件は、はじまった。





　最初は、たまたまが重なっただけだと思われていた。


　事件が事件として認にん識しきされる、半月弱前のこと、部活中の事故により、意識不明になり病院へ運びこまれた女子生徒がいた。


　それにつづいて、二人ふたり目。


　二人目も女子生徒だ。こっちは中等部三年。


　授業中に急に意識を失った。もともと学園生活に不満を抱えていて、何度か教師に相そう談だんを持ちかけていた。そのことから、学園生活によるストレスと思われていたが、事実は違う。


　やがて、〝犠牲者〟は、その間かん隔かくを短くして日増しに増えていって。


　三人目は、高等部二年の男子。下校中に意い識しきを失った。原因は不明。


　四人目は、中等部一年の女子。自宅で意識不明。原因も不明。


　五人目は、初等部六年の女子。体育の授業中に倒れる。日射病かと思われたが、症状に違いがあり、原因は不明とされる。


　六人目は、中等部一年の男子。図と書しよ館かんにて倒れる。期末テストの勉強をしていたため、睡すい眠みん不足と思われるが、そのまま、意識が戻らず。


　その後も、〝犠ぎ牲せい者しや〟は増えつづけた。


　モモもダニエルも早くにその動きに気がついていたが、調ちよう査さをすすめているうちに、あっという間に、犠牲者は十人を超えた。


　モモたちが出遅れてしまった原因は、複数だ。


　今いま谷たにやそれまで事件を起こした人物たちのような、〝幻魔ゲルマ〟やそれに似た反応がなかったこと。その前兆や予兆もなかったこと。


　犠牲者に、共通する部分が何もなかったこと。性別、年ねん齢れいも、意識不明になった場所も時間もバラバラ。ただ、ひとりもオトナはいない。学園の生徒たちのみ。


　唯一、共通するのは、全員が、〝敵〟がバラまいた『願ねがいを叶かなえる石』を持っていたこと。しかし、それらは、モモとダニエル、ルーシィ、死シニ神ガミ局きよく全体の判断も『偽物イミテーシヨン』で、問題のないモノ、モモたちをかく乱させるためのモノだとしていた。そのため、被害が広がってしまうことを止められず、原因も解明できなかった。その結果、被害は広がり、学園全体に危き機きがおよぶことになってしまう。


　犠牲者が十五人になるころ、生徒たちに動揺が見られるようになった。犠牲者全員が意識を失ったまま戻らない。原因は不明。生徒たちが不安を感じるのには、十分すぎるくらいの内容だ。


　生徒たちの中で、お決まりのように『自殺した生徒の霊れい』が呪のろっているんだとか、学園を建てる際に取とり壊こわした『神社』のたたりだとか、根拠のない噂うわさが語られる。


　不安は伝染するように、生徒たちの家族にも広がった。学園に問い合わせがあとを絶たなくなり、さすがに学園も調ちよう査さに乗りだす。


　それでも原因は判明せず。


　当然と言えば当然だ。この惑ほ星しよりも発達した技術力、科学力を持つ、モモや死神局にすら原因を突き止めきれなかったんだ。普通の人間が手にしているだけでは、ただの色つきのガラスにすぎないその〝石〟の秘密に、学園側や警けい察さつなどオトナたちが調しらべたところで、気づくはずがなかった。


　二十人目の犠牲者が出るころには、正体不明の『ウィルス』の可能性が指摘されはじめる。それは犠牲者の中にオトナがいないことから、成長過程の思春期にある生徒たちのみ感染する新種のウィルスの存在だ。やがて、病原菌、ウィルスを専門とする機関から、学園や、意識不明になっている生徒たちが入院する病院に人員が派は遣けんされるようになる。


　そして、現在。騒さわぎを嗅かぎつけたマスコミが連日、学園の周囲を取り囲み、登下校する生徒たちにもモラルのないインタビュー、取材を行っていた。


　学園もマスコミに対し、強引な取材などを控えるように伝えるが、それで引くほど、騒ぎは小さくない。すでに三十人を超える生徒たちが意い識しき不明の状態にあった。





　　　　♪





　モモやダニエルも深刻さを増すこの状況をただ指をくわえて眺めていたワケじゃない。


　やれることはやった。


　これが、心しん霊れい現象やウィルスの類たぐいが原因で起こっているんじゃないこと、そして、おそらく、〝敵〟の手によるだろうこと。しかし、突き止められたのはそこまで。後手後手に廻まわっていたツケがこんなところまで響ひびいてきた。


　おそらく敵は、モモたちのことを把は握あくしている。だからこそ、モモに近い今いま谷たにに〝幻邪魔モスフエツト〟を渡して暴ぼう走そうさせた。


　だが、モモは、敵のことを何も把握できてない。怠おこたったというよりも、モモの優ゆう先せん事項が敵の正体を突き止めることよりも、『生徒たちを救うこと、守ること』にあったためだ。


　少しでも早く敵の正体をつかむべきだった。キキとレスターのことや、新しい〝幻魔ゲルマ〟のことなど、対処に追われたことも原因だが、モモの心の何ど処こかに、この学園に対する愛着も湧わきつつあったことも関係しているだろう。モモに此こ処こにいるのも悪くないと思わせた。


　そんな中でも、敵の目め線せんをモモに向け、生徒たちには危害を加えさせない。と考えていたが、完全に失敗だ。今谷が事件を起こしてから、モモに対してアクションを起こす者は出ていなかった。


　敵が出ない以上、那ナ由ユ多タソラも何もしない。ただ、モモの傍そばにいるだけ。警けい戒かいしていたモモもダニエルも次し第だいに慣なれてしまった。それに今は、那由多ソラのことよりも、もう犠ぎ牲せい者しやを出さないようにしなければならない。


　が、


「もう、どうすりゃいいのよっ！」


　いつも作戦会かい議ぎに使っている屋おく上じようの給水塔の上、日よけのパラソルの下で、モモは、やけくそ気味に、瓶びんラムネを飲み干した。


　飲み口から唇を離はなす。ちゅぽん、と音がして、瓶の中のビー玉がカラカラと鳴った。


　傍かたわらでは、地べたに置いた超情報端末デバイスとダニエルがにらめっこしている。さらに、少し離れたところにあるパラソルの下では、那由多ソラが黙もく々もくと携けい帯たいゲーム機きをプレイ中だった。


　モモのパラソルはもちろん、那由多ソラのパラソルもダニエルが用意した。最初はモモの分だけだったが、梅つ雨ゆを忘れて猛もう威いを振るう直射日光を那ナ由ユ多タソラがまともに受けていたのを見て、もう一本用意した。


「必要ない」


　いつものように、短く言う那由多ソラだったが、モモも気にしていたし、


「勝手にやるからいいだろ」


　と、パラソルを差した。


「くそっ！　敵は何が目的だっつーのっ！」


　繰くり返し口にするその科白せりふがもう、ただただ虚むなしいだけになってきた。


　敵の姿も見えてこない。


　見えるのは、ちらつく影かげばかり。いくら影を捕まえようとしても、踏んづけてみても、するすると遠ざかって闇やみに紛まぎれて消えていく。


「目的のしっぽでもつかめば、まだ、対処のしようもあるのに……っ」


　モモは薄うすい唇を嚙かんだ。血が滲にじみそうなくらい強く。


　正直なところ、もはや、お手上げ状態だ。


　何が原因でどうなっているのか、すら判わからないんだ。今までなら、〝幻魔ゲルマ〟や、それを模もしたモノなど、『反応』を感じたり探たん知ちすることで、対処もできた。が、今回はそれすらない。


　仮に──こうなったら、被害者の唯一の共通点の、『願ねがいを叶かなえる石』を一個一個破は壊かいしてやろう。と、コソコソ生徒たちの石を「ごめんねっ！」と破壊してみたりしても、花はな園ぞの学園の生徒数は、数千。ひとりが二個、三個と所有している場合もある。しかも、敵がバラ蒔まいたモノだけじゃなくて、どっかのバカが学生たちの間で『石』が流は行やっているという噂うわさを嗅かぎつけ、類るい似じ品ひんで商売をしはじめた。『願いを叶える石』自体、〝幻魔〟の偽にせ物ものだから、類似品は、偽物の偽物ということになる。アホだ。


　モモがコソコソと地味に石を破棄しても、


「あ、失なくしちゃったかも」


　と、次の日には、偽物の偽物を調ちよう達たつしてくる。


　ここまでくると、モモにもダニエルにも、偽物か、偽物の偽物か、はたまた、偽物の偽物の偽物なのか、判別が難むずかしい。


　人間の欲は、果てしない。


　敵は、その欲望を利用しているんだ。そう。今いま谷たにのときもそうだった。


　今谷は、今も病院のベッドの上。目覚めない。


　モモは毎日、目覚めないと判わかっていても、今谷の病室を訪れていた。それくらいしか、彼女に対してできることは、モモになかった。


　これ以上、こんな哀かなしみは増やしたくない。


　でも──


　モモは『死シニ神ガミ』だ。これまでもそうしてきたように、これからも、また、奪うばわなければならないだろう。


　まだ、モモは迷いの中にいた。時間が経たつにつれて、深まっていく。ベッドの上で横たわる今いま谷たにを見るたびに、心の中の迷宮は複雑になっていく。気持ちは煩はん雑ざつに絡まり、想おもいはカラ廻まわって虚むなしく、


「くそ……っ」


　ため息に似たつぶやきに変わるだけだった。


　そんなモモの状態は、ダニエルにも、那ナ由ユ多タソラにも、それから、キキやレスターにも伝わってしまっていた。


　それほど、モモが動揺していたということだが、それはつまり、





　敵にも知られている可能性があるということだ。


　そして、敵はモモをあざ笑うように姿を現した。





　堂どう々どうと、たった今、モモの目の前に。





　二匹の〝頭部だけが羊の人型ラムズヘツド〟だった。





　　　　♪





　───リン。








　鈴の音ねが遠くに、もしくは、耳の奥のずっと奥のほうで鳴ったようだった。


「──っ！　モモっ」


　それに気づいたダニエルが、にらめっこしていた超情報端末デバイスから視し線せんを外はずす。


「そうっ、『のぞき』は犯罪ッッッ！」


　モモが雄お叫たけぶ。手にしていたカラになったラムネの瓶びんを、目め線せんを上げた何もないあさっての空ほ宙うに目がけて、ぶん投げた。細くて花きや車しやなモモの手から放たれたラムネの瓶は、スピードガンでは計測不能な爆ばく速そくでかっ飛んでいく。


　すると、








　──バリィィィン……ッ!!








　突然、ラムネの瓶びんがカタチを失って、鋭するどい太陽光こう線せんをキラキラと反射するだけのガラスの破片になった。モモから離はなれた十メートル弱、何もない空宙。突然、瓶は、壁かべにぶつかったように弾はじけて粉々に砕くだけ散った。


「コソコソ見てないで、出てこいやっ！」


　モモは、瓶が砕けた空間をにらみつける。


「──あーあ、見つかったなぁ」


　何もないはずの空間から、棒読みの科白せりふのオトコの声が聞こえてきた。気け配はいを消さずにまるで見つけてくれといっているのと同じだった。


「そんな判わかりやすく気配垂れ流しで、よくいう」


　モモの不思議な響きの声ウイスパーヴオイスに反応するように、その空間がわずかに歪ひずみはじめると、歪みは直径二メートルほど卵形に渦うずを巻き広がる。


「まさかっ」


　ダニエルが大きな黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをより大きく見開いた。


　最大に広がった渦は、今度は風船がしぼむように一気に収しゆう縮しゆくしていくと、渦から、にょっきりとソレが顔を出した。


「頭部だけが羊の人型ラムズヘツドっ!?」


　モモの黒目がちな瞳に映ったのは、見知ったもこもこふわふわなラヴリーにして凶悪な姿だ。しかも、


「ふえてるし！」


　渦の中から出てきたのは、見た目は以前モモがブチ倒したヤツとまったく同じだ。モモから見て正面に一匹とその背後にくっついて整列するようにもう一匹。数が、二匹になっていた。


　倒したと思っていたのに！


「仲間がいるとは思ったけど……ッ」


　ダニエルがつぶやく。


「てか、もしかして、増殖？　分裂？」


　冗じよう談だんっぽく言うが、モモに笑え顔がおはない。


　これまでのことを含めると、仲間がいて、同じシルエットをしているのは、制服みたいなものと考えたほうがいいのか。判るのは、前のラムズヘッドとは『中身』が違う。


　そして、フェンシング部部長のやつも、今いま谷たにも、偽にせ物ものの〝幻魔ゲルマ〟のことも、現在学園で生徒たちに起こっている事件も、全部、このラムズヘッドたちがうしろで糸を引いていたとすれば、納得がいく。


「向こうからきてくれるって、なんつーてっとりばやさっ！」


　モモはとっさに首からさげた『カマとシューズ』をモチーフにしたシルバーアクセに手を伸ばした。


「──少々お待ちください」


　としかし、正面のラムズヘッドの背後から、もういっぴきがひょっこり顔をのぞかせ、モモを制止した。


「ぬっ？」


　拍子抜けする丁てい寧ねいな口く調ちように、モモは片かた眉まゆをつり上げた。逆にあやしさが強調されて、気味が悪い。


「お気づきかとは思いますが、この学園で問題が起こっているでしょう？」


　正面のラムズヘッドのとなりに、もういっぴきがふわりふわりと宙を漂いながら並ぶ。


「やっぱ、おまえらの仕し業わざかっ」


「じゃなきゃ、オレたちがわざわざオマエみたいなヤツの前に姿を現すか」


　こっちのラムズヘッドは攻こう撃げき的てきで口調が悪い。ふわふわと宙を漂う。


「なんの用だっつーの」


　モモも攻撃的に一歩前に踏み出した。そのとき、ちらりと一いつ瞬しゆん、視し線せんを動かす。合図のつもりだったが、すでにダニエルは超情報端末デバイスを操そう作さし、モモのバックアップ態勢に入っていた。その向こう、少し離はなれたところにいる那ナ由ユ多タソラは、まだ、ゲームをプレイ中だ。この騒さわぎに気づいてないのか？


　モモは、視線を戻した。


　二匹のラムズヘッドは、少し離れた上空をふわふわりと漂いながら、一定の距きよ離りを保っている。真っ昼間の空に、もこもこのシルエットが異様だ。


　そう、異様だった。最初の一匹と違い、ここまでずっと姿もそのしっぽもつかませることなく裏で動いていたはずが、どうして、今、こんなときに姿を現したのか。モモは思考をめぐらせる。


　しかし、同時に、頭に、今いま谷たにの笑え顔がおがちらついた。コイツらのせいで、彼女は……！　そう思うと、足が震ふるえるほどの怒りが湧わいてくる。


　でも、今はそれを抑おさえこまなくてはならない。相手の『手』が判わからない上に、さらにペースを与えることになりかねない。もしかすると、最初から、ずっと、もうずーっと、あっちのペースなのかもだけれど。


「まずは、あなたにお礼を言わせてください。どうもありがとう」


　もういっぴきのほうが、ぺこりと頭を下げてきた。いきなりで目が点になりそうだった。


「しらねーしっ」


　モモも軽口で応戦する。


「いえいえ、あなたとの戦せん闘とうのデータやその他もろもろ。感かん謝しやしているんですよ、これでも」


「あっそ、じゃあ、なんかくれ。クリーム苺いちご大だい福ふくじゅっこな！」


「バーカ。オレたちがこうして出てきてやってるんだ。それだけで感かん謝しやしろよ」


　口が悪いほうのラムズヘッドが言う。


「まあまあ、本当に感謝しているんですよ。あなたには。いろいろな実じつ験けんに付き合っていただいてしまいました」


　芝しば居いでも打っているようにもういっぴきは、大きな手振り身振りをする。


「実験？　んなもん……」


　言いかけて、モモは思い当たる。


　一番最初のラムズヘッドが関係していた事件。フェンシング部部長、今いま谷たに、今回のこと。改造された〝幻魔ゲルマ〟や、新しい〝幻魔〟など、常に変化していた。段階を重ねるごとに、強力になっていく。


　モモを敵と見なし倒すためにあたらしい〝幻魔〟を創つくって、モモと戦わせていたんじゃない。


「なら、実験って……」


　ダニエルが言葉を漏らす。


　あたらしい〝幻魔〟＝〝幻邪魔モスフエツト〟を創る過程にモモは付き合わされていたんだ。


　最初のラムズヘッドは、『世界を変革する』だの志こころざしが高そうなことを言っていて、その実、ただ自分が得たチカラを振るいたいだけだった。


　そして、今度のヤツらは、実験だという。


　最初のラムズヘッドを倒したことで、モモは〝幻邪魔〟のチカラを試すその実験の対象に選ばれてしまった。


「──てかっ！　なに、ひとのナワバリで勝手なことをやってくれてんだ。ここの生徒たちみんな、あたしの下げ僕ぼくだっつーの!!」


　感情がむき出しになる。足もとから怒りが這はい上がって、全身を包んだ。モモは、首から提さげたシルバーアクセを引きちぎるように手に取った。


　今谷もモモの近くにいたからじゃない。たまたま、今谷が実験に選ばれただけ。モモもそうだ。


「そんなことで……ひとの夢も未来も生きることも、奪うばっていいワケねぇだろ！　オマエらの戯ざれ言ごとなんかあとで聞いてやるから。その前に、──ブッ飛ばすけどッッ!!」


「そうこなくっちゃ！　っていいたいとこだけど……ッ」


　ラムズヘッドが楽しそうにふわふわと宙を小こ躍おどりした。が、ピタリと動きを止めた。前まえ脚あしを突き出し、ぽんぽん、と打つ。


　すると、ラムズヘッドたちが現れたときのように、屋おく上じようの空間に次から次へと、歪ひずみが出現する。


「ま、まだいるのか!?」


　十数個の渦うずに思わずダニエルが、口をぽかんとさせた。


「羊ひつじさん何匹きたって、戦やって殺やれだッ！」


　モモは完全に戦せん闘とう態勢に入ろうとした。が、しかし、次の瞬しゆん間かん、身体からだを硬直させた。


「そんな……！」


　渦から出てきたのは、意い識しき不明で入院しているはずの、生徒たちだった。


　渦は宙にあり、生徒たちも宙に浮いている。


　病院から転送されてきたのか。


「人質か……!?」


　ダニエルは、すばやく渦の中の生徒たちと意識不明になっているはずの生徒のデータを照らし合わせる。やっぱり、病院にいるはずの生徒たちだ。みんな目に光がなく、意識がないままだ。


「〝石〟を通して一度、〝欲望〟や〝意志〟を抜かせていただきました。今の彼ら彼女らに自意識はありません。代わりに、我われ々われが手を加えた欲望や意志をブレンドして注入しておきました。まあ、我々の操あやつり人にん形ぎようですね」


　もういっぴきが手を動かすと、それに反応して、生徒たちが動く。


「この野郎っ！」


　今いま谷たにのことが嫌いやでも浮かんできて、無意識にチカラが外に溢あふれる。モモをヒカリが包みこんでいく。


「んじゃ、おまえにはコイツらの相手をしてもらおうかな」


　ラムズヘッドが楽しそうに、オーケストラの指し揮き者しやのように前まえ脚あしを振るう。生徒たちが『指揮』にあわせて、動きだす。


「あなたのような、『死シニ神ガミ』という特別な存在のデータは、もう少し欲しいところなのですが。我々としても、もう、次のステップへ進まないといけませんから」


　もういっぴきはこれから歌でも唄うたいだしそうなミュージカルのような演技をする。


「ふっざけんなっ！」


　叫ぶと同時に、モモの身体が完全にヒカリに包まれる。真っ白い死神に姿を変えた。


　瞬時に、空間を切きり離はなし、『位相空間』を作り出そうとした。だが、またも、


「あなたのフィールドでやられては、さすがに分ぶが悪いので……」


　もういっぴきがふわりふわりと舞まって、前脚をぽむぽむと叩たたいた。


　渦の中から、ゆっくりと宙をたゆたうように生徒たちが出てくる。空間が全体的に歪ひずんだ。


「……またかよっ！」


　モモが頰ほおを膨ふくらませる。


　これはモモの能力を下げる『擬ぎ似じ空間』だ。


　モモも位相空間を広げようとしたが、どうやら、生徒たちが全員で擬似空間を創つくり出しているらしい。モモの位相空間は、抑おさえこまれてしまった。反発することもできたが、フェンシング部部長のときのように、空間が耐えきれずに大だい爆ばく発はつを起こす可能性がある。そうなれば、生徒たちも巻き添えになってしまう。


「くそ……っ」


　モモは、おとなしく擬ぎ似じ空間の中に取りこまれるしかなかった。また、敵のペースにはまってしまっている。


　と、思った。刹せつ那な、それを阻そ止しする者が現れた。


「おや？」


　もういっぴきのラムズヘッドが演技っぽく驚おどろいて見せる。


　驚いたのは、


「うぉ、なにっ!?」


「どういうこと……？」


　モモとダニエルもそうだった。


　モモたちを取りこもうとしていたはずの擬似空間がガラスを割ったように、








　パリィィィィィッ──……ン！








　と砕くだけた。


「──また邪じや魔ますんのかよ。どういうつもりだ。〝蒼そう空くうのホーリィグレイル〟」


　ラムズヘッドが呆あきれた風ふうに言った。


「ほーりーぐれ……ん？」


　なんのことかさっぱり。首をかしげるモモのとなりに、いつの間にか、那ナ由ユ多タソラが立っていた。片手にはゲーム機き。


「やはり、裏切るつもりですか？」


　もういっぴきのラムズヘッドが問う。


　モモにでも、ダニエルにでもない。この場にいるのは、意い識しきのない生徒たちと、ラムズヘッドが二匹。それと、


「那由多ソラ……？」


　モモの黒目がちな瞳ひとみが那由多ソラを見つめる。那由多ソラは、じっと、空宙のラムズヘッドに視し線せんを向けていた。





　　　　♪





「違う」


　那ナ由ユ多タソラが短く言う。それは、ラムズヘッドの問いに対しての答えだった。つまり、


「ど、どういうこと!?」


　頭の中がこんがらがって、モモは、那由多ソラを見たり、ラムズヘッドを見たり、ダニエルを見たりする。ダニエルも、「判わからないよっ」とぶんぶん首を振る。そんなモモとダニエルは、那由多ソラとラムズヘッドがなんだか知りあい、っぽい程度くらいは判った。


　また？


　邪じや魔ま？


　裏切る？


　違う？


　単語だけを追っていって、想像に任せて事実をつかもうとしても、するすると手の中から逃げていく。今のモモは、迷いがある。この学園や生徒たち、キキやレスター、もちろん、那由多ソラにも〝想おもい〟が付加されてしまっていた。それは〝カケラ〟程度だったとしても、モモの判断を鈍にぶらせるのには、十分だった。だからこそ、モモは──


「わたしにはわたしの使命がある」


　那由多ソラが言う。


「なら、どうして邪魔をしようとするんでしょうか？」


　芝しば居いがかった身振り手振りで、もういっぴきのラムズヘッドは悩ましげに片方の前まえ脚あしを額ひたいのあたりに当てる。


「それが使命だから」


　としかし、那由多ソラは繰くり返した。モモとやりとりしたときと同じように、答えているのかごまかしているのか判らない。


「咲サヶカ本モトモモを守る」


　那由多ソラの口ぶりは、譲ゆずらず揺るがない。


　と、


「いいぜ、ホーリィグレイル。マザーに『特別』あつかいされてるってだけで、オマエにはムカついてたんだ。オレたちの邪魔をするならオマエも敵だ」


　イラ立ちよりも楽しげになるラムズヘッド。もういっぴきも、


「仕方がないですね。あなたともほぼ初対面で、これでさようならになるなんて、なんだかさみしいような気もしますが」


　芝居がかって、肩をすくませる。


　なんなんだ、こいつら!?


　仲間なのか？　違うのか？


　どっち？


　てか、初対面て!?


　知り合いじゃないの？


「──わっけわかんねぇの!!」


　那ナ由ユ多タソラとラムズヘッドのやりとりを見せられるだけだったモモが、大声を張り上げた。


「敵とか味方とか、どうでもいいわっ！　あたしは、あんたらに殺やられるつもりないし、那由多ソラっ！　あんたに守られるつもりもないから！」


　モモは手にした巨大な鈍にび色いろのカマを地面に突き立てる。那由多ソラとラムズヘッドをにらみ見た。


「もう、判わかんなくなってきたから、とりあえず、──全員、ブッ飛ばせばいいよねっ！」


　それは、もしかして、自分もふくまれているんじゃないだろうか。と一いつ瞬しゆん、不安になったダニエルだったが、


「モモッ」


　自分も臨りん戦せん態勢に入る。


　が、


「無理」


　短ーく、それを言ったのは、那由多ソラだった。


「はぁぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ん!?」


　思わずモモが、シャクレ気味に那由多ソラをツマサキからてっぺんまでにらみ倒してしまう。


　さっきからなんなんだ、このコは！


　敵っぽかったり、味方っぽかったり、やっぱ敵!?


「さっきから、ごちゃごちゃ、とぉぉぉぉ！」


　イラ立ちがさらにモモの思考回路をぐちゃぐちゃにする。


「あなたは、ラムズヘッドたちに勝てない」


　那由多ソラは言う。


「勝てないワケがない！」


　鼻息を荒くするモモ。


　このやりとりを目もつ下かに、意い識しきのない生徒たちを操あやつり、攻こう撃げきの指令を出そうとしていたラムズヘッドだが、その手を止めた。


「ん、なんだ？　ハハハ、もめてんのか？」


　ふわふわと浮かんで、おかしそうに笑う。


「もう少し様よう子すを見てみましょうか」


　もういっぴきも、うなずく。


「てか、見てないで降りてこいやーっ！」


　高みの見物状態のラムズヘッドに気づいて、モモが叫ぶ。


「駄だ目め」


　としかし、那ナ由ユ多タソラがモモの正面に立って、それを制止した。


「邪じや魔ますんなっ！」


　歯をむき出し美少女台なしなモモは、今にも嚙かみつきそうだ。


「今のあなたでは、勝てない」


　それでも那由多ソラは、モモの前からどかなかった。


「うっさい！　勝てるっつーの」


　ビシッ、と那由多ソラに指を突き立てる。が、那由多ソラがそれをぎゅっとにぎった。


「今のあなたには、──迷いがある」


「……っ」


　言葉に詰まった。何も返せないと、その通りだと教えていることになるのに。


「あなたは、ほかの生徒たちを討てない。討てなければラムズヘッドには勝てない」


「……うぐぅっ」


　言葉の代わりにうめき声。


「あなたを守るのがわたしの使命。なら、あなたを戦わせない」


「…………う、うっさい！」


　結局、ごまかすことしかできなかった。


「うっさいうっさいうっさい！　ブッ飛ばせばいいんだろ、ブッ飛ばす！　ごちゃごちゃいってると、あんたもブッ飛ばすよ！」


　モモは那由多ソラがにぎった手を振りほどいて、両手で鈍にび色いろのカマをにぎった。やるしかない。〝奪うばう〟しかできない死シニ神ガミだ。〝幻魔ゲルマ〟に関する事件ならなお。


　すると、


「……そう」


　那由多ソラがつぶやいた。


　話が通じたのかと、内心ほっとしたモモ、それからダニエルだったが、違った。ぜんぜん、百八十度違ってた。


「やっと、判わかった？」


　モモが訊きくと、那由多ソラは、こくんと、うなずいた。そして、言った。


「なら、わたしがあなたを倒す」


「──……は？」


　いよいよ、完全にめちゃくちゃになってきた。





　　　　♪





「あっちはあっちで盛り上がってるみたいだぞ。ハハハッ。オレたちがいなくても大丈夫そうだったしな。白いのか、蒼あおいのか、まあ、すぐに決着もつくだろう」


　ラムズヘッドがふわりと現れた。


「こちらはこちらで、お訊ききしますが。さて、あなた方はどうなさいますか？」


　もういっぴきのほうのラムズヘッドが、そのふたりに訊たずねた。


　ふたりはしばらく考えたまま、沈ちん黙もくする。


「忘れたか？　オレたちが、オマエらを滅び行ゆく世界から救ったこと。おまけに、レアな〝幻魔ゲルマ〟まで与えたんだぜ」


　ラムズヘッドがふたりの周囲をふわふわと漂う。


「まあまあ。この場で朽くち果てるのも結構ですが、一度拾った命です。大切にしてください」


　ふわりふわりともういっぴきは、そのブロンドの花のような少女の前を行ったり来たりする。


「此こ処こをどうするつもりだ」


　もうひとり、くすんだ金髪の少年が訊く。


「オマエらの世界と同じだよ」


「なっ！」


　ラムズヘッドの言葉に、少女と少年が同時に顔を上げた。


「どうしてそんなことをなさるのですか？」


　泣きそうな顔で少女はラムズヘッドに問う。


「実じつ験けんです」


　もういっぴきはふわりと揺れる。


「もしかして、バカげているとでもお思いですか？　なら哀かなしいですね。これは、失われた世界を取り戻そうとするあなた方の欲望も叶かなえる実験なのですから」


　もういっぴきのラムズヘッドが少年の傍そばをふわりふわりと浮かぶ。


「しっかし、此処は楽しいよ、オレ好みのバカばっかりで。ホーリィグレイルといい、あの、真っ白い死シニ神ガミといい」


　ラムズヘッドが言った言葉に、少年がぴくり、と反応する。


「白い死神……？」


「ああ、オマエらも一度戦やってんだっけ、あの白いヤツと。おもしろいよ。どうせなら、オレらで殺やりたかったけど。しょうがない、ホーリィグレイルがやってくれるっつうんだから。ま、負けてくれてもいいがな」


　ラムズヘッドが、ふわふわと笑う。


　少年は黙だまったまま何かを考えている。少女は、ワケが判わからずに瞳ひとみを潤うるませるだけだった。


「実じつ験けんをつづけるには都合のよいことですが。そうそう、あなた方に〝幻魔ゲルマ〟を与えているのも、実験のひとつなんですよ。判ってますよね？」


　判っているが、ふたりはうなずかなかった。


「まあ、しょうがないでしょう。長い間此こ処こにいたのですから、それなりの愛着もお有ありでしょうから」


　もういっぴきのラムズヘッドはふわりふわりと揺れながら、移動をはじめた。


「どうするか決めるのはおふたりですが、我われ々われとしては、早々に此処から離はなれていただきたく思っています。実験も残っていますから」


「オマエらの代わりなんて捜せばいるんだ。つっても、捜すのも面めん倒どうだけどな。ハハハッ」


　楽しそうに小こ馬ば鹿かにする言葉を残して、ラムズヘッドがもういっぴきにつづく。


「それでは、またお逢あいしましょう。キキ・デイジーロックさん。レスター・ポルファスさん」


　残されたふたりは、──キキとレスターは、しばらく黙ったままだった。誰だれもいない風紀委員室。こんな時間に、こんな場所へ、堂どう々どうと姿を見せるということは、ラムズヘッドの言っていたことは本当だろう。


　此処は、まもなく消滅する。
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　そして、〝再生〟する。


「……レス……」


　すがるようにキキはレスターに視し線せんを向ける。レスターは、じっと考えてから、


「仕方ないだろう」


　そう言った。


「本当にそうなのですか……？」


　レスターから返ってくる言葉が予想されたものだったのか、キキは哀かなしそうに訊たずねた。


「オレたちは、生きる必要がある。そのために、あんなヤツらに……」


　唇を嚙かむレスター。そっとキキが寄り添う。


「……それは判わかっています。でも……」


　納得できない。判っていても、判りたくない。


「オレたちの〝使命〟は、失われた世界を再び蘇よみがえらせることだ。それに犠ぎ牲せいが必要だというのなら……」


　最後まで言わなかった。言えなかった。レスターの目には、瞳ひとみに涙をいっぱいに溜ためたキキが映っていた。


　キキも十分理解している。自分たちのやろうとしていることは、途方もないこと。そのために自分たちを含めて、多くの犠牲が必要だということ。自分たちが失ったたいせつなものの分だけ、誰だれかの〝たいせつ〟が失われるかもしれない。


「それでもオレたちはやらなくちゃいけない」





　　　　♪





「──ハイブリッドドライブ」


　那ナ由ユ多タソラがつぶやくと、手にしていた携けい帯たいゲーム機きが空間に吸いこまれて消えた。代わりに、無数の〝カタナ〟が飛び出てくる。先日もそうだった。これが那由多ソラのチカラだ。


　モモも、鈍にび色いろのカマを持ち替えた。


　戦う。


　戦わなきゃならない。


　那由多ソラと、戦う。


「……やるしかねぇ」


　うなるようにつぶやく。モモは自分に言い聞かせた。本当は、まだ迷っている。那由多ソラに言われた通りだ。今、自分がすべきこと。守るべきもの。最さい優ゆう先せんにするのは、何か。すべてを選べない。どれかを選ぶ。そして、どれかを切り捨てる。今すぐ、目の前の那由多ソラを倒して、二匹のラムズヘッドたちに操あやつられている生徒たちを助けなきゃ。でも、


　──今いま谷たにのときのようにもう、助けられなかったら。


　モモは、討たなくてはならない。


　あれだけたくさんの少年少女を。


　奪うばわなくてはならない。


　意志も、欲望も、希望も、明あ日すも、未来も、全部。


　できるの？


　やらなきゃ、


　できるの？


　やらなきゃ、


　できないのに？


「やる……っ」


　自問自答。


　と、那ナ由ユ多タソラが動いた。


「……ぐっ！」


　振り下ろされる両手に持った二本のカタナ。モモは鈍にび色いろのカマで受け止めた。衝しよう撃げきで、屋おく上じようのアスファルトが半径一メートルほどえぐり取られる。


「……くそ、なんでだっ！」


　ダニエルが声を上げた。『対幻魔用位相空間モツシユピツト』を作り出せない。モモもダニエルも失敗した。何度やってみても、キャンセルされてしまう。キャンセルしているのは、那由多ソラだ。


　しかし、このままじゃ、モモはチカラを出しきれない。出しきれば屋上どころじゃない。校舎ごと吹き飛んでしまう。


　以前のように夜の校舎なら生徒たちはいなくなっているが、今は、まだ生徒たちが校舎にいる。


「やはり、あなたは勝てない」


　那由多ソラのカタナがモモを斬きりつける。


「……くっ！」


　よけたつもりが、背後の空間からべつのカタナが遠えん隔かく操そう作さで飛び出てきた。モモの花きや車しやな肩がぱっかりと口を開ける。血が噴ふき出す。


「モモっ！」


　ダニエルが駆かけ寄ろうとするが、


「わっ！」


　違うカタナが空間から出てきた。ダニエルの頭部をかすめる。カタナはそのままホバーリングして、ダニエルをロックオンした。動けない。


「ダニエルっ！」


　モモもその様よう子すに気づいて、助けようとするが、


「だから、言った。あなたは勝てないと」


　一本目、二本目、三本目のカタナを受け止める。


　が、


「ぐ……っ!!」


　四本目が太ももをかすめ、五本目が肩に食いこんだ。


「あなたの心は、〝やさしさ〟で満ちている。だから、あなたは、非情になりきれない。だから、あのとき、敵を討つことができなかった。今もそう、ほかの生徒を巻き添えにできない。そして、わたしも討てない」


「それでも、あたしはぁぁぁぁぁぁぁ──!!」


　身をよじって、モモは強引にカタナを身体からだから離はなした。肉が裂けて、血ち飛沫しぶきが雨のように降って、アスファルトを赫あかくした。


「あたしは──死シニ神ガミだっ」


　モモは鈍にび色いろのカマを振るう。


　しかし、


「…………」


　那ナ由ユ多タソラが無抵抗になった。


　カタナを振るうこともせず、モモが振り下ろすカマを真っ正面から受けようとする。


「…………………………だぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」





　叫ぶ。





　一いつ閃せん。





　鈍色のカマが振り下ろされた。


「…………やっちった……」


　モモが壊こわれそうな声で、ささやいた。


「はい、お仕し舞まい」


　那由多ソラが短く言った。


　──決着はついた。


　一いつ瞬しゆんだった。


　カマは、那由多ソラをとらえることなく、アスファルトを叩たたいていた。


　まとっていたヒカリがモモから消えていく。


　モモの身体から、シルバーアクセサリー、〝幻魔ゲルマ〟がするりと落ちた。


「あなたはもう、戦う必要ない」


　那ナ由ユ多タソラが言って、モモの〝幻魔ゲルマ〟を拾い上げる。


　それと同時に、モモが膝ひざから崩れ落ちた。


「モモ……ッ？」


　ダニエルの悲鳴が鳴る。


　モモの身体からだを、カタナがつらぬいていた。


「も、モモぉおぉっぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっぉおぉぉぉっぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおぉおぉぉぉぉぉぉぉぉぉおっ！」


　叫び声が、虚こ空くうに響ひびいた。





　それだけだった。













　　　　I Can (Not) Fly - fin.
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独奏「秘密の花園少女。」



solo: Unknown Star's Bolero / momo secret.5







　　　　♪





「きっと、神さまが見ていてくれるよ」


　と、誰だれかが言った。だから、よい子にしていないとね。


「神さまって、誰？」


「神さまって、何ど処こにいるの？」


　としかし、少女たちは訊たずねる。


「お空の上だよ」


　と、誰かは言った。


「お空の上には、何があるの？」


「お空の上には、お月さまやお星さまがいるんじゃないの？」


　少女たちは首をかしげる。


「神さまは、お月さまやお星さまに住んでいるんだよ」


　困った顔の誰かが言う。


「そうなの？」


「そうなの？」


　少女たちは、空を見上げた。


「そうだよ」


　誰かはほっと胸を撫なで下ろす。


「そうなのね」


「だから、みんな、お星さまにお願ねがいをするんだわ、きっと」


「そうね」


「うん、そうね」


　少女たちが、無む邪じや気きに微笑ほほえむ。


「わたしたちが、あのお星さまを手に入れたなら」


「あたしたちも、神さまになれるのね」


「うれしいね」


「よかったね」


　とてもうれしそうに、少女たちは、互いの手を取り合う。


　少女たちの無邪気さに、誰かは微笑みながら、


「それは無理だよ。それはできないんだよ」


　誰だれかがにっこりと微笑ほほえむ。


　ちっとも笑っていないのに、笑っていた。


「どうして？」


「どうして？」


　少女は右に、もうひとりの少女は左に首をかしげる。


　すると、


　誰かは言った。


「──本当は、神さまなんていないからだよ」


　誰かは薄うすい笑えみを浮かべる。


　さあ、泣くぞ。


　少女たちは、泣いてしまうぞ。


　そう思っていた。


　けれど、


　少女たちは、泣くこともなく、笑え顔がおだった。


　ふたりで顔を見あわせて、まるで、鏡かがみに向き合っているようにそっくりな素振りで、誰かを見上げた。


　そして、言った。





「神さまがいないことなんて、知ってるわ」


「だって、あたしたちは、最初から、ふたりぼっちだから」





　少女は笑った。


　もうひとりの少女は笑った。








　綺き麗れいに笑った。
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　　　　♪





　陽ひだまりにいる夢を見た。


　夢の中で、眠っていた。


　夢見る夢は、まるで白昼夢のようで、確たしかな不確か。


　やさしさにつつまれている気がした。


　絶望の淵ふちで、歌を唄うたっている気がした。


　誰だれかが誰かを呼んでいる。


　その声は、耳に遠く。近く。


　誰かが呼んでいる。


　声は、やさしく、なる。


　身体からだが軽くなる。


　空を泳ぐ魚になる。


　身体が重くなる。


　暗い深いミナソコに沈んでいく。


　ミナソコから手を伸ばして、かすかなヒカリをつかもうとした。


　鈍にび色いろの冷たい光。


　誰もいないよ。


　水の中で呼吸を忘れる。沈んでいくだけ。


　終わりの十秒間。


　はじまりの五秒間。


　手を伸ばして、ヒカリを捜す。


　誰かが呼んでいた。


　誰かを呼んでいた。


　たいせつに、なる、こえ。


　エコー。瞬しゆん間かんの、奇き蹟せき。


　ヒカリのエコー。


　白い手の、花きや車しやな指ゆび尖さきが触れる。


　エコー。重なっていく声。


　誰かが呼んでいる。


　誰かを呼んでいる。


「ああ、もう、起きなくちゃ」


　夢の中で、夢を見ていた。


　夢の中で、夢から醒さめた。


　目覚める。





　　　　♪





　真っ白い部へ屋や。


　全部が真っ白くて、何ど処こまでが床ゆかで、何処までが壁かべで、何処までが天てん井じようなのか、まったく距きよ離り感かんがつかめない。そのせいで部屋の中にある窓もまるで宙に浮いているようだ。バラバラな場所に配置された家具や小物などもそれを助長させる。


「──……もっ、…………──モモ……──モモ……っ！」


　声が鳴った。すぐ傍そば。


　そのかわいらしい男の子の声を知っている。とてもよく知っている。


「……うっさいなぁ……」


　と、自分では言ったつもりだったが、思いのほか喉のどが嗄かれていた。かすれかすれで声はちゃんと鳴らなかった。


「モモっ」


　喜んでいるんだか、哀かなしいんだか、ほっとしているんだか、焦あせっているんだか、よく判わからない。その名前を呼ぶ男の子の声は、複雑に感情が入り乱れていた。


　何をそんなに混乱しているんだろうかと思った。他ひ人と事ごとのようで、それが自分のせいだと気づくのには、もう少し時間がかかった。


「ねぇ、モモ、モモっ」


　また、男の子の声が名前を呼ぶ。


　ああ、それ、あたしの名前だ。


　意い識しきがはっきりとしない。モヤがかかっているみたく、ぼんやり。それでも少しずつはっきりしてきている。その黒目がちな瞳ひとみに光が戻ってきた。


　真っ白い天井だ。


　淡あわく光を映している天井は、遠くにあるのか近くにあるのか、感覚がつかみにくい。手をのばしてみる。自分でもよく判らない。何かをつかもうとしたのか。無意識だった。


　すると、手のひらにやわらかい、ぷにっ、とした感覚が触れた。


「よかった、モモっ！　気がついてっ」


　今にも泣きそうに聴きこえる男の子の声。


「…………ひとをいっぺん死んだみたいに……ゆうなっつーの……、つか、ダニエル……」


　あいかわらず声は掠かすれっぱなしだったが、さっきより少しはマシだろう。自分の手をつかんでいる、真っ黒の猫の姿をした──ダニエルの名前を呼んだ。


「重いんだけど……」


　天てん井じように向けられた瞳ひとみの焦しよう点てんはまだハッキリしないが、右手に重さを感じた。のばした手にダニエルがぶら下がるようにつかまっていた。


「あっ、ごめんっ」


　言って、するするとダニエルがすべり降りる。よほど興こう奮ふんしていたのか、ダニエルは何も考えずにとっさに反応して手をつかんでしまった。


「まったく……っ」


　深呼吸するようにつぶやいた。いつものカンジだと思った。


　ゆっくりと目を動かす。


　すぐ傍かたわらに、真っ暗な夜空があった。黄おう金ごん色いろの月がふたつ、浮かんでいる。


　焦点が合うと、輪りん郭かくがはっきりとしてきた。真っ黒い姿。赫あかい首くび輪わ。それから、おっきな黄金色の瞳。ダニエルだ。


「──一時はどうなることかと思ったんだから」


　ダニエルとは違う、子供よりも子供っぽい声が近くで鳴った。


「……んー？」


　馴な染じみのある声に、天井に真っ直ぐに向いてた顔をゆっくりと右に倒した。ついでに、これで身体からだに力が入ることが確かく認にんできた。


「ハロハロー」


　真っ白い、赫い眼のうさぎがこっちを見ていた。手を振るように長い耳をぱたぱたさせる。


「……てか、なんでチビリが此処こつちにいるワケ？」


　だいぶ声の調ちよう子しも戻ってきた。いつものような軽口で、赫い眼のうさぎに言った。


「そりゃそうよ。『モモが死んだ！』ってダニーがパニック状態で大おお騒さわぎしてたいへんだったんだから。んで、さっぱり状況が判わからないし、わたしがわざわざこっちまできたの」


　チビリこと、赫い眼のうさぎ──ルーシィが言う。ダニエルは、「そんな騒いでないし……」とかルーシィのとなりでもごもごなっている。まあ、騒いだんだろう。


「……バーカ。死んでない、っつーの」


　手を伸ばして、傍らのダニエルの頭を、ぽん、と叩たたいた。「うん」とダニエルは、少し気恥ずかしそうに、でも、なんだかうれしそうに笑った。


「まっ、死んでないけど、わたしも最初あんたを見たときは死んでるかと思ったわよ」


　冗じよう談だんのようにルーシィが言った。


　ベッドの上に横たわっていたのは、此処では──咲サヶカ本モトモモという名前の少女だ。


「どれくらいたった……？」


　モモがふたりに訊きいた。


　モモはようやくこの真っ白い部屋が、自分の部屋だと理解した。頭が通常の回転をはじめた。


　自分がこんな風ふうに意い識しきを取り戻すまでにはどれくらいあったのか。今の時点でモモの記き憶おくだけをつないだら、つい、さっきだ。


　けれど、ふたりの態度や口ぶりからすると、そんなもんじゃないはずだ。


「こっちの時間で、三日と半分くらいかな」


　ダニエルがモモの質問に答えた。


「けっこー、たったなぁ。……ったく」


　つぶやいてから、モモは身体からだを起こそうとした。


「モモっ」


　三日ぶりに目覚めたモモを心配そうにダニエルが見つめる。あのとき、モモが受けた傷とダメージなら、そうとう身体に負担がある。


「イテテ……。んーっ」


　全身を鈍にぶい痛みが駆かけ抜けるが、悲鳴を上げるような激げき痛つうじゃない。朝目覚めたのとおんなじに、おっきく伸びをしてみる。


「ふあぁぁぁあぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]……、よく寝た」


　大きく開いた口が、ぽくん、と鳴る。やはり、万全ではないが身体におかしい部分はない。


「……んー？」


　モモがベッドの上であぐらをかいて、首をひねった。死にそうになったワリに、思いのほか身体が動く。痛みが残っているくらいで、あとは、いつも通りだ。三日も意識が戻らなかったが、逆に、たった三日で回復するようなダメージでもなかったはずだが。


「……あたし、すげぇな。超回復？」


　おどけてモモが言った。


「んなワケないでしょ！」


　という、ダニエルやルーシィからのツッコミを期待した。モモはたぶん、ふたりが手当てをしてくれたから、ここまで回復できたと思ったからだった。しかし、ツッコミどころか、ダニエルが再び、複雑な表情になった。


「……なに？」


　モモが訊たずねても、ダニエルは、苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔で黙だまったままだった。


　すると、


「モモの傷がその程度ですんでるのは、ダニエルやわたしもそうだけど、もうひとりのおかげなのよ」


　ダニエルの代わりにルーシィが答えた。


「もうひとり？」


　その言葉を耳にして、モモの頭には次々と思いつく限りの『知った顔』が浮かんでくる。けれど、どれも「今、此こ処こにいるはずないしなぁ」と可能性とともに消えていく。可能性のありそうな顔も思い出されたが、


「あっちにいるわよ」


　ルーシィの言葉でそれもなくなった。


「それ先にゆえよー」


　考える必要なかったじゃん。と、モモがルーシィが視し線せんで示したほうに目を向けた。そのとき、ルーシィが苦にが笑わらいをしていた理由が、一いつ瞬しゆんで判わかった。


「…………は？」


　絶句した。


　さっき思い出した『可能性』にまったく当てはまってなかった。予想も想像もできなかった。


　何な故ぜなら、それは此こ処こにいるはずのない存在だ。


　なにしろ、モモが三日間も意い識しきを失って眠りつづける原因──


「──那ナ由ユ多タソラ……!?」


　真っ白い部へ屋やの中。モモのベッドから、少し離はなれたところに、背の低い椅い子すに腰かけた散ざん切ぎりボブの少女がいた。





　　　　♪





　あまりにも当たり前のように、いつものように、那由多ソラはそこにいた。


　ああ、まだ、意識が戻らないまま夢の中なんだ。ベタにちょっと強めでホッペをつねってみる。痛い。


　ああ、起きてるけど、寝ぼけてるのかも。ベタに二度ほど両手で目をこすってみる。


　うーん、視界良好。


　やっぱり夢でも幻でもなく、現実だ。


　モモはベッドに寝転がったまま、視線を向ける。


　花はな園ぞの学園の制服を着た那由多ソラは、学園にいるときと変わらず、古くさい携けい帯たいゲーム機きに視線を落とし、なにやらプレイ中。先日までならその姿を微笑ほほえましく思ってすらいた。今は違う。そんなに穏おだやかじゃない。


「ひとんちにきてまでゲーム？　そんな好きなワケ？」


　モモが言う。いろんな感情が入り交じっていた。そんなモモの科白せりふと同じように、ダニエルは何とも表現しにくい極キワ極キワに複雑な表情をしている。


　疑問。


　何故、那由多ソラが此処にいるのか？


　ダニエルの表情の答えは？


　那由多ソラは、無反応でゲームをプレイ中だ。代わりに、


「その子が、モモを此こ処こまで運んできてくれたのよ」


　ルーシィが説明してくれた。けれど、そのルーシィも那ナ由ユ多タソラの行動の意味がよく判わからないと、丸っこいちいさな身体からだで器き用ように肩をすくませた。


「おまけに、自分が負わせたくせにケガの治ち療りようをしてくれたのよ」


「ちりょう？」


　モモは、ルーシィから視し線せんを那由多ソラに移して、ちょこんと首をかしげた。那由多ソラは、モモを意い識しき不明の重体にして、モモを此処まで運んできて、さらに、モモに治療をほどこしたという。


　なに、それ……？


　どう考えても不ふ思し議ぎすぎて、モモは目が点になった。


「なんか、その子の持ってる〝幻魔ゲルマ〟も特殊なヤツみたいよ。戦せん闘とうもこなして、回復もできるっていうね」


　ルーシィが説明を付け加えた。自分の話になっているのに那由多ソラは変わらず、携けい帯たいゲームをつづけている。何か目的があるんだろうが、さっぱり判らない。もともと不思議な少女だったが、さらに滅め茶ちや苦く茶ちやだ。


　モモもモモで、破ハ茶チヤ滅メ茶チヤだし、支し離り滅めつ裂れつに感じるかもしれない。ときにはハメを外はずしすぎることもあるかもしれない。けれど、その言動には何かしら、一貫した理由と意味がある。


　那由多ソラにもそういう『確たしか』なモノがあるんだろうか。


「〝ゲルマ〟で治療なんて、なんか、流は行やりそうじゃん。それっ」


　いつものように冗じよう談だんっぽくモモは言った。


　けど、ダニエルは、まだ、複雑な顔をしている。


　ルーシィの話を聞いて、モモはダニエルがどうしてこんな顔をしているのか、なんとなく判った。


　那由多ソラは、モモを傷つけたくせに、此処まで運んできた。おまけに、モモを傷つけたその〝チカラ〟で、モモを治療した。ダニエルにしてみれば那由多ソラの行動は理解できず、しかもくやしくてしかたがないことだった。一方で、自分ひとりだったら、もしかすると、モモを助けられなかった可能性も感じていた。


　本当は、モモのパートナーの自分が助けたかった。でも、ダニエルには、那由多ソラと戦やりあうだけのチカラがない。重傷だったモモの傷を治したのも、那由多ソラのチカラ。ダニエルにできるのは応急処置程度だ。きっと、那由多ソラのチカラがなかったら、今もまだ、モモは目覚めるほどに回復できなかった。それも判っている。


　自分にチカラがない。判っている。


　那由多ソラにはチカラがある。判っている。


　ダニエルは、それがくやしい。何もできない自分がくやしい。


　でも、ダニエルがあのとき、那ナ由ユ多タソラに対して冷静さを失っていたら、もっと悲ひ劇げき的てきなことになっていたはずだ。


　モモを倒した那由多ソラに敵かなわないと判わかっていて、それでも攻こう撃げき的てきになっていたら、ダニエルではあっという間に返り討ちにあっていた。


　倒した相モ手モを背負って、「治ち療りようする」と連れていこうとした那由多ソラをダニエルが引きとめて、此こ処こへつれてこさせた。


　もしかすると、自分も那由多ソラに攻撃を受ける可能性もあったが、


「モモを守るっていったのは、おまえだろ！　じゃあ、一番いい可能性を選べよ」


　そう言って、ダニエルは誘ゆう導どうした。


　ほかは何も考えられなかった。〝敵〟のラムズヘッドたちがあの場から姿を消していたことよりも、モモを優ゆう先せんした。死シニ神ガミの仕つかえ魔まとして、失格かもしれない。それは仕事放棄だ。それでも、モモさえいれば、なんとかなると思った。だから、


「──ボクがモモを守らなきゃ！」


　ただ、それだけだった。


　那由多ソラの『モモを守る』ということに関してだけ、ぴったり同じだ。ダニエルを複雑極きわまりない顔にさせている理由のひとつになっている。


　どちらにしても、確たしかなのは、モモはダニエルと那由多ソラに助けられたということだ。


「さんきゅー、ダニエル」


　ぽん、と笑え顔がおでダニエルのちいさな額ひたいを花きや車しやな指ゆび尖さきでくすぐった。くすぐったさにダニエルの強こわばった表情が、「ふぇっ」とくずれる。


「それと、そっちにも言っといたほうがいい？」


　モモの視し線せんの先には、那由多ソラがいる。いつものモモならやられた相手に対して喰くってかかりそうだが、そうしなかった。


　すると、ずっと黙だまっていた那由多ソラが、


「いい」


　口を開いた。短く、それだけ。


　じとーっとした目でダニエルが那由多ソラを振り返った。


「そんな顔すんなってっ」


　モモは、ダニエルを抱き上げ、胸に抱いた。


「わたしにも礼のひとつやふたつほしいところね」


　ルーシィがぴょんぴょんと跳はねて、モモの頭の上によじ登ってきた。


「はいはい、チビリもさんきゅー」


　ダニエルから片手を離はなして、モモはルーシィの長い耳を軽く撫なでる。


　ああ、いつもの調ちよう子しのモモだ。


　そう、ダニエルもルーシィも思った。


　身体からだも心も戻ってきている。


　そう、思った。


　けど──違っていた。


　モモは言った。


「んじゃ、もうちっと寝させてもらおうかな……」


「え……？」


　と、ダニエルが見上げ、ルーシィが見下ろして、視し線せんをあわせる。


　モモはずっと意い識しきがなく眠っている状態だった。


　それが目覚めたからすぐに、「行動を開始しろ」とは言いたくないが、呑のん気きにしていられないのが現状だった。モモが眠っている間に、状況は悪くなっていく一方。


　ラムズヘッドたちはさらに『実じつ験けん』を進め、被害は広がっていた。


　また、花はな園ぞの学園の生徒の数人が意識を失って病院へ運ばれ、そのまま入院中。なんの疑いもなく、それはあの二匹のラムズヘッドたちの『実験』の影えい響きようだ。放っておけば、まだ被害者が増えるだろう。


　学園や町のオトナたちは、医学や科学など様々な最新の技術をもって、生徒たちに起こっていることの真相を探るが、原因は不明のまま。


「未成年の若者だけが感染する未知のウィルス」というゴシップが一番の有力な情報として一人ひとり歩あるきしていた。


　虚むなしく時間だけがすぎていく。仕方のないことだ。この惑ほ星しの持っている知識じゃ、すべてを知ることは不可能なんだから。


　そして、モモが目覚める少し前、ついさっきだ。ついに、オトナは、『未知のウィルス』の可能性を考こう慮りよし、──新トウキョウ王オウ子ジ花園学園の全学部の閉へい鎖さを決定した。


　休校じゃない。閉鎖だ。現在、花園学園は生徒たちどころかオトナたちもいない完全な無人だ。昼過ぎに、校舎や関係する建物のすべてを消毒除じよ菌きん作業が行われることになっているが、それもただの気休めや社会的な建て前だろう。学園関係者やほかのオトナたちも、さすがにこんなことで解決できると思ってない。気休めにもなるかどうか。


　しかし、マスコミ向けのパフォーマンスにもなる。オトナたちは、この事件の原因究明と同じくらいに、世せ間けんを無む闇やみにあおるマスコミの対応にやっきになっていた。


　しかし、オトナたちは無力だが、ダニエルとルーシィは、モモが眠っている間、ただ指をくわえて状況を眺めていたワケじゃない。モモが目覚めたらすぐに行動に移せるように、きっとモモもそうするだろうと、ダニエルもルーシィも自分たちのやるべきことを進めてきていた。


　ラムズヘッドたちやあの〝幻邪魔モスフエツト〟についての調しらべをつづけた。ルーシィが此こ処こにいる理由のひとつも、ダニエルが要望した調ちよう査さや研究結果を死シニ神ガミ局きよくから持ってきたからだ。


　それらすべて、モモがいて、モモが再び立ち上がると思っていたから。けれど──


「ちょっと、待ってモモっ。今目が覚めたばっかりで、こんなこと言いたくないんだけど……状況は悪くなる一方なんだ」


「……」


　としかし、モモは無言でダニエルをベッドに下ろし、自分はそこへ横になろうとする。


「モモ、すぐに動き出しても遅いくらいなの。今までも後手後手に廻まわってたけど、そんなもんじゃない状況よ」


　ルーシィがぴょんとモモの頭から跳とび降りて、ダニエルのとなりに並んだ。


　ふたりが見つめる中、モモはふたりに背を向けるようにして横向きに、ベッドに寝転がった。


「モモぉっ」


　情けないため息のような声を漏らすダニエル。


「ちょっと、あんたわたしの苦労をムダにするつもりっ？　わざわざこんな辺境の惑ほ星しまでひとりでえっちらおっちらきたっていうのに。甘えん坊のダニーにせびられて、研究機き材ざいも持ってきたのよっ？」


　ルーシィはとがめるように言う。それは本気のワケじゃない。いつもの調ちよう子しで軽口で言えば、いつもの調子でモモは軽口で返してくるからだ。そうすれば、いつものようにモモは面めん倒どうくさそうにしながらも、〝死シニ神ガミ〟として立ち上がると考えていた。


　でも、モモは、


「あたしじゃ意味ないよ……」


　ちいさくつぶやいた。


　それは、ダニエルにも、ルーシィにも、絶望的な声に聴きこえた。


　静まりかえる真っ白い部へ屋や。


　長い沈ちん黙もく。


　空気に乗って、那ナ由ユ多タソラがプレイする携けい帯たいゲーム機のビットノイズだけが、耳に流れこんできた。





　　　　♪





　こっぴどく敗まけた相手に助けられるのは、情けない話だ。


　しかし、モモには、那由多ソラに反抗する気持ちが薄うすれていた。


　まだ、──迷っていた。


　いや、迷いは深くなっている。真まっ暗くら闇やみの中、出口のない迷路を永遠に彷徨さまようように、深い深いミナソコに沈んでいく。闇はココロをむしばむ。消えない傷跡をえぐる。ヒカリを嫌い、さらなる暗ヤ闇ミを呼ぶ。


「──わたしがあなたを守る」


　那ナ由ユ多タソラはそう言った。


　じゃあ、


「それならそれでいい」


　と、モモは思った。


　モモは、死シニ神ガミとして〝幻魔ゲルマ〟に関かかわるすべての者を、『敵』を討たなければならない。


　モモは、〝幻魔〟や〝幻邪魔モスフエツト〟に捕らわれたすべての者を、生徒たちを助けたい。


　迷っていた。


　だが、那由多ソラと戦って、敗れた。


　つまり、モモは両方とも選べなかったんだ。


　迷うことすらできなくなった。


　迷って、迷って、迷って、彷徨さまよって、結局、選べなくなった。


　遅すぎたんだろうか。


　でも、考えを変えてみよう。


　だって、選ばなくていいんだ。そうだ。もう、迷わなくていいんだ。


「……寝る……」


　ちいさく、短く言った。モモは毛布を頭から被かぶってベッドにもぐりこんだ。


「モモ……っ！」


　ダニエルが毛布をはがそうと前まえ脚あしを伸ばしたが、


「放っておきましょう」


　と、ルーシィがそれをやめさせた。モモに対して『あきらめ』を抱いたワケじゃない。モモが自分の殻からにこもってしまったなら、そっとしておくのが一番だと判わかっているからだ。


　もちろん、そのことは、ルーシィをふくめた同じチームのひとりとしても、仕え魔パートナーとしても、ダニエルはよく理解していた。


　が、頭では判っていても、ダニエルはイラ立ってしまう。


　こんなのはモモじゃない。


　モモは、それが正しくても、正しくなくても、間違わなくても、間違っても、自分の考えを持っていた。他人に押しつけられた考えや価か値ち観かんをものともしなかった。かたくなに『自分』を持っていたんだ。


　でも、今、此こ処こにいるモモは、違っている。


「……モモっ」


　吐と息いきといっしょにダニエルから、パートナーの名前が漏れる。この名前を何度口にしただろう。この名前に何度助けられただろう。何度、勇気をもらっただろう。何度、笑え顔がおになれただろう。


「くそぉっ」


　何もできない自分がくやしい。ダニエルは、くるりと反転してモモに背を向けた。


　と今度は、視界の中に、那ナ由ユ多タソラが入ってくる。


「……おまえさえいなかったら……！」


　そんな科白せりふが口からこぼれそうになったのをダニエルは、懸けん命めいに呑のみこんで、押し戻した。このまま、くだらない感情なんか消化してやるんだ。


　那由多ソラに当たっても、汚い言葉を投げつけても、意味のないこと。


　モモのことを守ると言った。


　言葉とは、逆に、モモを傷つけた。


　また逆に、モモを助けた。


　那由多ソラは、──今のモモじゃ、ラムズヘッドたちに勝てないと判わかっていた。


「そんなこと、どうして判ったの？」


　モモが目覚める前、ルーシィが那由多ソラに訊たずねた。


「確かく率りつの話」


　と、那由多ソラが短い言葉で話したのは、的確な『モモ』の分析だった。


　おそらく、モモが学園にやってきたときから、ずっと、モモを見ていたんだろう。モモの状態を察知していた。さらに、モモの戦せん闘とうデータと、ラムズヘッドの戦闘データ、それから導みちびき出されたのが、答えだった。


　迷いがあるモモには、ラムズヘッドたちが操あやつる学園の生徒たちを攻こう撃げきできない。


　そして、那由多ソラは、モモを討った。


　ラムズヘッドたちと戦わせないために。


　モモを守るために、モモを討ったんだ。


　それ以上、那由多ソラは詳しいことは何ひとつ口にしなかったが、不ふ可か思し議ぎな言動の謎なぞを紐ひも解とこうとした結果だ。そうすれば、「モモを守る」と言いつづける意味も理解できる。


　無む茶ちや苦く茶ちやな理屈だったが、ダニエルもルーシィも、納得してしまった。納得できてしまった。今、ベッドの上のモモを目まの当あたりにすれば、なおさらだ。


　だから、


「……なんだよ、もうっ」


　自分に対して、モモに対して、誰だれかに対して、何をどうして何にイラ立っているのかすら、判らなくなりそうだ。


　すると、


「ダニエル、わたしたちはわたしたちのやるべきことをやりましょう」


　ルーシィが言って、ぽむっ、とダニエルの背中を叩たたいた。


「信じましょう。モモのこと。それはダニエルが一番よく判っているでしょ？」


「……うん。そうだね」


　自分のやらなきゃいけないこと、やるべきことをやろう。


　信じているから。


　いつのように、いつもと同じだ。


　信じるよ。


「モモ……」


　ベッドの上、モモに声をかけた。でも、やっぱり、返事は返ってこなかった。それがいっそう、ダニエルの心をぎゅっと締しめつけて、苦しくさせた。


　もう一度、ルーシィがダニエルの背中に触れる。ちょっぴりやさしく、撫なでるように、でもその背中をしっかりと押した。


「うん」と、うなずいてダニエルは、モモのベッドから、ひゅたっ、と跳とび降りた。


「そうそう」と、ルーシィがそれにつづく。


　ダニエルは、ちらり、那ナ由ユ多タソラに目をやった。変わらずゲーム中だ。文句のひとつも出てこなかったので、そのまま横をすりぬけて、スゥ、と目の前に現れた扉とびらの中に飛びこんだ。


　いつもならモモの作業机の傍かたわらが、ダニエルの作業スペースだが、今のモモの姿はあまり見ていたくないというのも、本ほん音ねだ。こっちへやってきたルーシィが使用している空間の部へ屋やに移動する。


　ダニエルが違う空間の部屋に入っていたのを見て、


「わたしたちは、作業に入るから、モモのことよろしくね。なんかしようってんなら、早めに行動起こしてね。わたしたちが相手になるわ」


　那由多ソラに近づいたルーシィは、冗じよう談だんのように言った。那由多ソラは、何も言わず、携けい帯たいゲーム機きに視し線せんを落としたままだった。


　きっと、那由多ソラもここにいるうちは、モモが『安全』だと知っているはずだ。


「モモを守る」という言葉に偽いつわりがなければ、敵対行動を取ることもないだろう。ルーシィもダニエルを追って、べつの部屋に入っていった。





　　　　♪





　部屋の中では、ダニエルが作業スペースに着いていた。すでに超情報端末デバイスを起動させている。さすがは死シニ神ガミ局きよくでも指折りの優ゆう秀しゆうな仕つかえ魔まだ。仕事が早い。そして、少し安心した。


　モモのことで相当に落ちこんでいるんだろうけど、それでも自分のやるべきことを見失ってない。


　ただ、デバイスの画面の端に、ちっちゃく、モモのいる部屋をモニターするウィンドウが開かれていた。





「ま、しょうがないか。見たくないけど、心配だから見ちゃうってゆうカンジねぇ。まあ、わたしもだけど」


　ひとりごちて、ルーシィも死シニ神ガミ局きよくから持ってきた機き材ざいにつながった自分の超情報端末デバイスに触れた。画面モニター上、ふたつのウィンドウが表示される。ひとつは、モモのいる部へ屋やの様よう子す、もうひとつはラムズヘッドたちの〝幻邪魔モスフエツト〟の解析データ。


　モモの意い識しきのない間に、ダニエルとルーシィの作業は、かなり進んでいた。


　あれだけ分析も解析もできなかった『敵』のあたらしい〝幻魔ゲルマ〟のことも、判わかりつつある。


〝幻邪魔〟はまったく新しい〝幻魔〟じゃない。ある〝幻魔〟を元にして、生み出されたモノだった。それまでは〝幻魔〟を改造することさえ難むずかしいとされていたことから比べれば、人工的に生み出された〝幻邪魔〟は、新種といってもいいかもしれないが。


　那ナ由ユ多タソラが持っている〝幻魔〟は特別なモノだ。


　普通なら、ひとつの〝幻魔〟には、ひとつの〝意志〟がある。つまりそれは、ひとつの〝幻魔〟は特化した能力をひとつ有しているということになる。


　細分化はできるが、大まかに──


　モモやキキは、攻こう撃げき。


　ダニエルやレスターは、補助。


　という風ふうに。


　しかし、那由多ソラは、攻撃や補助や回復など複数の能力を高いレベルで持っているようだ。


　ようだ。というのは、ダニエルもルーシィも那由多ソラの能力のすべてを把は握あくしているワケじゃないため。それでも、


「モモを守るんでしょ。モモのために情報を」


　とかなんとかルーシィが言って、那由多ソラから情報を入手できた。そこから、那由多ソラの能力がハイレベルかつユーティリティだと簡かん単たんに予想できた。それだけじゃなく、ラムズヘッドたちや、〝幻邪魔〟の情報も那由多ソラは持っていた。


　ダニエルだけなら入手できなかったデータだった。さすがにモモをやりこめたり、死神局の幹部を相手取り『モモの活動に自由を与える』公約を取りつけたのは『口撃力』を持ったルーシィの能力チカラだ。


　那由多ソラから、というのが、ダニエルは気に入らなかったが、そんなこといちいち気にしていられない。猫の手も借りたいくらいの状況なんだ。


「猫の手も、って。猫のくせにねぇ」


　ルーシィがぽそりとつぶやいた。


「猫じゃないしっ、猫っぽいだけっ！」


　いつものように、ダニエルがツッコミ返す。


　いつもと同じ。これでモモがいれば完全なのに。


　ダニエルは、モモがいる部へ屋やの様よう子すが映るウィンドウに目をやって、すぐにやめた。そして、ウィンドウも閉じてしまう。


「ボクがやれることは、これだもん」


　誰だれにも聴きこえない声でダニエルはつぶやいた。


　モニターに向かい、データとにらめっこをつづけるんだ。


　そんなダニエルを見て、満足そうにルーシィが赫あかい眼を、つるん、とさせた。モニターのウィンドウには、ベッドの上のモモが映っている。丸くなっているだけだ。さっきと変わってない。ルーシィは、モニターを操そう作さして、モモから少し離はなれたところにいる那ナ由ユ多タソラの様子をうかがった。


　那由多ソラは自分の知らないことを話さない。よけいなこともだ。それでも、あれほど判わからなかった『敵』やその目的が見えてきた。それに──


　モモに対しても、荒あら療りよう治じかもしれないが、これがきっかけになるかもしれない。


　ベッドの上。膨ふくらんだシーツの小高い丘。モモの存在が一ひと際きわちいさく見える。


　こんなちいさな女の子に、いつも『選せん択たく』を迫らなくてはならない。それは苦しい選択だった。でも、もう選んでしまったんだ。


　そして、モモも選んだはずだ。こうなった今もモモが選択した過去が今につながっている。なら、それを未来につなげなければならない。


　それをできるだけ助ける。それがルーシィが選んだこと。モモに〝今〟を選ばせた未来への責任だ。


「条件はそろった。あとは、歯車がかみあえば、反はん撃げきできるわっ。そのためには──」


　ルーシィは垂れた長い耳をぱたぱたさせ、自分の超情報端末デバイスに視し線せんを戻した。


　モニター上のウィンドウは、モモの姿を映していた。





　　　　♪





　ラムズヘッドたちの実じつ験けんもまた、最終段階に入ろうとしていた。





　陽ひがひどく高くあるはずだが、それは目視できない。退ハ廃イ色イロの分厚い雲が空を覆おおいつくしている。雨が降らずにいるのが不ふ思し議ぎなくらいだ。


「さすがにやってくれたなぁ」


　封ふう鎖さされ、誰だれもいなくなった花はな園ぞの学園。屋おく上じようにふたつの影かげ。


　ひとつは、頭部だけが人型の羊ラムズヘツドだ。ふわふわと宙に浮いている。


「おかげさまでというのでしょうか。〝蒼そう空くうのホーリィグレイル〟、あいかわらず謎なぞだらけですがね。今何ど処こで何をしているのやら」


　もうひとつは、ラムズヘッドだ。ふわりふわりと宙を漂っている。


「いいだろ。もうすぐ、この『実じつ験けん』も終わりだ」


　ラムズヘッドが言う。


「そうですね。これでようやく我われ々われのチカラを証明できます」


　もういっぴきのラムズヘッドが言う。


「オレたちの勝ちだ」


「まあ、勝ち負けというものでもないですけど」


「〝マザー〟も喜んでくれるさ」


「そう、だといいんですがね」


　ラムズヘッドの言葉に、もういっぴきのラムズヘッドが大おお袈げ裟さな演技のように肩をすくませる仕し草ぐさでこたえた。


「すべては、〝マザー・メリー〟の導みちびきのままに、だろ？」


「それもそうですね」


　ラムズヘッドがふわふわと宙に浮かぶ。もういっぴきもふわりふわりとそれに並行する。


　二匹は、屋おく上じようからさらに上空へと舞まい上がる。


　見下ろす世界。


　王オウ子ジ町とほぼイコールの範はん囲いを誇る花はな園ぞの学園が一望できた。


　誰だれもいない。


　いや、──いた。


　封ふう鎖さされ誰もいないはずの、初等部にも、中等部にも、高等部にも、ひとの姿がある。


　それは、今は、意い識しきを失なくして病院のベッドで眠っているはずの──生徒たちだった。


　数十人の生徒が、王子町の中心にある花園学園中等部と高等部の校舎を囲み、円を描くように配置されていた。


「条件も材料も、全部そろったな」


「ですね。あとは、ころ合いを見計らって、空カラっぽの身体うつわに〝意志〟を注ぎこんでやるだけです」


「いよいよか」


「いよいよですね」


「このために、兎うさぎの毛みたいな作こ業とを繰くり返してきたんだ、わざわざな」


「イミテーション創つくるのは簡かん単たんでしたけど、バラまくのは地味にたいへんでしたもんね」


　二匹のラムズヘッドは、くるくると入れかわりふわふわりと空くう宙ちゆうを舞う。


「でも、それも今日きようで報むくわれる」


「そして、我々は──次の世界へと」





　雨が降りだした。





　　　　♪





　ダニエルとルーシィは、ラムズヘッドたちの『実じつ験けん』の真相に近づこうとしていた。


　しかし、近づくにつれ、同時にラムズヘッドたちの実験が終わりに近づいていることも判わかってきた。残された時間は多くないだろう。


　何とかしたいが、何にもできない。今の現状、どうしようもない。


　モモは、変わらず。シーツと毛布のまぁるいちいさな丘がベッドの上にできていた。ダニエルにもルーシィにも、さっきよりもちっちゃくなっているように見える。


　どうするんだろう。


　どうしたいんだろう。


　どうすることもできないと、思っているんだろうか。


　どうにもしたくない、ならないと、思っているんだろうか。


　時間だけが、ただ、過ぎていく。


　こうしている間にも、また、花はな園ぞの学園の生徒たちの中から被害者が出るかもしれないんだ。


　だけど。


「……モモ」


　ダニエルは、ちいさく吐と息いきまじりにつぶやいた。モニターのウィンドウにはモモの姿を表示させていないが、手を止めるとふと考えてしまう。


　真っ白い部へ屋や。真っ白いベッドの上で、モモは真っ白のシーツと毛布にくるまっている。


　部屋を移動すれば肉眼でモモの姿を見ることができるし、声もかけられる。こんなに近くにいるのに、どうしても、遠くに感じる。ダニエルは、自分の声が届かない。そんな気がした。


　となりで超情報端末デバイスに向かって、ダニエルと同じようにモモの戦せん闘とうデータや〝幻邪魔モスフエツト〟のデータ解析をしているルーシィが、


「ダニエルっ、集中集中、もうちょいなんだから」


　そう、声をかけた。


「あ、うん……うんっ」


　気のない返事をしたあと、あらためて、ダニエルはもう一度、うなずいた。自分をいましめるように。しかし、すぐに作業の手は止まってしまう。作業が終わりに近づけば近づくほど、そわそわして、背中越しに、向こうの部屋のモモが気になってしかたがない。このデータ解析が終われば、モモの戦闘を助けられるはずだ。でも……。


「ダニエルーっ」


　再度、ルーシィがうながす。


「あっ、ごめんっ。こっちのデータ解析の処理もうすぐ終わるから……っ」


　あわてて作業に戻るダニエル。


「いいわ」


　としかし、ルーシィが言った。


　なにが、いいの？


　言葉にはしなかったが、ダニエルはルーシィの科白せりふの意味を理解しきれなかった。大きな黄おう金ごん色いろの瞳ひとみを、ぱちくり、もう一回、ぱちくり。


「データ解析はあと少しで終わる。あとは、デバイス任せで放っておいても終わるわ。それに──きっと、もうすぐ敵も動くわよ」


　ルーシィが短い前まえ脚あしを腰らしい部分に当てる。


　赫あかい眼が真っ直ぐにダニエルに向く。


「でも、このままじゃダメ。データがあってもわたしたちでなんとかなるワケじゃない。判わかってるでしょ、ダニエルも」


　そう言われ、一いつ瞬しゆんの間があったが、ダニエルはゆっくり、こくん、と首を縦たてに振った。


「ボクらふたりだけじゃダメなんだよね。ボクらは全員でチームだから」


「うん、そうよ」


　力強くうなずいた。ルーシィの長い耳がぱたぱた跳はねる。


「判ってるんなら、あの──バカをなんとかしなきゃだわっ」


　ルーシィがやれやれと視し線せんを向ける。ルーシィの超情報端末デバイスのモニターに映るウィンドウが拡大されて、シーツにくるまっているモモの姿が大きくなる。


「うんっ」


　ダニエルは身体からだを反転させた。


　視線の先、見つめる向こう。モモがいる真っ白い部へ屋や。


　真っ白いベッドの上の真っ白いシーツと毛布のちいさな丘。


「こういうフォローもわたしたちの、仕事よ」


　ルーシィは言った。ぴょん、と跳ねる。


「パートナーだもん」


　ダニエルは、全身真っ黒なのに尖せん端たんだけが小指の先ほど白くなっているしっぽで、ちょんと超情報端末デバイスをつついて、モニターをクローズさせる。ルーシィのデバイスとシンクロさせ、残りのデータ解析は、デバイスまかせにした。


　今、ダニエルがやらなきゃいけないこと。


　今、ダニエルにできること。


　データの解析や研究もそうかもしれないけど。


「パートナーとして、仲間として、できることがあるはずだ」


　ダニエルが作業していた場所から、とんとん跳はねてモモのいる部へ屋やへ向かう。


「まだ、眠ってるつもりなら、顔ひっぱったいて起こしてやんなきゃだわ」


　ルーシィもそれにつづく。


　本当のところ、


　ダニエルにも、ルーシィにも、迷いがあった。


「──モモをこれ以上、傷つけることはしたくない」


　学園のこと、クラスメイトのこと、敵のこと、那ナ由ユ多タソラのこと。モモは、身体からだもそして心も傷ついた。深く深く。


　たぶん、自分で自分を閉じてしまうくらいに。


　でも、本当にそれでいいんだろうかと、思った。


　同時に、このまま、そっとしてあげたいと思った。


　べつに、モモじゃなくてもいいんだ。


　ほかの誰だれかがこの『事件』を解決できればそれでいいんだ。


　けど、今、この町で、この惑ほ星しでそれができるのは、──モモだけなのも事実。


　クラスメイトを助けることができず、那由多ソラに打ちのめされたモモは、目覚めたときにすっかり気力を失いかけていた。


　モモなら、きっとなんとかできる。してくれる。そういう思いのあったダニエルだったが、モモの言葉に姿に、心が痛くなった。


　それでも、考えてみよう。想おもってみよう。感じてみよう。


「モモっ」


　真っ白い部屋に入ると、あいかわらず椅い子すに座ってゲームをやっている那由多ソラの横を通り、まっすぐベッドに駆かけ寄った。すぐ傍かたわらで、ダニエルが呼びかける。


　シーツにくるまったままのモモからは反応がない。本当に眠っているのか。いや、


「モモ、ふてくされてないで、もう起きなさいよっ」


　ルーシィも駆けつける。そのままシーツと毛布の丘の上に登って、ぴょんぴょん跳ねた。着地のたびにシーツが波打つ。


　そっとしておこうと考えたのが甘かった。このままじゃ、モモはどんどん奥へ奥へ、深く深く心の内側に潜もぐってしまう。それほどモモのココロの痛みは大きかった。其そ処こは、ヒカリの届かないミナソコだ。そうなってしまう前に。


　モモの痛みを半分受け取りたい。それはできないことだ。判わかってる。


　それができないから、仕方ないと、さっきはあきらめそうになった。ダニエルもルーシィもその選せん択たくを選んだ。


　だけど、それは、間違いじゃなくても、正解じゃない。けっして。


　もし、選択が間違いだったなら、


「選び直そう」


　ダニエルは言った。


　この声は届くんだろうか。届いてほしい。そう願ねがって。声が鳴る。


「選べなかったんなら、もう一度、選ぼう」


　やさしく、なる、こえ。


　声が届かなくても、届けよう。恐れずに。拒こばまれても。


　ココロの音に耳を澄すまそう。


　ココロの扉とびらをノックする。


　モモがこれまでたくさんのひとたちに、そうしてきたように。


　たくさんの〝こえ〟を届けようとしてきたように。


　届かなくても、届かないと判わかっていても、モモは、そうしてきたんだ。


　今度は、ボクらだ。


「ねぇ、モモ、聴きいて。ううん、聴かなくてもいいや。でも、話すね」


　ダニエルが話しはじめると、ルーシィがモモから降りてきてダニエルのとなりに並んだ。


「ボクも、ルーシィも、信じてるよ、モモのこと」


　モモの、こえ。


　モモの、チカラ。


　モモの、ココロ。


　モモの、ことば。


　モモの──想おもい。


　これまで、モモはたくさんのひとを助けてきた。ときには、傷つけて、傷つけられて。それでも、モモはたくさんのひとに関かかわろうとした。


　多少は、大だい胆たんで強引で傲ごう慢まんなところもあったかもだけど、此こ処こへやってきてからも、モモはたくさんのひとに、ココロに触れた。触れようとした。


　だからだ。


　花はな園ぞの学園でモモが関わってきたひと──生徒たちは、少しだけ、少しだけだけど、変わっている。


　前を向けなかった者は、少しだけ、前を向けるように、前を向こうとするようになった。


　うしろを振り返られなかった者は、少しだけ、振り向けるように、振り向こうとするようになった。


　それは、ほんのわずかな、些さ細さいな変化かもしれない。でも、モモが関わってきたことで起きた、変化だ。


　けど、それは今、とても大きい。


　何な故ぜなら、


　ラムズヘッドたちがバラまいた『願ねがいを叶かなえる石』は、花はな園ぞの学園ほとんどの生徒たちの手に渡ってしまっている。モモたちにも対処ができないくらいに。そのせいで、ほとんどの生徒たちがラムズヘッドたちの手中に堕おちてしまっているといっていい。


　だが、モモが〝幻魔ゲルマ〟や〝改造幻魔モデイフアイ〟を通じて関かかわった生徒たちは、全員、その『願いを叶える石』を手にしていなかった。もちろん、数十人の生徒のように意い識しき不明にもなっていない。


　それがどういうことか。


　モモが関わった者たちは、みな、何かに頼りすがった結果、堕ちていった。


　それをモモが救った。


　そして今、自分の足で、その道を選び進もうとする。


　生徒たちはみんな、〝幻魔〟に関する記き憶おくをモモによって〝消去〟されている。それなのに、みんな、道を選ぼうとしている。


　きっと、それは、モモの〝こえ〟がココロに届いたからじゃないだろうか。


　記憶を失っても、奪うばわれても、何かが残った。


　モモも、生徒たちの『その後』を知っているはずだ。


　どんな風ふうにモモが想おもっているかは判わからないけど。モモの想いは届いている。


　そうなんだ。


「みんな、モモがいたから、変われたんだ」


　ダニエルは言った。


「モモがやってきたことは、正解じゃないかもだけど、絶対間違いなんかじゃなかったわ」


　ルーシィも声を重ねる。


　真っ白い部へ屋やに響ひびく。こえ。ふたつのこえ。


「……けど、もう、なにやってもダメじゃん……。助けられないなら、あたしじゃなくてもいい……」


　オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが返ってきた。やっと。消えそうな、壊こわれそうに脆もろい声。


「ううん、違うよ」


　ダニエルは、首を振った。


「モモだからだわ」


　ルーシィは、長い耳をぱたぱたさせた。


　ダニエルもルーシィもモモから返ってきた言葉が、本当の声だとは思ってない。


　たしかに、モモが関わった生徒たち、みんな、これから先また弱い自分に負けてしまうときがくるかもしれない。


　今は、希望なんてないと、何にもすがれずに絶望しているだけかもしれない。


　でも、絶望するのは、本当は何ど処こかに希望があると知っているからだ。


　だから、前を見る。


　だから、うしろを振り返る。


　みんな、自分の意志がある。自分で自分の道を選んで、進むことも、戻ることもできる。


　が、


　多くの生徒たちが、ラムズヘッドの手の中。それは、みんなが意志も希望も自分で選べなくなっているのと同じことだ。


　もうすでに、たくさんの生徒たちの意志が奪うばわれている。自分の意志とは違う、ラムズヘッドに都合のよいべつの意志で操あやつられていた。


「モモじゃないとダメだったんだ。だから、モモは此こ処こにいるんでしょ？」


　ダニエルの言葉は、響ひびいて届く。


　このまま、モモが何もしなくても、何も変わらない。


　何かをしたとしても、何も変わらないかもしれない。


　けど、何かをしたなら、何かが変わるかもしれない。やってみないと判わからないんだ。


　これまでもそうだった。


　きっと、これからもそう。


　そして、ダニエルとルーシィは、その可能性にたどり着いていた。


　あとは、モモの〝想おもい〟があれば。


　ダニエルが言う。


「今なら、まだ、助けられるかもしれない」


　ダニエルとルーシィは、〝幻邪魔モスフエツト〟のことや、『敵』が偽物イミテーシヨンをバラまいた目的を捜さぐりながら、同時に、意志を奪われた生徒たちを助ける方法を見つけようとしていた。


　モモのクラスメイト──今いま谷たにのときはできなかったことだ。


　今谷は、彼女自身の欲望をラムズヘッドたちによって暴ぼう走そうさせられてしまった。それに気づけなくて、手遅れになった。


　しかし、今、意い識しき不明中の生徒たちは、今谷と違い──意志を奪われてから、べつの意志を注入されているような状態。そのべつの意志で操られている。


　なら、そのべつの意志を絶つことができれば。


　奪われた意志を取り戻すことが可能だったなら。


「けど、奪われた〝意志〟が戻る可能性は低いだろうね……」


　ダニエルの声のトーンが一段落ちた。


　当然のことだけれど。ひとの意志は、そのひと自身、個人のモノだ。意志がなければ空カラっぽの器うつわ。また、今谷のような悲ひ劇げきを繰くり返すことだってある。


　それでも、可能性は『無ゼロ』じゃない。


「だったら、やるべきじゃない？　わたしたちは、わたしたちのやれることをやるの」


　ルーシィは、モモをおおうシーツに手をのばした。ダニエルも同じように手を伸ばす。


「ボクらはやらなきゃならないんだ。そして、モモのできることは、まだあるよ。きっと──」


　そう言って、ダニエルと、ルーシィは、真っ白いシーツを強引にはがした。


　ちいさな丘は消え、そこに膝ひざを抱えるように丸くなったモモが、こっちに背を向けていた。


　知ってる、モモ？


　こんなにも花きや車しやでちいさい背中に、何度も何度も、助けてもらったこと。救われたこと。


　迷いはある。誰だれにだって。大きいのや、ちいさいの。


　それでも、信じる。


　モモのこと。


　この花車な背中を。


「やれることなんて、ないよ」


　モモがつぶやくように言った。


「──でも、あきらめるってのは、もっとナイわっ」


　その声は、オトナびているのに子供っぽい不ふ思し議ぎな響ひびきで、真っ白い部へ屋やに鳴った。


　いつもの、モモの声。


　ダニエルとルーシィが、見上げる。


「モモ……っ」
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　そして、呼ぶ、その名。


「迷うこともやれることのひとつなら、迷ってやる。とことん迷って、ダメだったら、こんな迷路、鉄てつ拳けんでブチやぶってやるっつーのッ!!」


　振り返ったモモの黒目がちな瞳ひとみは、真まっ直すぐに、ふたりを見ていた。





　戻ってきたヒカリ。


　那ナ由ユ多タソラがその姿を見つめていた。





　　　　♪





　選せん択たくは誰だれにだって、そのとき、迫る。


　選べば、選ばれる。


　選ばれれば、選ぶ。


　そのときを。


　その瞬しゆん間かんを。





　そこは、花はな園ぞの学園の学生寮りようのひとつ。いろんなところにぬいぐるみがいて、ホワイトとピンクの装そう飾しよくの可愛かわいらしい部へ屋やだった。


「本当に、これでよいのでしょうか……」


　ウェーブがかった長いブロンドの少女が伏し目がちに言葉をこぼした。ファンシーな天てん蓋がいのベッドに浅く腰を下ろしている。


「……さっきから、そればかりだな」


　ベッドから少し離はなれたところに立っているのは、ダークブロンドの少年だ。涼しげな目もとが、雨の降りだした窓の外に向けられていた。


「このままでは、此こ処こは失なくなってしまうのですよね」


　少女は、キキ・デイジーロックは、真っ直ぐな瞳ひとみで見つめる。


「いいと言っている」


　少年は、レスター・ポルファスは、キキを見ずに外を眺めたまま答える。


　キキの部屋の中、顔を合わすとふたりは、ほとんど同じ会話の繰くり返しだった。


　ふたりは、選せん択たくをしなければならなかった。


　いや、一度は選んだはずだった。


　しかし、キキは、その選択の、迷いの中に立ちつくしていた。


　迷いの中、声を上げる。


　その声は、レスターに向けられている。


　レスターは、答えているようで、答えていなかった。さっきから、一度も、キキを、キキの瞳ひとみを見ていない。


　本当は、キキよりも、レスターのほうが、選せん択たくの迷路の中を彷徨さまよっているのかもしれなかった。


　キキはそれに気づいていた。だって、ずっと、いっしょだ。


　幼いころから、ずっと、いっしょに、レスターはキキの傍そばにいてくれた。


　今はもう存在しない世界のこと。


　キキは『お姫さま』で、レスターは執しつ事じとしてそれに仕えていた。ときには、兄妹のように、幼おさな馴な染じみの友人のように、親子のようにしかられたり、しかったこともあった。平和で平へい穏おんで、それはいつまでもつづくと思っていた。


　判わかっている。はじまりがあれば、終わりもある。


　でも、突然だった。


　世界が、失なくなった。


　世界が失くなる直前に、キキとレスターは、ある存在に救われ、べつの世界へとやってきた。


「きっと、その〝石〟とあなたたちの強い〝意志〟が願ねがいを叶かなえるでしょう」


　そう言ったのは、ある存在──頭部だけが羊の人型ラムズヘツドだ。


　キキとレスターは、〝幻魔ゲルマ〟という願いを叶えるための〝チカラ〟を手にするのと引き替えに、ラムズヘッドたちが行う『実じつ験けん』への協力を決めた。


　それは選択だった。


「世界をもう一度、取り戻すために」


　それを選ぶしかなかった。


「ですが……今、わたしたちは、選ぶべき道を選んだと胸を張れますか？」


　キキの言葉が、重い空気を震ふるわせる。


「そうだ。オレたちはオレたちのなすべきことをやるんだ」


　レスターの言葉が跳はね返る。


「それは、この学園を離はなれるということですか？」


「そうだ」


「それが、選択……」


「ああ……」


　空気が、言葉が、想おもいが、重みを増し、ふたりの肩に乗っかってくる。


「本当の本当に？」


　キキがレスターに想いすがる。


　今日きようの今日まで、キキはレスターのいうことに反抗すること、逆さからうことをしてこなかった。


　ずっと、一番傍でキキを助けてくれた。


　レスターは、ひどく辛つらい思いをして、自分を犠ぎ牲せいにしてきただろう。


　判わかっている。だから、キキもレスターの犠牲の分、自分も犠牲にしようと誓っていた。


　だけど、


「どうしても、私には、これが正しい選せん択たくとは思えないんです」


　キキは心の迷路の終わりに立っていた。あと一歩を踏み出せばいいだけ。


　それは、ひとりでは意味がない。これまでのように、手を取っていければいい。そう思うが、


「間違っているというのか？」


　レスターはレスターで想おもっていた。キキを守るために、願ねがいを叶かなえるときめた選択をつらぬくために。


「レス」


　呼びかける。


　こっちを見てください。


　私の目を見てください。


　心の声が響ひびく。それが届いたように、ずっと外に向けていた視し線せんを、レスターはキキに向けた。


　真まっ直すぐな目。真っ直ぐに突き刺さって、


　鳴なり響ひびく、声。


　消せない、記き憶おく。


　消えない、想い。


「此こ処こにはもう、たくさんの想い出があります」


　キキの声は、やさしくなった。


「たくさんの想い出ができてしまいました。そうですよね。時間が過ぎるということは、そういうことなのですから」


　自分たちは、選ぶのか。


　また、失う。


　想い出や記憶や、たいせつなものをたくさん失なくした。


　また、失うのか。


　たいせつなひとや、たいせつなものを失うことの、哀かなしみを、また、増やすのか。


　また、自分たちのような哀しみを背負った者が生まれる。


　心が歪ゆがんでいる。願いを叶えるために。


　心を閉じこめている。願いを叶えたいから。


「でも、私の心はまだ、死んではいませんっ。レスもそうじゃありませんか？」


　レスターは、答えずに、キキの視線から逃げるように、伏し目がちになった。


　すると、


「私は、ひとりでも戦います」


　ハッとレスターは顔を上げる。驚おどろいた瞳ひとみが揺れた。


　キキがこうして、自分の〝意志〟を見せるのはいつ以ぶ来りだっただろうか。


「私が此こ処こで朽くちようとも、私たちの願ねがいはきっと叶かないます。──だって、レスがいるんですから」


　そう言って、キキは、笑った。


　その笑え顔がおの純粋さに、その笑顔のあたたかさに、レスターは、目を離はなせなかった。


　ずっと、見つめてきた笑顔だ。


　この笑顔が見たくて、辛つらい思いにも耐えきれた。


　ああ、忘れていた。


　キキの甘さは、キキを傷つけることになる。


　なら、自分がその盾たてになろう。


　キキの意志の強さは、キキのやさしさだ。


　だから、自分はその瞳に誓ったんだ。


　キミを守る。と──


「オレたちはオレたちのやるべきことをやる」


　レスターが言った。


　真まっ直すぐに、キキを見て。


　キキは、微笑ほほえんで、うなずいた。





　それは、選せん択たくだった。


　願いを叶えるために、選んだ。


　此処を捨てることじゃない。


　もう、失なくしたくない。失くさない。


　自分たちの居場所を自分たちで、──守るんだ。


　此処が、たとえ自分たちにとって、一いつ瞬しゆんの〝幻まぼろし〟のような世界だったとしても。


　朝、目を開ければ覚める夢を、意味のないモノだと思いたくない。





　キキとレスターは、迷いの迷路を出た。


　たとえ、そこがさらなる迷路の入り口だったとしても。





　此処は、たいせつな場所だから。


　今、


　此処にいるんだ。


　此こ処こに、立ってる。





　　　　♪





　信じてほしいと願ねがうなら、信じることだ。


　信じられるということは、信じることだ。


　信じられないなら、信じればいい。


　自分を誰だれかを。


　もしか、自分が信じられなくなってしまっても、自分を信じてくれる誰かのことなら信じられるから。





　だから、もう一度、信じてみよう。って、思ったんだ。


　誰かが信じてくれる自分なら、信じられる。


　自分を信じてくれる誰かなら、信じられる。








「──とういうアレでっ」


　真っ白い部へ屋やの中。モモは、花はな園ぞの学園の制服でも、死シニ神ガミ局きよくの制服でもない、自分の〝制服〟、真っ白いワンピースに身を包んでいた。赫あかい靴を肩幅に開いて、仁に王おう立だつ。


「何が、アレなの？」


　小声のダニエルが、ルーシィに視し線せんをやるが、ルーシィは得意の「さぁ？」で器用に肩をすくませるだけだった。


　モモの黒目がちな瞳ひとみに映る、少女がひとり。


　散ざん切ぎりボブの少女、那ナ由ユ多タソラ。この部屋にきてからずーっと同じ位置、同じ姿勢で携けい帯たいゲーム機きで何かをプレイしている。もちろんゲーム機だからゲームだろうが。


「あたし、やっぱ、やんなきゃだわ」


　モモは、モモらしい科白せりふで、それを那由多ソラに伝えた。普通のひとが聴きいたら、なんのこっちゃか、判わからない。けど、ダニエルもルーシィも察した。きっと、那由多ソラも。だからだろう。那由多ソラは言った。


「それが意味のないことだとしても……？」


　うつむき加減の視線はゲーム機に落とされたまま。


「うん」


　モモは、こくんと、うなずく。


「あなたの戦いがムダになるかもしれない」


「うんっ」


　もう一度、はっきり、モモは首を振った。縦たてに。


「それでも、あたしは、やらなきゃならないことをやる。それだけだよ。だって、それが──あたしの〝意志〟だから」


　オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが、空気に触れてやさしく、なる。


　正直な話、


　──迷いはまだある。


　でも、やるべきことはまだ、やってない。


「じゃあ、いつでもかかってきていいよ。今度は、絶対に──負けないっ！」


　モモは言って、首からさげた、カマとワンストラップシューズがモチーフになったシルバーアクセサリーに手をやった。


　傍かたわらのダニエルとルーシィにも緊きん張ちようが走る。


　空気が怯おびえているみたく、ぴりぴりと、震ふるえた。


　那ナ由ユ多タソラの〝チカラ〟は、知っている。しかも、それが全力じゃないかもしれないことも。


　けど、負けない。


　勝てなくても、負けない。


　モモは、迷いながらも、覚悟を決めた。


　迷って、彷徨さまよって、ようやくたどり着いた場所に、たとえ、何もなくても。


　想おもいに答えはないかもしれない。


　でも、やるべきことがある。


　突つら抜きたい想いがある。


　こんなときにどういうワケか、モモはすっきりとした笑え顔がおになっていた。


　すると、


「そう」


　モモの笑顔に反応するように、那由多ソラが動いた。ピコン、とボタンを押して、ゲームをしていた手が止まる。


　渇かわいた喉のどでダニエルは、ごくん、空気だけを呑のみこむ。


「さあ、おっぱじめようか。この部へ屋やはもともと『対幻魔用位相空間モツシユピツト』みたいなもんだから、思いっきりかもーんっ！」


　モモは笑えみは不敵に変化して、まるでカンフースターの構えで那由多ソラを「かも～ん[image: ]」と挑発する。


　まるで緊きん張ちよう感かんがないようだが、あたりは張り詰めた空気が包みこんでいた。


　びりびり。


　ぴりぴり。


　ひりひり。


　そのとき、那ナ由ユ多タソラが、すぅ、と立ち上がった。


　いよいよ、くるか！


　モモもダニエルもルーシィもそう思った。卑ひ怯きようでも「三対一で戦やって殺やれだっ！」は、アイコンタクトもない三人の中の暗あん黙もくの了解だった。


　ところが、那由多ソラは立ち上がって、モモを見つめるだけだった。


「…………っっ？」


　思わず、ダニエルが黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをぱちぱちさせ、那由多ソラを見上げる。それから、ルーシィに、モモに視し線せんを向けた。ふたりとも、ダニエルと同じように、目を丸くしていた。


「なら、そうすればいい」


　那由多ソラが言った。


「はい？」


　モモとダニエルとルーシィが目を丸くしたまま、首を同じ角度で傾ける。


　と、那由多ソラが付け加えるように、


「あなたはそう決めた。それならいい」


「……止めないの？」


　モモが訊たずねる。


「必要ない」


　短く、那由多ソラが答える。


「なんでっ？」


「必要ないから」


「いやいやいやいやいやいやいやっ！　だって、戦ったじゃんっ！　じゃあ、なんであたし、やられたワケっ!?」


「あのときはあのとき」


「今は、違うってゆうの？」


「そう」


　こっくん、那由多ソラはうなずいた。





　──ハァァァァァァァァ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ァァっ!?





　モモがヤンキーだったら、下からしゃくり上げるようにガンくれてたかもしれない。


　どういうこと？


　戦やらないってこと？


　ってことは、このままあたしを行かせるってこと？


「──なんでだ!?」


　ついに、ダニエルが声を上げる。


「それは、あのときだから」


　繰くり返しになった。那ナ由ユ多タソラの目は、見つめるモモのほうに向けられている。


「あのときのあなたと、今のあなたは違う」


　何を言ってるんだ。と一いつ瞬しゆん頭がよぎったが、「もしかして」ダニエルもルーシィも同じように、そう、考えた。


　今のモモと、あのとき──那由多ソラに敗まけたとき。


　数日前のモモは、迷っていた。迷いに迷っていた。


　今もそうかもしれないが、違う。


　あのとき、モモは迷うことに戸と惑まどい、思考、感覚、すべてを鈍にぶらせていた。


　けれど、今のモモは、迷いながらも、『迷い』を受け入れた。


「迷ってなんぼのもんじゃいっ」


　くらいに思っている。


　それは、迷いのない迷いだ。


　迷うことは、悪いことじゃない。誰だれにだってあることだから。最悪なのは、あきらめること。


　迷い、彷徨さまよい、疲れ果てて、そこで朽くちる。迷いこんだ迷路の出口を捜すのをやめてしまえば、すべて、そこで終わってしまう。


　モモは、出口の見えない迷いの中で、あきらめそうになっていた。


　自分じゃ無理なのか。


　自分がやってきたことは意味がなかったのか。


　誰も助けられない。


　助けたくても、助けられない。


　花はな園ぞの学園で、死シニ神ガミになる前のモモと同じ歳としくらいの生徒たちとふれあった。


　モモはすっかり学園になじんでしまっていた。


　そこに学園での生活があり、クラスメイトがいて、今いま谷たにたちがいて、それが当たり前のように思えていた。


　そのことにもモモは困こん惑わくしていた。死神としての自分を一瞬、忘れそうになる。遠い過去に置いてきたはずの──普通の女の子としての自分。


　冷れい徹てつになれば、いい。


　捨ててしまえばいい。


　そうすれば、あの日、モモは今谷を討つことができただろうか。


「それは今も判わかんないけど……。でも、何もできなかったんじゃなくて、何もしなかった」


　モモは、那由多ソラを真っ直ぐに見る。


　今いま谷たにを討ったのは、那ナ由ユ多タソラだ。


　そのとき、モモの心は、「自分じゃなくて、誰だれかがやってくれるなら」と甘えを持ってしまった。自分で選ぶべき未来を、決めなかった。


　ああ、助かった。とさえ思った。


　なのに、迷いはいっそう深くなる。モモの心はどんどん深い闇やみの中に堕おちていく。


「けど、咲サヶカ本モトモモ──あなたは、決めた」


　那由多ソラが真まっ直すぐにモモを見つめる。


　あのとき、迷いがあったモモは、チカラを出しきれなかった。ラムズヘッドたちに操あやつられてしまった生徒たちを、救うことも、討つこともできない。選べなかった。その気持ちが、モモを弱くしていた。


　だから、那由多ソラは、モモを討った。守るために。


　そして、


「あなたが何かを守るなら、わたしは、何かを守ろうとするあなたを守る」


　バカみたいな理屈でバカみたいにおかしな科白せりふに聴きこえた。


　本当におかしな話だ。


　モモがラムズヘッドたちに敵かなわないと、モモを討って。今度は、モモを助けるようなことを言う。敵なのか、味方なのか、やっぱり、判わからない。


　なのに、モモ、ダニエル、ルーシィから緊きん張ちようが消えた。


　この迷路の中は、もしかして、出口なんてないのかもだ。けど、あきらめなければ、見つかる可能性はある。見つからないなら、横に穴をブチ開けてでも出られるかもしれない。


　モモは、それに気づいた。


　迷いのない迷い。


　手を伸ばす。と、真っ白い部へ屋やの中に突然、扉とびらが出現した。遠近感のない部屋だ。ずっとそこにあったのかもしれないが、モモの意志に反応して、そこに現れたようだった。


　扉を開く。外へとつながる。


「じゃあ、いきますかー」


　モモは、明あっ軽かるい声を弾ませた。いつものように。


　扉に手をかけ、外へ出る。


　それに、ダニエルがつづく。そして、──那由多ソラも。


「なんだよ、おまえもついてくるつもりか!?」


　思わず、ダニエルが振り返って、那由多ソラに疑問の瞳ひとみを向ける。


「わたしも行く。守るから」


　那由多ソラは言った。モモを守るつもりらしい。


「おまえ……」


　本当にどういうつもりなんだっ？


　ダニエルがそう言う前に、


「いいじゃん。好きにすれば」


　モモの声が鳴った。とてもオトナびているのにひどく子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイス。


「邪じや魔まはすんなよ？　──ソラ」


　モモは、笑った。その名前を呼んで。


　名前を呼ばれた──ソラは、モモの声に、こくんと、うなずいた。


　まだ、その意図がよく判わからない。


　だけど、ソラの言葉に噓うそがない。


　そう、思った。


「うっし、いくぞ、ダニエルっ！」


　モモは言って、扉とびらの向こうへ踏み出した。


「うんっ！」


　ダニエルが追いかける。


「いってらっしゃーい。わたしは、此こ処こでバックアップしてるからー」


　ルーシィは長い耳をぱたぱたさせ、見送り手を振る。その赫あかい眼でソラを見上げた。


　ソラは何も言わず、一いつ瞬しゆんだけ、視し線せんがあった。モモとダニエルのあとに、つづいて、扉の向こうへ消えていった。


　真っ白い部へ屋やには、真っ白いうさぎによく似たルーシィがひとり。


「……さてと、わたしはわたしのやるべきことをやんなきゃね」


　ぴょんぴょんと跳はねて、死シニ神ガミ局きよくから持ってきた超情報端末デバイスのところに近づく。


「モモのことはあったけど、このタイミングで本部から出られたのはラッキーだったわ」


　触れるとデバイスが何ど処こかへのアクセスを開始する。


「もし……死神局、いえ、そのもっと上、〝星を観る者スターゲイザー〟と、ラムズヘッドになんらかの関係があるなら……」


　デバイスがアクセスを知らせる点滅を繰くり返していた。





　　　　♪





　空は太陽を隠されたと、泣きながら、雨を降らせる。


　おっきな粒の、たくさんの、雨。


「大丈夫だよ」


　誰だれかが言った。


「どうして？」


　空が訊たずねる。


「もうすぐ、晴れるよ」


　誰だれかが、太陽が言った。








　雨の中を、ヒカリが駆かけ抜けていく。


　ヒカリは、みっつ。


　ひとつは、真っ白いワンピースに赫あかい靴をはいた女の子。


　ひとつは、黄おう金ごん色いろの瞳ひとみを持った真っ黒の猫。


　ひとつは、制服姿の散ざん切ぎりボブの少女だ。


「ラムズヘッドたちがバラまいてた『願いを叶える石イミテーシヨン』は、ひとつひとつはまったく意味のないモノなんだ。その通り、何の〝意志〟も持たないただのまがい物」


　ダニエルが言う。モモが眠っている間にデータの解析や調ちよう査さで判明したこと。


「けど、違ってたんだ。〝意志〟を持っていないからただのまがい物だと思いこむように作ってあった。これはボクらの先せん入にゆう観かんもあって、まんまとだまされたワケだね。そして、空からっぽの石は、手にした者の『願ねがい』という〝意志〟を少しずつ吸い取ってたんだよ。意い識しきを失った生徒たちは、中でも特に大きな意志、大きな願いを持っていたから選ばれてしまったんだ」


　本物の〝幻魔ゲルマ〟は、持ち主の〝意志〟を得て、チカラをもたらす。


　偽にせ物ものは、吸い取るだけだ。おまけに、自分の意志を失なくしてしまう。


「なるほどねー」


　モモは長い髪にまとわりつこうとする雨粒を片手で払う。


「〝敵〟は、イミテーションを通して、今度は空っぽになった者へ、べつの〝意志〟を送信する。そうやって、生徒たちを操あやつってる」


　そのことがダニエルの言う『助けられる可能性』にもなる。


　少ない可能性。でも、やらなきゃゼロのまま。


　モモの目の前には、すでに、花はな園ぞの学園が見えていた。毎日、通っている見なれた校門がすぐそこにある。雨が降っている以外はいつもと何も変わらないのに、いつもと全然違って見える。


　学園にひとの姿はない。


「なんか寂さびしいカンジだなぁ……」


　ぽつり、モモがつぶやく。


「そうだね……。って、ゆうかっ。なんで、ボクが傘かさを持ってるの？」


　ダニエルがぼやく。モモの肩の上に登って、真っ白い花のカタチの傘をさしていた。


「下げ僕ぼくだろっ、そんくらいしろよぅ」


「げ、下僕じゃないしっ！　仕つかえ魔まですっ！　てか、おまえもなにげに傘に入ってるよなっ！」


　ダニエルは、モモにツッコミを入れず、そして返す刀で、ソラにツッコんだ。


　傘かさの下、モモの傍かたわらにぴたっと、雨に濡ぬれないような位置にソラがポジショニングっている。


　ソラのためじゃなくて、モモのために傘をさしているのっ。


　そんな視し線せんを送りつけてやるダニエルだったが、ソラはまったく気にしてない。雨に濡れないベストポジションを確かく保ほ中。


「さてと、此こ処こにいるんでしょ？」


　モモが訊たずねる。ラムズヘッドたちのことだ。


　ソラは答えず、ダニエルが、「此処から生徒たちに〝意志〟の送信が行われてるんだ」と傘持ちをしながら。


「あたしが居眠りしている間に、よくそんなところまで調しらべられたね」


「まあ、ね……」


　ダニエルの声はちいさい。全部自分たちだけで調べたワケじゃなくて、一部（しかもコアなところ）をソラの情報が補っている。そのおかげで、この短時間でここまでこぎ着けられた。


　もちろん、ダニエルの気持ちは複雑だ。モモをあんな目にあわせた相手で、しかも、なんで今もいっしょに行動しなきゃなんないのか？　納得できない。


　そんなダニエルの想おもいが触れた肩から伝わるのか、モモは、


「おっけー、ダニエル、いっちょブチかましたりますかっ！」


　手を伸ばして、ダニエルの額ひたいを指先で撫なでた。


　くすぐったそうに目を細めるダニエル。今度は、モモの想いが、言葉にしなくても伝わってくる。今は、自分の気持ちを押しこめよう。やるべきことがあるはずだ。


「終わったら、おぼえとけよっ！」


　ダニエルはちいさく言った。もちろん、ソラに。


　もちろん、ソラは、無言スルーだった。


　また何か言いたくなったダニエルだったが、


「行くよっ」


　とモモが歩きだした。傘をたたんで、モモの肩からぴょんと降りる。二歩ほど遅れて、ソラもつづいた。


　このところ毎日のように行われていた生徒会と風紀委員の『あいさつ合がつ戦せん』も、人ひと気けもない校門を抜ける。


　と、すぐだった。


「……んっ」


　モモは、身体からだ全体に違和感を覚えた。これは、モモやダニエルの持つオリジナル〝幻魔ゲルマ〟の能力を抑おさえる──対幻魔用擬ぎ似じ空間。対幻魔用位相空間モツシユピツトとは異なるべつのチカラ。


　ラムズヘッドたちの仕し業わざだ。


「ったく、こっちの動きバレバレじゃん」


　モモが呆あきれた風ふうにつぶやく。


「それもそうだよ。どうどうと正面から突っこんできてるんだから……」


　もっと呆れた風にダニエルがぼやく。


「うっせー。こういうのは、正面突破が基本じゃんっ」


　なんの基本なのか。ダニエルにはモモに問い返す気力がなかった。でも、こんな緊きん張ちよう感かんのないやりとりは、いつものこと。そう、いつも通りだ。いつもの、モモだ。


「──てか、完全にナメられてんなぁ」


　モモが言った。








　───リン。








　何もない空宙だ。


　しかし、よく見ると、そこだけぽっかりと空間が歪ひずんで、雨をはじいている。楕だ円えん形けいの歪んだ空間は、ふたつ。


「あ、また、バレちゃいましたか？」


　ぽっかりと楕円に歪んだ空間から、棒読みの科白せりふのようなオトコの声が聞こえてきた。


　次の瞬しゆん間かんには、さらに空間が盛り上がり、裂けるようにそこから闇やみが出てきた。


「〝蒼そう空くうのホーリィグレイル〟が殺したかと思ってたのにさ、おチビちゃんっ。いっしょにいるのは、どういうことだよ」


　楽しく踊るように弾む声は、頭部だけが羊の人型ラムズヘツドだった。


「そうですね。こちらとしては、『実じつ験けん』に加わっていただける方が減って、哀かなしんでいたところです」


　もういっぴきのラムズヘッドが、ラムズヘッドのとなりにならぶ。科白廻まわしのような口く調ちよう。


「しっかし、ワケ判わかんねーな、〝蒼空のホーリィグレイル〟。なんでオマエが、死シニ神ガミといっしょなんだよ？」


　ラムズヘッドが、ふわふわと宙を漂う。


「倒された者、倒した者、戦いの中でしか生まれない『友情』というやつでしょうか？」


　もういっぴきが、ふわりふわりと、前まえ脚あしを組みアゴらしきあたりに当てながら感心する。


「ワケ判んないのは、こっちもだっつーの」


　モモは愚ぐ痴ちりながら、しかし、見上げるラムズヘッドたちから視し線せんを外はずさない。


「いいや、もう。ごちゃごちゃしたのは、あたしっぽくないし。とりあえず、おまえらムカつくから──ブッ飛ばさせろやっ」


　口もとに笑えみを浮かべ、モモは一歩前へ出る。


「できればそうさせてあげたいんですが、我われ々われにも我々の都合がありますので」


　もういっぴきが、芝しば居いがかった口く調ちようで言う。


「でも、丁ちよう度どいいところにきたよ、オマエら」


　ラムズヘッドがふわふわと地上に近づいてくる。


「もうすぐ──世界が変わるその瞬しゆん間かんに立ち会えるぞ」


　ラムズヘッドは、踊るように地上一メートルくらいを、ふわふわ、くるくる。


「世界が変わる？」


　ダニエルが身構えた。こいつらはまともじゃない。けど、無能でもない。


　陰でこそこそ動いていたと思えば、堂どう々どうと姿を現す。


　この前も、姿を見せても自分たちに不利益に働くことがないと判わかっていたからだ。したたかで大だい胆たん。そして、それはつまり、今、姿を現しても困ることがないと判断した状態にあるということ。ラムズヘッドたちのいう『実じつ験けん』が最終的な段階を迎えているということだろう。


　間に合わないのか……？


　ダニエルの頭によぎる不安。証明するように、ラムズヘッドたちの『口』はなめらかだった。


「この世界を形作っているのは〝意志〟です。ひとの意志、動物の意志、植物や、様々な意志で溢あふれている」


　もういっぴきの演技っぽさが派は手でさを増す。まるで、大舞ぶ台たいで多くのオーディエンスを前に演じられるミュージカルのよう。


「ならば、それらを集めることができたときどうなるのか。様々な意志をひとつの方向へ持っていくことができたなら。もしくは、思うままに、その意志をコントロールできたら？」


　ラムズヘッドははしゃぐ気持ちを抑おさえられていない。


「それができたら、次だ。今度は、世界の意志をあたらしい意志に変えてみるんだ」


「意志を上書きされた世界はどうなるでしょう？　あたらしい意志の下もとにその姿を変えるのか？　興きよう味みがありませんか？」


　もういっぴきも地上に降りてきた。二匹は交互に入れかわったり、八の字を描き、ふわふわりと漂う。


「〝能力チカラ〟は持っているだけじゃ、無意味なんだよ。それを有意義に使う。しかも、それをどう使うかを考える。誰だれも考えたことのないことを考える。サイエンスで、クリエイティビティだろ？」


　震ふるえるほど楽しいんだろう。ラムズヘッドから笑い声が漏れ聞こえてくる。


　ご機き嫌げんで饒じよう舌ぜつ。


「このあたりに生徒たちを配置しておいた。ここらへんは子供たちの『純粋な意志』のたまり場だ。純白を塗り替えるのは、楽だろ？」


　確かく信しんに迫ることをまだ訊きいてもいないのに、ベラベラとしゃべくりまくる。


　ようは、アレだ。こいつらは、サイエンティストかクリエイターのつもりなんだろう。


『実じつ験けん』という言葉を使っていたように。すべては、意味のないこと、理解のできないことに思える。が、ラムズヘッドたちには意味があり、これまでは、それらを達成するための行程を経ていたにすぎない。


　一番最初のラムズヘッドも、そいつが花はな園ぞの学園の生徒に〝改造幻魔モデイフアイ〟を渡していたことも、強い意志を手にしたつもりになってしまった生徒が暴ぼう走そうしたのも、〝幻邪魔モスフエツト〟を作り生徒たちの意志を暴走させたことも、今いま谷たにが欲望に取りこまれてしまったのも、生徒たちに『願ねがいを叶かなえる石』をバラまいたのも、そんな偽物イミテーシヨンを使って生徒たちを支配したのも、全部々々、実験のひとつだ。


　その終着点が、ひとの〝意志〟を集め、それらを自分たちの意志で操あやつり、世界の意志すらも上書きしようとすること。


　サイエンティスト、クリエーター気取りのこいつらは、第三者に自分たちの『成果』を試したくて、見て欲しくて仕方がないんだ。


　それに付き合わされるのが、──モモ。


「ひとつひとつなら取るに足らない〝意志〟でも、塵ちりも積つもれば山となるってやつだな」


　ラムズヘッドは、ぴたりと動きを止めた。


「そう、意味のないことでも繰くり返して、繰り返して、何度も繰り返すことで、意味のあるものと変わる」


　もういっぴきのラムズヘッドも、ラムズヘッドと向き合うように動きを止める。そこから、ゆっくりと二匹は同時に正面に構えたモモたちのほうへ身体からだの向きを変えていく。


「ふざけるな」


　ダニエルは飛び出しそうになった。そのもこもこの着ぐるみひつじを引っかきまくってやりたかった。けど、


「──あっそ」


　先にモモが言った。


　とてもオトナびているのにひどく子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが、雨に透とおって、鳴る。


「つーか、塵も積もればとか、意味のないとか、ふざけてんじゃねーっつーの……っ」


　声は穏おだやかに鳴るが、たしかな怒りが滲にじんでいた。


「べつにあんたらが何をやろうとしてんのか、もう、どうっでもいい……！」


　モモは、首からさげたシルバーアクセに手をやった。


「けど、あたしの──下げ僕ぼくどもに手を出したら赦ゆるさないっ！」








　──はいっ？








　ダニエルは、思いっきりよろけて、すぐ傍そばの水たまりに頭からダイヴしそうになった。


「げ、下げ僕ぼくって！　こんなときになにゆってんの!?　ザ・緊きん張ちよう感かん！　もっと、緊張感を持って、モモ！　この張り詰めた空気！　頰ほおに感じてっ！　ぜひっ!!」


　マシンガンツッコミを放つダニエル。だったが、モモは、止まらない。見たこともない真ま面じ目めな表情で、言い放った。


「あたしは〝王子さま〟になんなきゃなんだよっ！　まずその野望の第一歩としてのこの学園が失なくなったらどうしてくれんだッ！　あたしの下僕がいなくなんだろうがッ、つーか、勝手に手ぇ出すなっつーのっ!!　此こ処こは全部もう、──あたしのもんなのっっ!!」


　なんかもう、





　すっこーん、





　とスリッパで頭を叩たたかれた気分だった。


「泣いてしまいたい……」


　ダニエルは思った。


　でも、これが、これこそが、いつもの──モモだっ！


　この緊張感のない科白せりふも、ツッコミも久々の感覚。こんなにとんでもなくバカげているのに、なんだか顔がにやけそうになってくる。


　モモは、完全にモモだ。戻ってきた。


　そうだ。笑えばいい。いっそ、笑ってしまえばいい。今は泣いている（泣かされている）場合なんかじゃなんだ。しかも味モ方モのせいで……。


　敵は目の前にいる。頭部だけが羊の人型ラムズヘツド。いや、それだけじゃなかった。


「──勝手に貴様のモノにするな」


　背後から声がした。冷たい鉄のように鋭するどい少年の声だった。


「──ん？」


　ちらり、モモが黒目がちな目を向ける。


「あれれ？　どうして、咲サヶカ本モトモモさんが？」


　モモをフルネームで呼ぶ、ウェーブした長いブロンドが小首をかしげていた。


「き、キキちゃんっ!?」


　うっかり手にしたシルバーアクセを落っことしそうになった。


「こんにちは。お久しぶり、でしょうかぁ？」


　キキがぺっこりと腰を折って深々と頭を下げる。








　…………。








　モモもダニエルも、ラムズヘッドも呑のみこまれた。


　張り詰めた緊きん張ちよう感かんが一気に、へし折れる。一いつ瞬しゆんにして、そこがおキ花畑キゾーンと化す。


　ただ、ずーっと、モモとダニエルのやりとりにも、ラムズヘッドとのやりとりにも、キキとレスターの登場にも、ソラだけが、まったくの無反応ノーリアクシヨンだった。モモの斜め後ろ、一歩ほど下がったところで、ひたすらじっとしている。もはや、エアリー感さえ漂いそうな雰囲気。


「あ、うん。お久しぶりっ……って、そっちこそ、なんでここに!?」


　ソラとは違い、さすがのモモも、キキのテンポに前のめりになっていた。イキオイでつんのめりそうになってしまう。


「貴様に教える必要はない」


　さっきの冷たい声。スッ、とキキのとなりにダークブロンドの少年が立つ。


「おまえ……っ！」


　レスターの姿に、ダニエルが、モモの足もとへ跳はね転がる。


「この猫ちゃん、喋しやべるのですねっ」


　としかし、キキがあっさりとダニエルに近づくとしゃがみこんで、抱き上げた。


「…………………………あ、──はっ、離はなせよっ！　猫じゃないし、猫、っぽいだけっ！」


　あまりに自然な流れで抱き上げられてなすがままになったダニエルだったが、ハッと我われに返った。


　そういえば、キキは以前、モモと戦ったときの記き憶おくがないらしい。キキの持つ〝幻魔ゲルマ〟は、レスターの〝幻魔〟がなければ意い識しきがブッ飛んでいて自分を制せい御ぎよできない狂人バーサーカーのチカラ。その影えい響きようから、あれだけド派は手でな戦せん闘とうをしておきながらも、こんな風ふうにほわほわしたままだ。


　けれど、今日きようは、何ど処こか違っていた。


「かわいい猫ちゃん、ここは危険です。すぐに逃げてください」


　キキはそう言ってやさしく微笑ほほえんで、ダニエルを地面に下ろした。


「どういう意味？」と訊たずねる代わりにモモは、キキのとなりにいるレスターに視し線せんを向けた。


　いろいろな考えがモモとダニエルの中を駆かけめぐっていた。


　ラムズヘッドのほかに、キキとレスターも相手にしなくちゃならなくなるのか？


　もともと、ラムズヘッドとつるんでいたのか？


　となると、そうとうメンドーくさいことになる。


　もしくは、まったく関係ないのか。


「姫キキが決めたことだ。執オ事レは、それに従うだけだ」


　レスターが言う。それだけの科白せりふで真意を知るのは難むずかしかった。しかし、レスターの視し線せんはモモから外はずれ、ラムズヘッドに向けられる。


「せっかく忠告してやったのに、逃げなかったのか？」


　ラムズヘッドが言った。


　キキとレスターへと向けられた言葉は、ふたりがやはりラムズヘッドたちと関係していたことを理解するに十分だった。


　しかし、しゃがみこんでいたキキが、そっとダニエルの額ひたいを撫なでて、立ち上がった。ラムズヘッドたちにその瞳ひとみを向ける。


「ご忠告も、そして、助けていただいたことも、とても感かん謝しやしています。ですが──私は、この学園をたいせつに想おもっています。無恥なお願ねがいと判わかっています。でも、あなた方の『実じつ験けん』を中止してはいただけないでしょうか？」


　お花畑をうしろに従えているキキじゃない、今は失われてしまった世界の『姫』として凜り々りしい立たち振ふる舞まいだった。


「フゥ、困りましたねぇ」


　もういっぴきのラムズヘッドが、悩ましげに片方の前まえ脚あしで額ひたいをぽんぽん、突つつく。


「この実験の結果は、おふたりの『願い』を叶かなえることにもつながるかもしれないのですよ。それもお伝えしましたよね。つまり、これはあなた方のためにもなるのです」


　ふわりふわり、もういっぴきは、大おお袈げ裟さに首を左右に振る。


「はい。私たちには『願い』があります。それは、何事にも代かえ難がたい願いです。けれど、この場所は、今の私たちにとって、とてもたいせつな場所。もう、たいせつなものを失なくしたくはありません」


「それは、つまり？」


　判わかりきっているんだろう。ラムズヘッドが、わざとらしく訊たずねる。


「──力ずくでもあなた方を止めさせていただきますっ！」


　キキは、言った。強い意志をもって。


「おおっ、キキちゃんっ[image: ]」


　何な故ぜかテンションを上げるモモ。今にも抱きつきそうなイキオイ。破は廉れん恥ちな顔をしている。


「べつにオマエたちの側につくワケじゃない。オレたちの向かうほうをたまたま、オマエたちも向いてたというだけ」


　わざわざレスターはそんなことをモモに告げる。


「あっそ」


　それはレスターらしく憎たらしかったが、モモの口もとには笑えみが浮かんでいた。


　立場も目的も違うかもしれない。けど、モモとダニエル、キキとレスター、〝意志〟は同じ方向にある。


「まっ、いいけどね。あたしの邪じや魔ますんなよ、偽にせ王子っ」


「こちらの科白せりふだろう」


　モモとレスターのやりとりを耳にしつつ、ダニエルは、敵の様よう子すをうかがっていた。着ぐるみな風ふう体ていのせいで読み取れる情報は少ないが、キキとレスターの『反逆』に対しての動揺はないようだ。ということは、ラムズヘッドたちにはまだまだ余裕がある。


　希望の光は見えてこない。でも、キキとレスターの存在は計算外だが、いい誤算だ。


　味方じゃないけど、敵でもない。今は、戦力が多いほうがいい。


　あともうひとりは、どうなんだ？


　ダニエルは、さっきからずーっと、黙だまってモモのうしろに微動だせずに突っ立っている散ざん切ぎりボブの少女を見やった。虚こ空くうを見つめる瞳ひとみが、何ど処こに焦点があっているのか判わかりづらい。と、


「……え、あ……」


　ダニエルの視し線せんに気づいたのか、ソラと目が合った。


「おまえはどうするつもりなんだ？」


　そう訊きく前に、ソラは、


「以下同文」


　よく判らないことを言った。短く、それだけ。


　なにがだよッ!?


　なにがどう以下同文なのか、ツッコミを入れる前に、──おっぱじまった。


「じゃあ、戦って殺やれだなっ[image: ]」


　モモは満面の笑えみで、テンションは天上を駆かけ上がる。シルバーアクセサリーをにぎりしめた。そして、


「──ゲルマドライブっ！」


　刹せつ那な。


　奇き蹟せきのようなヒカリが、雨空が作った薄ヤ闇ミをつらぬく。


　同時に、何ど処こからともなく──いや、あたりの空間が震ふるえ、大音量の『音楽』が鳴りだした。


　響ひびき渡る。


　ロックミュージック。


　流星の群れを踊らせる。


　音楽。


　解き放つ。


　ヒカリ。





[image: ]


　透とおり過ぎていく。


　光は、羽ばたき、


　モモの背中に栄はえる。


　光の中心に立つモモの花きや車しやな手には、巨大な鈍にび色いろの鎌カマがにぎられ、光の波動に揺れる長い黒髪が──真っ白く変わっていた。


　そこに、誰だれもが息を呑のむような、ため息をこぼすような美しい、光をまとった真っ白い、天使によく似た……、


「対幻魔ゲルマ専門機き関かん、死シニ神ガミ局きよく所属ッ！　死神『Ａ』の一〇〇一〇〇じゆうまんとんでひやく號ごう！　スターゲイザー条約第五百億二千二項幻魔特殊特務権限ゲルママイスターをもって、たった今、この瞬しゆん間かん、この場で、キサマを──戦やって殺やれだっ!!」





〝死神〟だった。





　　　　♪





　そいつは、とてつもなく巨大だった。


「ぬぁ…………っ!?」


　小こ柄がらな女性陣よりもさらに小型な見た目小動物の、ダニエルにいたっては、見上げすぎてうしろにひっくり返った。


「おいおいっ、ジョーダン……じゃねーかっ！」


　巨大なソレのあまりのヴィジュアルインパクトに、モモは半笑いになっていた。これが冗じよう談だんだったりしても、それはそれでかなり迷めい惑わくだろう。


　なにしろ、


「花はな園ぞの学園が──たいへんなことになってしまいましたぁ……っ」


　気の抜けるお花畑ヴォイスだが、キキも驚おどろき足もとがあぶなっかしい。ひっくり返ったダニエルにつまずきそうになる。


「まったく、見た目だけじゃなく、やることも巫ふ山ざ戯けているな」


　最後にレスターが呆あきれてつぶやいた。


　ソラは、無言で巨大なそれを見上げている。こんなときでも表情に変化がない。


「アハハハハッ！　本当は、消すにはおしいんだよ、死シニ神ガミ」


　巨大なソレのおそらく肩の部分に乗って、ラムズヘッドは、くるくると笑う。


「さてと、これが我われ々われ〝意志〟のチカラです。そして、このあたり一帯、その影えい響きようの中。あなた方ならそれが判わかるでしょう？」


　もういっぴきのラムズヘッドは、巨大なソレの肩の上でくるりくるり廻まわる。


　モモたちがいる高等部を中心に花園学園の半分以上が、巨大な〝意志〟のチカラに取りこまれていた。ラムズヘッドが行っている実じつ験けんの真まっ只ただ中なか。


　というよりも、むしろ、





　──それが目の前に〝カタチ〟となって姿を現した。





「我々が完全に有利な場所で、しかも、実験はもう最終段階を迎えています。そんな状況であなたたちに何ができるのでしょう？」


　もういっぴきのラムズヘッドの演技がひどく胡う散さん臭くさい。モモたちを悲ひ観かんしているつもりだ。


　しかも、高見の見物で。


　ラムズヘッドたちが乗っかっているのは、モモたちがいる校門（だった）あたりから、数十メートル上。いつものように浮いているんじゃなくて、乗っかっている。


　何に？


　学園の校舎に。


　二分前、


「じゃあ、はじめましょうか」


　と、ラムズヘッドたちがモモたちに向かっていた。


　その刹せつ那な、弾むように地面が揺れだした。


「まぢでかっ！」


　真っ白い死シニ神ガミモードのモモは、地面に弾まされてるダニエルの首を片手でつかみながら、叫んだ。


　なにしろ、花はな園ぞの学園の初等部から高等部、一部は大学の校舎が、地面から遠く離はなれ、上空に集結していた。しかも、それが、


「──合体ロボ！」


　モモの黒目がちな瞳ひとみがらんらんと輝かがやいていた。


　そう。花園学園の校舎群は、次々と〝合体〟していったんだった。


　合体完了した姿は、校舎の面おも影かげをとどめているが、とんでもなく巨大な、ＳＦアニメに出てくるロボットそのまんま。


　かわいいもの好きを自称するモモも、その熱あついフォルムにプチ興こう奮ふん状態に。


「うぉーっ！　すげっ！」


「ちょっと、モモ！　敵、敵ッッ！」


　なに場の空気読めないことゆってんの？　てか、あれじゃん。このロボ熱いカンジが判わからないの？　あ、猫だからか、そっか、じゃあ、しかたないわー。


　っていう可か哀わい想そうなものを見るようなモモの視し線せんにも、ダニエルはへこたれない。


「猫じゃないです、猫、っぽいだけですっ！　ううん！　そうじゃなくて、なにあれ！」


　まさか、この巨大ロボットが、生徒たちの〝意志〟を吸い取り。代わりに、自分たちの思おも惑わく通りの〝意志〟を増幅し、具現化させた姿だというんだろうか。こんな、バカげた姿が。しかも、


「てゆうかっ！　校舎の中に、人間の生命反応があるんだっ。きっと、生徒たちの〝意志〟で、学園を無む茶ちや苦く茶ちやなカタチに再さい構こう築ちくしたんだよっ!!」


　ダニエルが超情報端末デバイスをのぞきこみ、巨大ロボと化した花園学園の校舎の中に、生徒がいることを確かく認にんした。


「この迫力、威圧感、造形美。すばらしき〝意志〟の具現カタチをお見せできて、こちらとしてもうれしいかぎり。ですが──」


「すぐに消し飛んじゃうんだけどなっ、オマエらもいっしょになっ！」


　としかし、二匹のラムズヘッドは、たかぶる感情を抑おさえきれず着ぐるみ風ふうの羊ひつじ面づらから垂れ流しにしていた。


　ラムズヘッドたちの『実じつ験けん』の結果が、この巨大ロボットだ。〝意志〟を集め増幅させるのに、こんな姿にする必要もないだろう。レスターの科白せりふにあった通り、つくづく、ふざけている。が、ラムズヘッドたちにとってみれば、真剣そのもの。サイエンティストでクリエーターの羊たちは、アーティストでロマンティストらしい。


「じゃあ、仕上げをはじめるか！」


　ラムズヘッドが吠ほえたける。それと同時に、巨大学園ロボが動きだす。


「──うぉぉおぉっ！　マジっ!?」


　巨大ロボが、足を振り上げ、なんの躊ちゆう躇ちよもなくモモたちに向けて振り下ろした。








　──ズッッサァァァァァァアァアァァァァァァァァアアアァァァァアァァァァッ!!








　派は手でな音を立てて、ロボが踏みつけた十数メートルほどのアスファルトがめりこんだ。


　モモはダニエルを、レスターがキキを抱え、ソラは軽々と、その場から飛とび退のいていた。


「キキ、行くぞ。いいな？」


　着地すると、レスターはキキの首に手をかけた。キキの首にチョーカーが巻かれている。キキの〝幻魔ゲルマ〟だった。それは、レスターの手の中の古くさい懐かい中ちゆう時ど計けい型の〝幻魔〟につながれる。


「「──ゲルマドライブっ！」」


　キキとレスターが声を上げる。キキの能力が解き放たれる。


　可か憐れんでふわふわのお花畑とはかけ離はなれた姿に変化していく。瞳ひとみは、燃もえるように赤く、哀かなしく流れ出る涙も赤く血のように染まっていた。


　まるで、──悪あく魔まだった。


　花きや車しやな手には、巨大なハンマー。


「ったく、それ、やめろよっ！　キキちゃんの美少女が台なしじゃねーかっ」


　ダニエルを地面に下ろしたモモが、ぶつくさと文句を言う。だが、


「そう言ってもいらんないかっ。──ダニエル、ドライブモード『Ｄ』いくぞっ！」


　モモが吠える。ダニエルは「うんっ！」とうなずき、同時に、ダニエルを囲み円えん盤ばん形状に白と黒の半透とう明めいな『鍵盤キーボード』が現れた。


「リミッター解除！　ドライブモードＤ『デスメタルドライブ』！」


　赫あかい首くび輪わにつけられた大おお袈げ裟さな鈴が、鳴る。


「ＰＯＤスタンバイ、エフェクトオンっっ!!」


　ダニエルは、鍵けん盤ばんの上を舞まい踊おどるように操そう作さする。それに呼こ応おうして、モモと手にした鈍にび色いろのカマが姿を変える。


　真っ白いワンピースに施ほどこされたラインが赫く色づく。鈍色のカマがカタチを変え、モモの身体からだの二倍以上はある鈍色の『大剣』になった。刀身が触れただけで、アスファルトを削り取る。


「そんなもんで何ができるって？」


　ラムズヘッドは、巨大ロボから見ればちいさすぎるモモたちを、くるくると笑う。


「言ってろ。何ができようができまいが、あんたらにカンケーないじゃん。てか、あたしがやりたいようにやるだけ。そんだけっ！」


　モモが地面を蹴けって、飛ひ翔しようした。


「ちゅららぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」


　大剣を振り上げる。


「ムダです。あなた方が何をしようともう、遅い！」


　もういっぴきの〝意志〟で、巨大ロボが動く。モモを振り落とそうと、左腕をぶん廻まわした。








　──ガァッァァァァァアアァァアァアァァァァァァアアァァァァァァッッッ!!








「なっ」


　声を上げたのは、ラムズヘッドたちだった。ラムズヘッドの目に映っていたのは──


「蒼そう空くうのホーリィグレイルっ！」


　巨大ロボの左腕は、モモに触れる直前に、ソラによってふさがれていた。ソラは、カタナ型の〝幻魔ゲルマ〟を両手に、そして、空宙で複数のカタナを操あやつり、巨大ロボの左腕に斬きりこんでいた。


　しかも、巨大ロボの左腕が弾はじかれている。


「ナイスっ、ソラ！　チェストぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」


　モモは、巨大ロボの頭を飛び越えたところから急降下して、一気に大剣を振り下ろした。


　が、


　今度は、モモの攻こう撃げきが弾かれる。というより、モモが攻撃をやめた。


　ラムズヘッドをかばうように、〝意志〟を吸い取られ操り人形にされた生徒たち数人が空間からわき出てくるようにして現れた。モモの前に立ちはだかる。


「忘れていませんでしたか？　配置につかせた生も徒ののほかにも、まだ、こっちには駒こまがそろっているんですよ。死シニ神ガミさん、あなたに彼らが討てますか？　そう、我われ々われからの〝意志〟をあなたのチカラで無む理り矢や理り断ち切ろうとすれば、さて、どうなるでしょうね。想像してみて、な……──なにをっ!?」


　また、ラムズヘッドが声を上げた。しかし、今度は、驚おどろきの声だ。


「ていっ！」


　モモが、ぶん殴っていた。


　生徒たちを。


　殴られた生徒が、地面に向かって落っこちていく。


「なら、断ち切らなきゃいいんじゃん？　あたしの熱あつい魂たましいの拳こぶしで、しばしおやすみなさいだ、バカヤローっ！」


　また、ひとり、ごきっ、と手加減してるとはいえ、鈍にぶい音がして、ぶっとんで地上に堕おちていった。


　生徒たちは、下にいるダニエルが空間をコントロールして、減速させてゆっくり地面に下ろしている。


「ナイス、ダニエルっ！　略して、ナエっ！」


「なんか、やだっ！　それ、萎なえっ」


　今、この空間を支配しているのはラムズヘッドたちだ。モモやダニエル、キキ、レスターのチカラは押さえこまれている。そんな中でも、ダニエルは的てき確かくに生徒たちを救出した。それは、ここまでのデータの分析や解析を進めていた結果だった。そして、ダニエルは確信した。


「よしっ、こないだよりも、ぜんぜんイケるよっ！」


　モモ、ソラ、キキたちの周囲の少しだけの空間の支配を奪うばい返すことができる。この前はなすすべなかったけど、今日きようは、違う。


「──なるほどな」








　──グゥゥゥゥァァウゥァウシャアウゥアアアァアアァァァァァァァァァアッッ!!








　巨大ロボの腹部あたりを何かが直ちよく撃げきして、煙を巻き上げていた。


「支配された空間の一部にハッキングを仕掛けているのか。全体を奪い返すことは難むずかしくても、ゲリラ的になら可能なんだな？」


　レスターだ。キキの手から放たれたハンマーが巨大ロボにめりこんでいる。


「う、うんっ！」


　ダニエルが、こっくりとうなずく。


「そんなことができるとはな……。よし、なら、つづけろ！」


　レスターのコントロールを受け、狂人化したキキが、ハンマーを振るう。腹部から今度は頭部目がけて放つ。


　途中、モモとソラにヒットしそうになったが、


「当たるだろーがっ！」


　当たらなかった。モモもソラも寸前でかわした。


　ハンマーは、巨大ロボの右手に弾はじかれた。


「うーん、計算外ですねぇ。仕つかえ魔まのほうがここまでできるとは……それと、ホーリィグレイルっ」


　もういっぴきのラムズヘッドは大おお袈げ裟さな芝しば居いで、腕を抱えて悩む仕し草ぐさになる。


「やっぱり、裏切ったか！」


　ラムズヘッドがロボから身を乗り出す。


「これがわたしの使命」


　としかし、ソラは短く返す。


「使命だと？　それが〝マザー・メリー〟の導みちびきとでもいうのか？　認められるかよっ！」


　声を荒げるラムズヘッド。巨大ロボが標的をソラに変え、右フックを放つ。


「…………っ」


　するり、と宙で反転、身体からだをひねり右フックをかわすと、ソラは、右腕に降り立ち、駆かけ上りはじめた。両手と宙にあったカタナを右腕に突き立てて。


　時間差でソラが駆け上がったあとから、めちゃめちゃに煙が立ち昇る。


「──あいつ、すごい……！」


　ダニエルは驚おどろいた。巨大ロボの右腕が粉々になって、地上に降ってくる。


　だが、煙の中に、人ひと影かげを見つけた。


　巨大ロボットを合体させるために、ラムズヘッドは、校舎と校舎のつなぎのための〝意志〟を注入した生徒を使っていた。落下してくるのは、ソラが砕くだいた右手にいた生徒だ。


「……って、ダメだ！」


　ダニエルが叫ぶ。砕けた破片が全部〝意志〟を帯びてて、空間を奪うばい返しきれなかった。全部の破片をコントロールしている間に、生徒が地上に激げき突とつしてしまう。〝意志〟が奪われていても、生徒たちはまだ、ちゃんと息をして呼吸をしている。


「モモぉっ！」


「判わかってるっつーのっ！」


　モモは、巨大ロボの身体を蹴けって、飛んだ。落下する生徒を抱きかかえる。


　そのときを狙ねらっていた。


「──ぐあぁッ！」


　巨大ロボットの左腕エルボーがモモを直ちよく撃げきした。真まっ逆さかさまに地面に叩たたきつけられる。


「モモぉっ！」


　ダニエルが悲鳴に近い声を上げた。


　アスファルトにクレーターができている。駆け寄ると、土煙がもうもうと舞まう向こう側にモモの姿を見つけた。


「……いってー……」


　モモは、生徒をしっかりと抱きかかえて、下した敷じきになっていた。モモにダメージはあるが、生徒は無傷だ。しっかりと守った。


「よかった、モモっ！」


　ほっとダニエルは安あん堵どした。


　モモが地面に激げき突とつする瞬しゆん間かんにダニエルが空間を支配して、衝しよう撃げきを和やわらげた。


「よくねーしっ！　てか、あー、もう！　お気に入りのワンピがボロっちくなっちったぁ！」


　返ってきたのは不満たらたらの声だったが、大丈夫だろう。だいたい戦せん闘とう用ようの制服なんだ。ボロくなって当然。


　クレーターから出てきたモモは、生徒をダニエルに任せて大剣を構え直す。


「そのまま、くたばっておけば楽だっろうになっ！」


　ラムズヘッドがモモを見下ろしながら言う。


「それに、助けるのか、我われ々われと戦うのか。どちらか一方を選んだほうが楽でしょう？」


　もういっぴきが、哀れむようにモモを見下ろす。


　モモは、うつむき、何かを考える素振りをした。


　ラムズヘッドのチカラは無む茶ちや苦く茶ちやだ。学園の中にいる生徒たちが人質にもなっている。


　また、モモの中で何か迷いが生まれてしまっているのかもしれない。


　不安な色の瞳ひとみでダニエルがモモを見つめる。


　モモは、何を考えているんだろう。


　何を想おもっているんだろう。


　すると、


　モモが顔を上げた。


　そして、








「──バーカっ」








　ひどく明あっ軽かるいトーンで言った。


「へっ？」


　と、その場にいたほぼ全員、ダニエルまでがぽかんとして、そっちを見た。


　モモが笑ってた。


　ニカッと全力の笑え顔がおだった。


「モモっ！」


　啞あ然ぜんとしていたダニエルにも笑えみが浮かぶ。


　こんなときに、モモは冗じよう談だんのように言った。皮肉めいていて、でも、本当の気持ちだ。


　今まで悩んだり、迷ったり、辛つらかった苦しかったそんな気持ちを、たったひと言で笑い飛ばしたんだった。


　モモは、迷いを迷いとして受け入れた。迷ってやろうと決めた。


　だから、選ぶんだ。迷いながら、その選せん択たくを選ぼう。


　それに信頼できる仲間がいる。ダニエルとルーシィ。いつだって自分を助けてくれる。だから、次も、その次も、叩たたきつけられたとしても、何度でも立ち上がれる。


　信じているから。


　何度でも起き上がって、


　モモがモモとして、選ぶのは、


「──迷ったら、両方選ぶわー！」


　両方だった。


「そうですか。しかし、二に兎とを追う者は一兎も得ず。ですよ！」


　もういっぴきのラムズヘッドが前まえ脚あしをタクトに見立てて振るう。


　巨大ロボは崩れていく右腕を振るうと、完全に右腕が肩から崩れ落ちた。ということは、つまり、


「無む茶ちやすんなって！」


　右腕を構成した生徒たちが次々と地上へ落っこちてくる。ひとりやふたりじゃない。数人だ。


　モモは地面を蹴けって、ひとり、ふたり、と空宙で捕まえる。が、そのときを狙ねらってまた、ラムズヘッドが攻こう撃げきを仕掛けてきた。


「だから、ひとつに集中しろよっ！」


　楽しむような弾む声に合わせて、巨大ロボが左腕を振るった。








　──ガシァイィィィィィッィィィィィィッィィィィィィィイィィィィィッ！








　巨大ロボの腕に、キキの放つハンマーが命中した。


「偽にせ王子ナイスカバーっ！」


　モモが三人目に飛びつきながら、叫ぶ。


「オマエのためじゃない、キキの願ねがいだっ！」


　レスターは、キキをコントロールしながら、繫つながったチェーンから流れてくるキキの想おもいを受け止めていた。また逆に、レスターの想いもキキに流れていく。意い識しきが飛んでしまっていても、レスターの痛みが伝わってくる。キキを戦わせなくてはいけない、自分の弱さに対して。苦しみ、哀かなしみ。それが判わかっているからだ。キキが、赤い涙を流すのは。


「まだだよっ！」


　四人目、五人目を背負うモモに、巨大ロボの追つい撃げきが向けられる。


　それを止めたのは、──ソラだ。


「ホーリィグレイルっ！」


「それは、わたしの名前じゃない」


　ソラが言った。


「わたしは、ソラ。那ナ由ユ多タソラ」


　そして、カタナを振るう。その〝意志〟に複数のカタナが空間ごと、巨大ロボットを切り刻んでいく。


「バカげてる」


　もういっぴきが唾つばを吐くようにうなった。


「どうして、こんなに有意義な『実じつ験けん』の邪じや魔まをしようとするのです」


「もう、何をしたってムダだって言ってるだろ」


　ラムズヘッドたちには、モモたちの行動が理解できなかった。


　モモたちにとって、今ここは、敵のテリトリーの中で、チカラも完全に発はつ揮きできない。実験を止められない状態にあっても、それでも、まだ戦おうとする。


　それは意味のないことだ。


　けれど、モモたちにとっては、意味がある。


「あたしだけなら、あきらめてたかもね」


　落下した生徒たちを全員助け、モモは地上に降り立った。


「でも、信じるから、信じられる。あたしを信じてくれるやつらがいるから、あたしも信じる。誰だれかが信じてくれるあたしの可能性も！　あたしの〝チカラ〟の可能性も！」


「何を言ってる？」


　ラムズヘッドがくるくるの目を丸くしたり、細くしたりする。理解不能。


「笑うなら笑えばいいよっ。あたしはかまわないから」


　モモは、大剣を構えた。身体からだからヒカリが生まれて、モモ自身をあたり一帯を包みこんでいく。まるで、モモの背中におおきな羽根が羽ばたくように。


「この世界は、朽ちる。そして、新しい世界へと書き換えられるんだ！」


　もういっぴきのラムズヘッドが、大きく両前まえ脚あしを天に向けて広げた。巨大ロボが同じポーズになる。振動がはじまった。生徒たちを利用して増幅させた〝意志〟が強まっていく。支配した空間が、現実の世界ごと書き換えられようとしていた。


「もう、終わりだよ。死シニ神ガミどもに、異世界人、ホーリィグレイルッ！」


「ここで朽ち果ててください。では」


　最終スイッチが入った。ラムズヘッドたちは、モモたちを残し、のうのうとこの空間から出ようとする。が、


「待てよ、この羊ひつじヤローっ!!」


　モモが黙だまって見過ごすワケがない！


　大剣を掲かかげる。ヒカリを放つ。


「壊こわすなら壊せばいい。でも、何度だって、蘇よみがえらせる。朽ち果てても、そこに『想おもい』があるから、壊せない。壊させない」


　ヒカリが上へ上へ昇っていく。


「誰だれにだって、願ねがいがある。誰にだって、間違うときがある。あたしだって、そう。でも、やり直せる。あんたたちみたいなのにいいようにさせない！　ぜったいっ!!」


　超巨大な剣が天空に突き刺さった。


「信じるよ。ひとは間違ってもやり直せるって、──だって、人間だものっっっ！」


「も、モモぉぉぉっ!?」


　最後の最後にどっかで聴きいたことのある科白せりふにダニエルは、泣きそうだった。


　けれど、モモは、まったく気にすることもなく、天空から大剣を振り下ろした。


「あたしの〝能力チカラ〟は、奪うばうことしかできないかもだけど、それなら、──奪い返してやる！」


　モモは言った。


　言い放った。


　そう、奪い返す。


　この空間を。


　この学園を。


　生徒たちを。


　生徒たちの願いを。


　生徒たちの意志を。


　想いを。


　信じるチカラは、無限。


　信じれば、強くなる。


　信じてもらえるから、強くなれる。


「──ずああぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁああぁぁあああぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁ─────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────ぁぁぁぁあぁぁぁぁぁあぁッッッッ!!」


　巨大ロボが、ヒカリの剣を受け止めようと左手を伸ばす。しかし、ヒカリの剣はそれをものともせず、左手を切り落とし、ラムズヘッドたちがいる肩口からななめに、斬きり捨てた。


　途と端たん、








　──ごあっざあざざざあああぁぁあぁぁぁあいあがぐぁぁっぁぁぁぁあぁぁぁぁぁん!!








　無む茶ちや苦く茶ちやな音がして、巨大ロボから爆ばく煙えんが上がった。


「あれ？」


　ちょこんと小首をかしげるモモ。


「あれ、じゃないよ！　やりすぎだよっ！　まだ、中に人がいるし！　ラムズヘッドたちもなんかもうぶっとんじゃったじゃないのさっ！」


「あれ？　やりすぎちった？」


「も、モモぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]っっっっ！」


　ダニエルは泣いていた。すっかりもう、泣いていた。


　だって、モモ、バカすぎ!!





　次の瞬しゆん間かん、





　その空間が、消滅した。





　すべてを呑のみこんで。









　　終奏「月曜日、突然のショートカット。」


　　outroduction: MONDAY CALLS THE SHEEP







　　　　♪





　その日、あと一週間もしないうちに夏休みだというのに、


「転校生がくるっ！」


　と、騒さわがしかった。


　期末テストも終わり、あとは夏休みを待つばかりという浮かれ放題の状況にさらにプラスする形になる『転校生』の登場。


　日常に、少しだけのスパイス。


　刺し激げきはそれほど強くないが、毎日同じことの繰くり返しの学生には、最高のスパイスになった。


　日常はここにある。


　朝。


　うしろから見ると巨大なリュックに脚が生えて自じ立りつ歩行しているように見えるそれは、学園内ですっかり有名人。


「あっ、モモちゃん、おはよー」


「咲サヶカ本モトさん、おはよう」


「さかもっちゃん、これ食べる？」


　とか、交わされる言葉もいつもの日常。


　小こ柄がらなその少女は、巨大なリュックを背負って教室に入ってく。クラスの窓側の一番うしろの席に少女が腰を下ろす。それから、


　授業中ずっと、少女の黒目がちな瞳ひとみが窓の外を見つめるだけなのも、そのオトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが「たいくつぅ」というため息に似たひとりごとをこぼすのも、欠かせない日常のひとつ。


　新トウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学園は、いつもと変わらない日常に──戻っていた。


　あのとき、たしかに、空間ごとモモのせいで、書き換えられようとしてた学園は大だい爆ばく発はつを起こした。


　が、ダニエルが『予定通り』に空間の中に空間を作っていた。


　そこで本当はなんとかしなきゃならなかったが、モモがやりすぎて、ダニエルのチカラだけでは不足だった。


　それを瞬しゆん時じに理解したソラが、ダニエルの空間にさらに加えて空間を重ねて展開させた。レスターも同じく、キキのチカラを使って、空間を重ねる。


　それは結果的に、書き換えようとしていた世界を消滅させることになった。爆ばく発はつもダニエルたちが作った空間によって、現実の世界への影えい響きようを最小限に食い止めた。


　最小限に、ということは、多少の影響は外に出てしまったが。


　爆発の結果。


　生徒たちに奪うばわれた〝意志〟が戻っていた。奇き蹟せき的てきに、というか、運よくラムズヘッドたちが、吸い取った意志を処分してなかったため、それを元に戻すだけだった。


　が、代わりに、意志〟を奪われた生徒に、代わりに注入されていたラムズヘッドの〝意志〟が現実世界に爆発で散らばってしまったんだった。それが、どんなふうにして、どんなふうな影響をおよぼすか、まだ、判わからない。調ちよう査さの必要がある。


「……だから、やりすぎだって……」


　ダニエルががっくりと首を折る。が、もう遅い。


　自分たちの起こした事件の結末は、自分たちで付けなくちゃいけない。


　ということで、


「モモとダニー、滞在延長決定ね」


　そう言って、モモとダニエルの上司、ルーシィは死シニ神ガミ局きよくの本部に帰っていった。


　その、数日後。


　死神局に戻ったルーシィが手配した通り、たくさんの中高生が意い識しき不明におちいった事件は、『新種のウィルスに効果のある薬が判った』とかで、社会的な決着が付いた。あっという間に、オトナの動揺もマスコミのお祭り騒さわぎもおさまっていった。


　あとに残ったのは、モモとダニエルの後始末と、平和と平へい穏おんの日常。


　キキとレスターは、今日きようも、風紀委員として朝の『あいさつ合がつ戦せん』に参加して、校門の前に並んでいた。キキはあいかわらずお花畑モードでキュートでラヴリーで、レスターは、あいかわらず、ムカツク。


　モモの前の席では、ソラが、携けい帯たいゲーム機きに視し線せんを落としている。それも、日常。見なれた風景。


　巨大なリュックには、黄おう金ごん色いろの瞳ひとみの黒猫──ダニエルが、やれやれと身をひそめている。ときどき、モモの、ハートのワンポイントが付いた眼鏡めがね型の超情報端末デバイスに話しかけてくる。それをモモがあんまり聴きいてないのも、日常。


　此こ処こでは──咲サヶカ本モトモモという名前の、少女にとって、此処が、この花園学園がすっかり日常になっていた。平穏。


　事件は解決したが、後始末が残っている。それが面めん倒どうやら、なんだか、ちょっとだけ、モモもダニエルもほっとしていたり。


「あと、少しくらいここにいても、よくない？」


　教室は、騒さわがしい。


　テストも終わって、夏休みも近い。転校生も来るとか。


　モモのクラスにひとりと、二年生にひとり。こっちはキキのクラスらしい。


　同じ日に転校してくるんだから、「たぶん、兄弟」というのがもっぱらの噂うわさ。


「あたしのときもこんなだったんだなぁ」


　モモがやってきたのは、三ヶ月前。そのときも、こんなふうにみんな騒さわがしくしていたんだろう。


　それ以外は、いつも通りだ。変わらない日常。


　いや、ひとつだけ、違う。


　クラスメイトでひとりだけが、いない。


　──今いま谷たに。


　彼女だけが、もう、二度と戻ってこない。


「ああ、今谷さん、おはよう」


「おっはよーんっ」


　そう、その今谷。底抜けに明るくて朝からハイテンションの。


「…………ハァッ!?」


　今、誰だれだ。今谷っつったのは、てか、返事したの、誰だ！


「おっす、モモちーん」


　なれなれしく声をかけてくるのは、誰だ！


「い……今谷……さん？」


　モモの目の前に、今谷が立っていた。


「どしたの、モモちゃん？　顔になんかついてる？」


　そこにいるのは、紛まぎれもなく──今谷だ。





　なんで、どうして、どうやって!?





　今谷の〝意志〟は、暴ぼう走そうした欲望とともに断ち切られてしまったはずだ。


　なのに、なんで……!?


　その疑問に答えるのは、今谷じゃない。今谷は、自分が〝意志〟を失なくしたことを覚えていない。あたらしい〝欲望〟を吹きこまれ、目覚めた。


　そして、モモの疑問に答える者が、今日きよう、やってくる。


「──はい、席についてー」


　聞きなれた声がして、担任の教師が教室に入ってきた。ドアがわざと開けっ放しになっていた。


「じゃあ、また、あとでねー」


「あ、今いま谷たにさん……っ」


　呼び止めようとしたが、今谷はさっさと自分の席についてしまった。


「──も、モモっ！　どういうこと!?」


　モモの眼鏡型超情報端末メガネドデバイスを通して、今谷の映像や、やりとりを見聞きしていたダニエルのあせる声が、デバイスから聴きこえてくる。


「こっちが訊ききたいっつの……っ！」


　ダニエルにしか聞こえない声で、モモは返す。


「はい、というワケで。今日きようから、みんなといっしょに勉強することになる……」


　担任がワザと開けていたドアに向かって、手招きをする。


　クラス中がざわついた。


　ひとり、教室に入ってくる。


　モモも、「おおっ」と声をあげる。何な故ぜなら、


「どうも、はじめまして、みなさん」


　転校生は言った。


　だが、


　この声。


　見た目はぜんぜん違うけど、判わかる。


　あいつらの声だけは、絶対に間違えない。


　でも、まさか！


　モモもダニエルも、その声で一いつ瞬しゆんに、「いっぴき」の面つらが思い出される。


「──まじでか……！」


　転校生の視し線せんがしっかりとモモを見ていた。


「よろしくお願ねがいします、ねっ？」


　そして、うっすらと笑えみを浮かべた。


　そうだ。


　こいつは、あの──頭部だけが羊の人型ラムズヘツドの片割れ！


　イジ悪くて生意気で楽しそうな口く調ちようのあいつ！


　てゆうかっ、


「──女子じゃんっ！」


　転校生は、ショートカットで、長い睫まつ毛げに、整った顔立ち、そして、スカート。


　着ぐるみラムズヘツドの中身は、健康的な美少女だった。


「おぅわー。ちょっと、タイプっ」


　モモがいつものおかしなことを口走って、








　また、事件がはじまった。













　　　　ballad of a shinigami from


　　　　momo the girl god of death "Unknown Star's Bolero"


　　　　3rd album: Voice Like Holy Grail - all over.









to be with your hope...





　

らくがき。Afterword of Graffiti in "Voice Like A Holy Grail"




　　　　♪





　はじめまして、おひさしぶりです。


　ハセガワケイスケです。


　第三巻は、『電でん撃げき文庫MAGAZINE』の Vol.6,7に掲載された連載バージョンに加筆修正をしてさらにプラス一話と再構成を経た文庫スペシャルバージョンとなっております。








　というワケでして。


　日々、欲が尽きることがありません。むしろ、年々、欲が増えて欲張りになっていくような気がしています。あーしたいこーしたい、アレが食べたい、コレがやりたい、アレが聴ききたい、コレをアレするためにソレが欲しい。などなど。欲深いことこの上ないです。ときに、「欲を抑えなさい」という言葉を聞きます。今の自分、強欲な状況ですので「たしかにもう少し抑えたほうがいいなぁ」と反省することが多いのも確たしかです。というよりも反省することがほとんど。食べたり呑んだり、物を買ったり、あのときがまんすればよかった。と思います。


　ただ、「あのときああすればよかった！」と悔しい想おもいをすることもやはり多くあります。どうして、あのときがまんしてしまったんだろう。と、これは行動を起こしたときの悔しさよりも、行動を起こさなかったときの悔しい気持ちのほうが長く尾を引いて、ボクを哀しくさせます。以前、何ど処こかでも偉そうに語っていることかもしれませんが、手を伸ばせばすぐに届く、触れられる、つかめるものに、どうして手を伸ばせなかったのか、伸ばさなかったのか。本当は伸ばしたくて触れたくてつかみたくてどうしようもないのに。そんなときだけなんで欲望を抑えこんでしまった。どうしてなんだろうかと考えてみると、やはり、怖かったんです。触れれば、後悔することもあります。触れなくて後悔するほうがよっぽど大きい哀しみがやってくることをもう何度も経けい験けんしているにもかかわらずに。その場、そのとき、手を伸ばすことが怖くて仕方なかったんです。どうしようもなく怖くて、逃げてしまった。そして、結局、後悔する。そんなことをいまだに繰くり返しています。欲望と同じだけ後悔があります。だけど、この後悔を経て、欲望に感かん謝しやすることもあるんです。それは、みなさんに『物語りを届けたい！』という欲があることです。意味のない言葉かもしれません。どうしようもない文章かもしれません。くだらない物語りかもしれませんが、それでもやはり届けたいと想う欲求は尽きることがありません。自分のためではなく誰だれかのための物語りを書き続けたいというこの欲望だけは、誇れるものだと胸を張れます。


　これは、あなたの欲望を満たすための物語りです。


　もしか、あなたが強く言葉を欲するとき、この物語りが、あなたの〝欲求〟を少しでもみたす言葉のカケラとなれますよう。


　だから──





　どうか、おもしろければ笑ってください。


　どうか、つまらなければ笑ってやってください。





　そして、この本を、物語りをめぐる、


　すべてのひとたちに、こころから感謝させてください。





　ありがとう。











二〇〇九年某月某日　冬の指ゆび尖さきに手を伸ばしながら






ハセガワケイスケ




[image: ]





──ねぇ、神さま、どうして。何も教えてくれないの。






著者


ハセガワケイスケ


12月26日。地球製。


やたらポップなおじーちゃんになれればいいなと思ってます。


もしか、この本を孫が手に取るときいったいどんなおじーちゃんに？


とりあえず、モヒカンはマストです!?


[image: ]





イラストレーター


山やま本もとケイジ


１９８７年生まれで和歌山在住。別ペンネーム『超肉』。ジェット・リーをこよなく愛す内臓やばい引き篭もり。イラストレーター夢見て修行中。





電撃文庫


シニガミノバラッド。アンノウンスターズ。[image: ]





ハセガワケイスケ
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